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　ʢ̍ʣ　॥ͱڞੜΛجௐͱ͢Δڥෛՙͷগͳ͍࣋ଓՄͳࣾձͷ࣮ݱ
　　ア　地域から取り組む地球環境の保全に関する研究
　　　　地球規模の環境変動による影響をѲし、ক来にわたͬて良な環境をҡ࣋するため、環境モニタリング
　　　　保全に関する調査研究に取り組むɻ
　　　・広域的な環境質の変動とその影響に関する調査研究
　　イ　生物多様性の保全に関する研究
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　　　　環境モニタリングなͲの調査研究に取り組むɻ
　　　・良な大気環境の保全に関する調査研究
　　　・健全な水環境の保全に関する調査研究
　　　・化学物質の環境リスクに関する調査研究
　　エ　॥環型ࣾ会の形成に関する調査研究
　　　　北海道における॥環型ࣾ会の形成を推進するため、物質収支システム等の解明に取り組むɻ
ଓ可能な物質収支システム等に関する調査研究࣋・　　　

　ʢ̎ʣ　࣭ࡂɾԊࡂ؛ͷࢭͱඃͷܰݮ
　　ア　地・火山噴火・地すり等の地質ࡂ害の防止と被害軽減のための調査研究
　　　　安全・安৺な地域ࣾ会を目指し、地質ࡂ害の防止、ࡂ害発生時の被害の軽減を図るため、地質現を観測し、
　　　　特性のѲに取り組むɻ
　　　・活அ層・地அ層の実態と活動特性の解明に関する調査研究
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　　　　の特性の解明に取り組むɻ
　　　・沿岸域における土砂ඬ流物質の挙動及び対策手法に関する調査研究
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　　ア　岩石・鉱物資源の開発と地質汚染対策のための調査研究及び技術開発
ଓ可能な地域ࣾ会の実現のため、岩石・鉱物資源の利活用を図るとともに、環境に調和した開発利用と保࣋　　　　
　　　　全技術の開発に取り組むɻ
　　　・岩石・鉱物等の資源評価と利用及び特性に関する調査研究
　　　・地質由来有害物質の挙動の研究と鉱害防止対策技術の研究及び開発
　　イ　地温泉・地下水のద正な開発・利用・保全のための調査研究
ଓ可能な利用ଅ進、資源評価及び保全に関する研࣋ଓ可能な地域ࣾ会の実現のため、地温泉地下水の࣋　　　　
　　　　究に取り組むɻ
　　　・地温泉の資源評価とద正利用及び保全に関する調査研究
ଓ的な地下水資源の利用と地下水環境に関する調査研究࣋・　　　
　　ウ　沿岸環境保全のための調査研究
　　　　沿岸域の࣋ଓ可能な利用を行うため、沿岸域河川の地質現を観測し、特性のѲに取り組むɻ
　　　・河川及び沿岸域における水質及び底質変動要因と対策手法に関する調査研究
　　　・沿岸域における海洋特性の長期的変ભに関する広域観測及び定点観測

　ʢ̐ʣ　ٴڥͼ࣭ʹؔ͢Δใج൫ͷඋͱߴར༻
　　ア　環境及び地質に係る情報基൫のඋと高度利用に関する調査研究及び技術開発
　　　　環境及び地質に関する情報のී及と利活用のଅ進のため、基൫となる情報のඋ・公開に取り組むとともに、
　　　　情報の解析・共有手法なͲの高度利用に関する調査研究及び技術開発に取り組むɻ
　　　・環境モニタリング、GIS 情報等のඋ・管理及び解析・ద用に関する調査研究
　　　・基൫情報としての地質・地質環境・防ࡂに関する情報のඋ・高度化
　　　・環境情報のී及・利活用ଅ進及び環境教育等に関する研究
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　ত和30年後半からの経ࡁのٸ速な発లに伴い、場等の排気Ψス排水による大気汚染、水質汚濁等の公害問題が大
͖なࣾ会問題となり、北海道はত和45年に北海道公害防止研究所を設置し、科学的な公害の防止対策に取り組んで͖まし
たɻ
　その後、ࣾ会経ࡁ情の変化生活様ࣜの多様化等から、ै来の公害問題に加えスパイクタイϠ粉じん、生活排水等に
よる都市型・生活型公害、化学物質の使用による地下水の汚染、さらには酸性雨温暖化等の地球規模の環境問題への対
応がٻめられて͖ましたɻ
　また、ແடংな自然の改変等による緑の減少野生動植物の絶滅が危Ϳまれる一方、自然との;れ͋いをٻめるॅຽの
ニーズが高まり、自然の保護と利用野生生物の保護のࡏり方が՝題となͬて͖ましたɻ
　このため、平成３年５݄にこれまでの公害防止研究所を拡ॆ改組し、野生動植物の保護なͲ自然環境を含む環境問題に
総合的に対処するため、北海道環境科学研究センターが設置されましたɻ
  その後、国内外のࣾ会情がܹٸに変動する中で、道ຽのニーズも、よりෳࡶ化し多様化するなͲ、道立試験研究機関
を取りרく状況が大͖く変化して͖たことから、道立試験研究機関がこれまで果たして͖た機能のҡ࣋及び向上を図り、
これらの変化にॊೈに対応で͖る組৫へと改ֵしていくため、22の道立試験研究機関を単一の地方ಠ立行法ਓとする検
討が行われ、平成20年２݄に「道立試験研究機関の改ֵ及び地方ಠ立行法ਓ制度導入に関する方」がࣔされ、当֘法
ਓの設立に向けた準උが進められましたɻ
  平成22年４݄に、北海道の出資により、６研究本部からなる地方ಠ立行法ਓ北海道立総合研究機構が設立され、環境・
地質研究本部に環境科学研究センターが設置されましたɻ
  現ࡏ、センターの組৫は、地球環境地域環境の保全なͲに関する監視測定調査研究等を行う環境保全部、生態系保
全野生生物の保護管理に関する調査研究等を行う自然環境部の２部からなͬていますɻ

　ত和45年４݄　　本道の公害に関する調査研究、監視測定及び技術指導を行うため、ا画部の出ઌ機関として北海道公
害防止研究所を設置し、道立衛生研究所のࢪ設の一部を使用して発

　ত和46年12݄　　現庁ࣷのݐ設
　ত和47年４݄　　生活環境部の出ઌ機関に機構改正
　ত和53年８݄　　機構改正により、総部を設置、同部にॸ՝、ا画՝を設置
　ত和54年１݄　　環境に関する図ॻ、資料等を収集、管理及びఏڙするため、環境情報資料室を開設
　ত和54年５݄　　෭所長৬の設置
　ত和57年５݄　　機構改正により、大気部及び水質部に科（֤３科）を設置
　ত和61年５݄　　大気部及び水質部にओ研究һを設置
　ত和63年４݄　　保健環境部の出ઌ機関に機構改正
　平成３年５݄　　環境科学研究センターに機構改正ɻچ大気部、水質部を環境保全部、環境科学部に再ฤし（֤３科）、

総部のॸ՝を総՝、ا画՝をا画調՝とし、新たに自然環境部（２科）を設置
　平成５年３݄　　庁ࣷの૿改築事の成
　平成５年４݄　　自然環境部に自然環境保全科を設置
　平成６年４݄　　環境保全部に化学物質科を設置
　平成９年６݄　　環境生活部の出ઌ機関に機構改正
　　　　　　　　　自然環境部に道東地区野生生物室を設置
　平成10年４݄　　自然環境部に道ೆ地区野生生物室を設置
　平成12年４݄　　総部に環境ＧＩＳ科を設置
　平成12年４݄　　総部をا画総部に名শ変更、環境保全部の化学物質科を廃し、同部に化学物質第一科、化学物質

第二科を設置
　平成13年３݄　　化学物質研究౩のݐ設
　平成13年４݄　　特別研究һ（টへい型）を自然環境部に配置（平成18年３݄まで）
　平成21年４݄　　環境GIS科をا画総部から環境科学部に移管
　平成22年４݄　　道立の試験研究機関から地方ಠ立行法ਓ北海道立総合研究機構に移行し、環境・地質研究本部に「環

境科学研究センター」として設置 
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○広域的な環境問題に係る調査研究
○地球温暖化に係る調査研究

○大気環境保全に係る調査研究
○騒音振動及び悪臭に係る調査研究及び検査

○持続可能な物質収支システムに係る調査研究
○高度な測定技術に係る試験研究

○水環境の保全に係る調査研究
○測定精度管理に係る調査研究

○基盤情報の整備・高度化に係る調査研究
○廃棄物に係る調査研究

○環境GISに係る調査研究
○環境情報の普及・利活用促進及び環境教育等に関する調査研究

○化学物質の動態評価に係る調査研究
○大気発生源に係る調査研究及び検査

○化学物質の計測技術に係る調査研究
○ダイオキシン類及びPCBｓに係る調査研究及び検査

○自然植生の復元、回復等に関する調査及び研究
○希少種の保護及び増殖に関する調査及び研究
○外来種が生態系に及ぼす影響に関する調査及び研究

○自然環境の評価手法に係る調査及び研究
○希少鳥類に係る調査及び研究

○流域環境における環境汚染物質の動態に係る調査及び研究
○流域環境の保全・管理に係る研究及び調査

○野生生物の生態及び保全に係る調査及び研究
○希少種の保護及び増殖に係る調査及び研究
○野生動物個体群の保護管理に係る調査及び研究

○道東地区における野生生物種の生態及び保全に係る調査及び研究
○道東地区における希少種の保護及び増殖に係る調査及び研究
○道東地区における野生動物個体群の保護管理に係る調査及び研究

○道南地区における野生生物種の生態及び保全に係る調査及び研究
○道南地区における希少種の保護及び増殖に係る調査及び研究
○道南地区における野生動物個体群の保護管理に係る調査及び研究

【地球・大気環境Ｇ】 

【情報・水環境Ｇ】 

【化学物質Ｇ】 

【生態系保全Ｇ】 

【保護管理Ｇ】 

道 南 地 区
野生生物室長

主 査
（地球環境）

主 査
（大気環境）

主 査
（循環システム）

主 査
（ 水 環 境 ）

主 査
（基盤情報）

主 査
（環境ＧＩＳ）

主 査
（動態評価）

主 査
（計測技術）

主 査
（植生保全）

主 査
（生息地保全）

主 査
（保護管理）

道 東 地 区
野生生物室長

主 査
（流域環境）

ᶘ　৫ɾ事ঠ
（平成25年４݄１日現ࡏ）
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所 長

副 所 長

環 境 保 全 部 長

（地球・大気環境グループ）

研 究 主 幹

主 査 （ 地 球 環 境 ）

主 査 （ 大 気 環 境 ）

主査（循環システム）

（情報・水環境グループ）

研 究 主 幹

主 査 （ 水 環 境 ）

主 査 （ 基 盤 情 報 ）

主 査 （ 環 境 Ｇ Ｉ Ｓ ）

荒　川　　　剛

片　山　靖　之

髙　橋　英　明

野　口　　　泉

大　塚　英　幸

鈴　木　啓　明

芥　川　智　子

山　口　高　志

濱　原　和　広

三　上　英　敏

阿　賀　裕　英

五十嵐　聖　貴

西　野　修　子

小　野　　　理

丹　羽　　　忍

（化 学 物 質 グ ル ー プ）

研 究 主 幹

主 査（動 態 評 価）

主 査（計 測 技 術）

自 然 環 境 部 長

（生態系保全グループ）

研 究 主 幹

主 査（植 生 保 全）

主 査（生 息 地 保 全）

主 査（流 域 環 境）

（保 護 管 理 グ ル ー プ）

研 究 主 幹

道東地区野生生物室長（兼）

道南地区野生生物室長

秋　山　雅　行

田　原　るり子

姉　崎　克　典

仮　屋　　　遼

永　洞　真一郎

山　口　勝　透

矢　原　　　優

西　川　洋　子

島　村　崇　志

玉　田　克　巳

石　川　　　靖

宇　野　裕　之

稲　富　佳　洋

長　　　雄　一

上  野　真由美

釣　賀　一二三

近　藤　麻　実

環　
　

境　
　

保　
　

全　
　

部
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境　
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部

自　
　

然　
　

環　
　

境　
　

部
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事業֓要

Ⅳ　事業概要（平成24年度）
ʦ１ʧ　֤෦֓ۀࣄཁ

　環境科学研究センターは、本法ਓの「中期計画」及び同
別ࢴの「研究推進߲目」に基づ͖、大気汚染、水質汚濁等
の公害の防止、化学物質による環境汚染、酸性雨温暖化
なͲの地球環境問題、野生動植物の分布・生態ر少種の
保護なͲ、環境に関する総合的な調査研究及び環境に関す
る情報の収集を行ͬているɻ
　また、当センターの技術知見を生かし、道内外からの
研修生のड入れ、ଞ研究機関との研究交流、֤種ҕһ会へ
のࢀ画ߨԋ会へのࢣߨ派遣、情報のఏڙ等を行ͬているɻ
　（「研究推進߲目」（ൈਮ）は、目次ཪにࡌܝɻ）

１　環境อશ෦

　広大な面積と良な環境にܙまれている本道において、
地域環境を保全し道ຽの健康の保護及びշదな生活環境の
確保を図ることがٻめられているɻ
　しかし、環境問題は地域ͩけにとͲまるものではなく、
本道をとりまく周辺環境、日本全体、東アジアさらに地球
規模といͬたより広域的な視点も重要で͋るɻ
　環境保全部は、大気、水質、化学物質、廃棄物なͲ様々
な分野における地域環境の保全生活に密着した環境問題
に取り組んでいるばかりでなく、広域環境汚染地球規模
の環境問題をѲし、ক来にわたͬて良な環境をҡ࣋す
るための調査・研究を進めているɻまた、環境情報のඋ
高度利用に関する調査研究にも取り組んでいるɻ
　地球・大気環境グループは、大気環境、大気発生源、騒音・
ৼ動、ѱषなͲ地域における良な大気環境の保全に関す
る調査研究を進めると同時に、酸性雨問題オゾン等長距
離輸送汚染物質なͲ北海道をとりまく広域的な環境問題、
さらに温暖化なͲ地球規模の環境問題に取り組んでいるɻ
　情報・水環境グループは、海域、河川、湖沼、土壌、さ
らに漁場環境保全土地利用なͲ健全な水環境の保全に関
する調査研究を進めているほか、॥環型ࣾ会の形成推進の
ための廃棄物問題にも取り組んでいるɻまた、リモートセ
ンシング技術ＧＩＳ手法を活用した解析高度利用に関
する調査研究のほか、環境に関する基൫情報のඋ、環境

教育なͲを通しての環境情報のී及・利活用ଅ進にも取り
組んでいるɻ
　化学物質グループは、ダイオキシン類の発生源監視、Ｐ
ＣＢ廃棄物処理事業に係るモニタリングなͲ化学物質の環
境への影響評価低減に向けた調査研究を行ͬているほ
か、残留性有害汚染物質の動態評価生物への積なͲ化
学物質の環境リスクに関する調査研究に取り組んでいるɻ

２　ࣗવ環境෦

　本道は、北方的色࠼のڧい森林湿原、海岸草原なͲ豊
かな自然にܙまれており、そこには、ヒグマエゾシカな
Ͳの大型哺乳類のଞ、タンチョウシマフクロウ、ユウバ
リコザクラヒダカソウといͬたر少種を含む様々な野生
生物が生息・生育しているɻ
　自然環境部では、これら本道の自然環境をক来にわたͬ
てҡ࣋し、北海道固有の生物多様性を保全するため、調査
研究を進めているɻ
　生態系保全グループでは、湿原等自然生態系の機構解明
と保全対策を目的とした調査研究、ر少な野生生物種の生
態解明と生育状況のモニタリング、外来種が生態系に及΅
す影響に関する調査研究、また自然環境の評価手法に関す
る調査研究を行ͬているɻさらに、河川・流域の水環境の
保全に関して、特に湖沼の環境保全を図るため、集水域の
汚濁負荷特性、湖内における物質の॥環特性生態系の構
造特性等の՝題に取り組んでいるɻ
　保護管理グループでは、野生生物の保護管理野生生物
の生態及び保全に関する調査研究、研究成果に基づく技術
支ԉなͲを行ͬているɻ
　特に保護管理については、個体数推定法の開発個体群
特性なͲ個体群動態に関する研究、移動・分散なͲ野生動
物の行動に関する研究、科学的知見に基づく被害管理及び
生息地管理に関する調査研究なͲについて、ܧଓ的に取り
組んでいるɻ
  道東地区野生生物室では、道東地域のエゾシカを中৺と
した野生生物の生態、保全及び保護管理なͲの調査研究を
実ࢪしているɻ
　道ೆ地区野生生物室では、道ೆ地域のヒグマを中৺とし
た野生生物の生態、保全及び保護管理なͲの調査研究を実
しているɻࢪ

ʦ２ʧ　ۀࣄผ֓ཁ
１　ઓུ研究
　　֘当なし
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（1） 森林管理と連携し
たエゾシカの個体数
管理手法に関する研
究 

  

（2） 環境利用情報を活
用した遺伝子マー
カーによる個体識別
を用いたヒグマ生息
密度推定法の開発

（3） 野生鳥類由来感染
症の伝播リスク評価
及び対策手法の開発

林業試験場
酪農学園大学

林業試験場
国立環境研究所
横浜国立大学

畜産試験場
根釧農業試験場
酪農学園大学
北海道大学

１　研究総括及び森林におけるエゾシカ相対密度把握手法の
開発：ライントランセクト法及び自動撮影法を用いて、管
理の単位となる森林スケールのエゾシカの密度推定
２　天然林稚幼樹及び林床植物に対する被害モニタリング手
法の確立：天然更新木及び林床植物のエゾシカによる影響
の指標化を行い、被害把握手法を確立
３　森林資源データを活用したエゾシカ捕獲適地の抽出手法
の開発：森林資源データや食肉処理施設の立地情報、エゾ
シカ生息密度や森林被害情報等を用いて捕獲適地の抽出手
法を開発
４　効果的な捕獲技術の開発：既存の捕獲法の検証及び移設
可能な簡易捕獲ワナ等を用いた効果的な捕獲技術の開発に
取り組む　＊センターは１，２，４を分担（一部は関係機
関で実施）
（保護管理Ｇ）

１　ヒグマ体毛の採取と個体識別：個体群に関する情報の蓄
積のある渡島半島松前半島地域に調査地域を設定し，被毛
採取とマイクロサテライト遺伝子分析による個体識別を実
施
２　空間明示型モデルによる個体数推定と被毛採取場所の配
置検討
３　環境条件が生息密度推定に与える影響の検討
４　新たなヒグマ個体数推定空間明示型モデルの開発に取り
組む　＊センターは１，２，３，４を分担（一部は関係機
関で実施）
（保護管理Ｇ）

１　ＧＩＳ等による野生鳥類の生息状況の把握及び病原体伝
播リスク評価手法の開発として、（1）野生鳥類の生息状況
の把握と試料採取、（2）野生鳥類（渡り鳥・留鳥）の病原
体保有実態調査、（3）病原体伝播リスク評価手法の確立
２　野生鳥類による病原体感染予防・拡大抑制のための技術
開発として、（1）遺伝子解析及び電子カルテシステムを活
用した迅速診断手法の検討、（2）畜舎への野生鳥類侵入防
止技術の開発、（3）野生鳥類-畜産防疫マニュアルの作成
に取り組む　 ＊センターは、１の（1）、（3）及び２の（3）
を担当

（保護管理Ｇ）

研究課題名  

２　重点研究 

３　経常研究

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先 

（1） 騒音測定手法に関
する研究

１）航空機騒音（新評価法：Lden)に関するデータの収集解析、検討及び検証。
２）環境基準の改正が検討されている在来鉄道騒音に関して、マニュアルに対応したデータの
収集・解析、検討及び検証。

（地球・大気環境Ｇ）

（2） 摩周湖における大
気沈着成分の定量的
把握と植物影響の検
討

　摩周湖において霧水を捕集し,含まれる大気汚染物質濃度を測定する。またそれによる植生へ
の影響の検討を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容

（3） 市町村単位の二酸
化炭素排出量の把握
及び推定精度向上手
法に関する研究

・現推定手法による市町村別CO2排出量ＤＢ作成
　道環境局と連携し、道内全市町村の排出量推定に必要な各種統計量等を収集・整理するとと
もに、継続的・効率的にデータを把握できるシステムを検討・設計した。
・推定精度向上手法の研究
 現状の国のマニュアルで使用する原単位を、他の統計量等による排出量推定結果と比較・検討
し、原単位から生じる誤差を推定し、補正による推定精度の向上を図った。

（情報・水環境Ｇ）

（4） PM2.5 発生源寄与
評価及び地域特性に
関する研究

　都市域（札幌市、室蘭市、旭川市、釧路市）及び清浄地域（利尻島、根室市落石、江差町）
において、粒径が2.5μm以下の粒子状物質（PM2.5）を中心とした大気質の長期モニタリングを
継続実施し、水溶性成分、金属成分等の濃度レベルや季節変動、地域特性等を把握した。ま
た、ＰＭＦ法による発生源寄与解析を試みた。

　（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ）

（5） 北海道内の有機フ
ッ素化合物の環境汚
染実態と排出源に関
する調査研究

　道内工業地域周辺の河川水やバックグラウンド地域における積雪試料中の有機フッ素化合物
の濃度を調査し、北海道内での分布を確認した。

（化学物質Ｇ）

（6） 糞便汚染指標物質
を用いた水質汚染起
源の推定法に関する
研究

家畜及びエゾシカの糞便中に含まれるステロール類の濃度測定を行った。
（化学物質Ｇ）

（7） 北海道周辺海域に
来遊するトドにおけ
るポリ塩化ビフェニ
ル及びダイオキシン
類の詳細な汚染実態
解明に関する研究

・試料（トドの皮下脂肪、肝臓、胎子など）の測定分析
・来遊海域、年令、雌雄、母子間等におけるデータ解析
・餌試料（棲息海域の魚介類）の測定分析による生物濃縮に関する調査

（化学物質Ｇ）

（8） セイヨウオオマル
ハナバチの侵入に伴
う海岸生態系への影
響に関する研究

１　マルハナバチ類の利用植物の開花量と訪花頻度を把握し、花資源をめぐるセイヨウオオマ
ルハナバチと在来マルハナバチとの競争関係を解析した。

２　マルハナバチ類が利用する主要な海浜植物の結実率を調査し、セイヨウオオマルハナバチ
の増加に伴う種子繁殖への影響を評価した。

（生態系保全Ｇ）

（9） 自動録音装置を用
いた鳥類のモニタリ
ング手法の検討

１　鳥類のモニタリングに適した録音装置の選定行った。
２　鳥の活動時間に合わせた、効率のよいモニタリング手法を検討した。
３　複数地点における鳥類の活動周期の季節変化等の比較を行う。

（生態系保全Ｇ）

（10）  地域環境を反映
した環境センサーと
して湖沼環境評価と
データベースの開発

１　過去に「北海道の湖沼」で調査した湖沼の水環境の再調査を実施した。
２　湖沼で採集した動植物プランクトンの種と量を把握した。
３　底質等におけるδ13Cやδ15Nを測定し、同位体環境からみた人為影響を検討した。
４　調査対象湖沼の流域の土地利用の変化についてデータベースを作成した。

（生態系保全Ｇ）

（11）  騒音・振動悪臭
対策調査

ア　航空機騒音環境調査
　　道内の主な飛行場・空港周辺における航空機騒音に係る環境基準の達成状況を把握するた
め、函館空港、釧路空港において航空機騒音調査を実施した。

イ　悪臭実態調査
  事業場から発生する臭気について調査を行い、臭気指数基準策定業務に関する基礎資料とす
るとともに、調査対象事業場を所管する市及び振興局職員の臭気業務に係る資質向上を目的
として、三笠市の養豚場を対象に調査を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

研究課題名  課　　　　題　　　　内　　　　容 
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事業֓要

（1） 森林管理と連携し
たエゾシカの個体数
管理手法に関する研
究 

  

（2） 環境利用情報を活
用した遺伝子マー
カーによる個体識別
を用いたヒグマ生息
密度推定法の開発

（3） 野生鳥類由来感染
症の伝播リスク評価
及び対策手法の開発

林業試験場
酪農学園大学

林業試験場
国立環境研究所
横浜国立大学

畜産試験場
根釧農業試験場
酪農学園大学
北海道大学

１　研究総括及び森林におけるエゾシカ相対密度把握手法の
開発：ライントランセクト法及び自動撮影法を用いて、管
理の単位となる森林スケールのエゾシカの密度推定
２　天然林稚幼樹及び林床植物に対する被害モニタリング手
法の確立：天然更新木及び林床植物のエゾシカによる影響
の指標化を行い、被害把握手法を確立
３　森林資源データを活用したエゾシカ捕獲適地の抽出手法
の開発：森林資源データや食肉処理施設の立地情報、エゾ
シカ生息密度や森林被害情報等を用いて捕獲適地の抽出手
法を開発
４　効果的な捕獲技術の開発：既存の捕獲法の検証及び移設
可能な簡易捕獲ワナ等を用いた効果的な捕獲技術の開発に
取り組む　＊センターは１，２，４を分担（一部は関係機
関で実施）
（保護管理Ｇ）

１　ヒグマ体毛の採取と個体識別：個体群に関する情報の蓄
積のある渡島半島松前半島地域に調査地域を設定し，被毛
採取とマイクロサテライト遺伝子分析による個体識別を実
施
２　空間明示型モデルによる個体数推定と被毛採取場所の配
置検討
３　環境条件が生息密度推定に与える影響の検討
４　新たなヒグマ個体数推定空間明示型モデルの開発に取り
組む　＊センターは１，２，３，４を分担（一部は関係機
関で実施）
（保護管理Ｇ）

１　ＧＩＳ等による野生鳥類の生息状況の把握及び病原体伝
播リスク評価手法の開発として、（1）野生鳥類の生息状況
の把握と試料採取、（2）野生鳥類（渡り鳥・留鳥）の病原
体保有実態調査、（3）病原体伝播リスク評価手法の確立
２　野生鳥類による病原体感染予防・拡大抑制のための技術
開発として、（1）遺伝子解析及び電子カルテシステムを活
用した迅速診断手法の検討、（2）畜舎への野生鳥類侵入防
止技術の開発、（3）野生鳥類-畜産防疫マニュアルの作成
に取り組む　 ＊センターは、１の（1）、（3）及び２の（3）
を担当

（保護管理Ｇ）

研究課題名  

２　重点研究 

３　経常研究

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先 

（1） 騒音測定手法に関
する研究

１）航空機騒音（新評価法：Lden)に関するデータの収集解析、検討及び検証。
２）環境基準の改正が検討されている在来鉄道騒音に関して、マニュアルに対応したデータの
収集・解析、検討及び検証。

（地球・大気環境Ｇ）

（2） 摩周湖における大
気沈着成分の定量的
把握と植物影響の検
討

　摩周湖において霧水を捕集し,含まれる大気汚染物質濃度を測定する。またそれによる植生へ
の影響の検討を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容

（3） 市町村単位の二酸
化炭素排出量の把握
及び推定精度向上手
法に関する研究

・現推定手法による市町村別CO2排出量ＤＢ作成
　道環境局と連携し、道内全市町村の排出量推定に必要な各種統計量等を収集・整理するとと
もに、継続的・効率的にデータを把握できるシステムを検討・設計した。
・推定精度向上手法の研究
 現状の国のマニュアルで使用する原単位を、他の統計量等による排出量推定結果と比較・検討
し、原単位から生じる誤差を推定し、補正による推定精度の向上を図った。

（情報・水環境Ｇ）

（4） PM2.5 発生源寄与
評価及び地域特性に
関する研究

　都市域（札幌市、室蘭市、旭川市、釧路市）及び清浄地域（利尻島、根室市落石、江差町）
において、粒径が2.5μm以下の粒子状物質（PM2.5）を中心とした大気質の長期モニタリングを
継続実施し、水溶性成分、金属成分等の濃度レベルや季節変動、地域特性等を把握した。ま
た、ＰＭＦ法による発生源寄与解析を試みた。

　（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ）

（5） 北海道内の有機フ
ッ素化合物の環境汚
染実態と排出源に関
する調査研究

　道内工業地域周辺の河川水やバックグラウンド地域における積雪試料中の有機フッ素化合物
の濃度を調査し、北海道内での分布を確認した。

（化学物質Ｇ）

（6） 糞便汚染指標物質
を用いた水質汚染起
源の推定法に関する
研究

家畜及びエゾシカの糞便中に含まれるステロール類の濃度測定を行った。
（化学物質Ｇ）

（7） 北海道周辺海域に
来遊するトドにおけ
るポリ塩化ビフェニ
ル及びダイオキシン
類の詳細な汚染実態
解明に関する研究

・試料（トドの皮下脂肪、肝臓、胎子など）の測定分析
・来遊海域、年令、雌雄、母子間等におけるデータ解析
・餌試料（棲息海域の魚介類）の測定分析による生物濃縮に関する調査

（化学物質Ｇ）

（8） セイヨウオオマル
ハナバチの侵入に伴
う海岸生態系への影
響に関する研究

１　マルハナバチ類の利用植物の開花量と訪花頻度を把握し、花資源をめぐるセイヨウオオマ
ルハナバチと在来マルハナバチとの競争関係を解析した。

２　マルハナバチ類が利用する主要な海浜植物の結実率を調査し、セイヨウオオマルハナバチ
の増加に伴う種子繁殖への影響を評価した。

（生態系保全Ｇ）

（9） 自動録音装置を用
いた鳥類のモニタリ
ング手法の検討

１　鳥類のモニタリングに適した録音装置の選定行った。
２　鳥の活動時間に合わせた、効率のよいモニタリング手法を検討した。
３　複数地点における鳥類の活動周期の季節変化等の比較を行う。

（生態系保全Ｇ）

（10）  地域環境を反映
した環境センサーと
して湖沼環境評価と
データベースの開発

１　過去に「北海道の湖沼」で調査した湖沼の水環境の再調査を実施した。
２　湖沼で採集した動植物プランクトンの種と量を把握した。
３　底質等におけるδ13Cやδ15Nを測定し、同位体環境からみた人為影響を検討した。
４　調査対象湖沼の流域の土地利用の変化についてデータベースを作成した。

（生態系保全Ｇ）

（11）  騒音・振動悪臭
対策調査

ア　航空機騒音環境調査
　　道内の主な飛行場・空港周辺における航空機騒音に係る環境基準の達成状況を把握するた
め、函館空港、釧路空港において航空機騒音調査を実施した。

イ　悪臭実態調査
  事業場から発生する臭気について調査を行い、臭気指数基準策定業務に関する基礎資料とす
るとともに、調査対象事業場を所管する市及び振興局職員の臭気業務に係る資質向上を目的
として、三笠市の養豚場を対象に調査を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

研究課題名  課　　　　題　　　　内　　　　容 
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（1） 有害大気汚染物質

モニタリング調査

（長期モニタリング）

　千歳市内の２地点（住居地域及び幹線道路端）において年12回（24時間採取）、有害大気汚染

物質の中でも優先的に取り組むべき物質に指定された23物質のうち、ＶＯＣ（11）、アルデヒド

類（2）、酸化エチレン、金属（5）、水銀及びベンゾ（a）ピレンの21物質についてモニタリング

を行った。さらに他の有害大気汚染物質（ＶＯＣ、金属類）８物質について実施した。

（地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）

（2） 指定物質排出施設

規制指導

　室蘭市において、コークス炉を対象施設として施設周辺地域５地点で年４回ベンゼンの調査

を行った。

（地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）

（3） 発生源監視（ばい

煙発生施設等立入検

査）

　大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設に対する立入検査（SOx、NOx、HCl、ダスト、

VOC）を12振興局26施設について行った。

（地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）

（4） 国設大気測定所の

管理運営

　国設札幌大気汚染測定所の維持管理を行った。

　ア　以下の自動測定器の保守、点検及びデータの確定を行った。

　　　SO2、NO、NO2、CO、Ox、SPM、HC、気象、PM2.5

　イ　酸性雨関連の調査として、国設札幌大気汚染測定所で自動採取した湿性降下物の成分分

析を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

（5） 国設利尻酸性雨離

島局の管理運営

　国設利尻酸性雨離島局（利尻町）において、SO2、NOX、O3、PM10、PM2.5、気象の各自動

測定機及び酸性雨自動採取分析装置の維持管理を行った。また、自動採取した湿性降下物及び

フィルターパックによる乾性沈着物の成分分析を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

（6） 航空機騒音状況調

査委託業務

航空機騒音測定・評価マニュアルに基づき航空機騒音測定調査を実施

（１）調査地点

　・中標津空港～２地点、１回（７日間）

　・滝川スカイパーク～２地点、１回（14日間）

　・砂川ヘリポート～２地点、１回（飛行時）

（２）調査項目

　騒音に関するデータ（単発騒音暴露レベル、最大騒音レベル、準定常騒音、継続時間、観

測時刻など）を収集し、航空機騒音新評価法により騒音評価を実施するとともにマニュアル

の検証を実施した。

（地球・大気環境Ｇ）

（7） 鉄道騒音測定調査 　騒音の実態把握が十分でない在来鉄道騒音について、「在来鉄道騒音測定マニュアル」に示さ

れている測定方法に従って測定調査を行うことにより、在来鉄道騒音の実態把握のためのデー

タを収集するとともに、測定方法に関する課題等を検討した。

調査地点

・函館本線、根室本線、千歳線

（地球・大気環境Ｇ）

研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容

（22） エゾシカ総合対

策事業（捕獲状況調

査）

　鳥獣保護法の規定によるエゾシカ保護管理計画（第４期平成24年３月）に基づき、エゾシカ

の個体数を適正に管理するため、狩猟統計を用いて狩猟努力量当りの捕獲数及び目撃数の解析

を行った。

　また、妊娠率や幼獣の加入率などの個体群パラメータの検討を行った。

（保護管理Ｇ）

（23） エゾシカ総合対

策事業（次世代エゾ

シカマネジメントシ

ステム）

　鳥獣保護法の規定によるエゾシカ保護管理計画（第３期平成20年３月）に基づき、エゾシカ

の個体数を適正に管理するため、効果的な捕獲方法及び保護管理体制の検討を行った。

（保護管理Ｇ）

４　道受託研究

研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容

（12） 地球環境問題調
査

ア　温室効果ガス等環境調査
　　フロン類等温室効果ガスを含むＶＯＣｓの都市域及びバックグラウンドにおける濃度を把
握するため、札幌市、根室市落石岬で調査を行った。

イ　酸性雨陸水影響調査
　　酸性雨による陸水の影響を継続的に把握するため、コックリ湖（蘭越町）において水質モ
ニタリング調査を行った。

（地球・大気環境Ｇ、情報・水環境Ｇ）

（13） 湿原生態系保全対
策推進事業（湿原植
生広域モニタリング）

　ラムサール条約登録湿地等を主たる対象として、衛星画像等を利用して植生変化を抽出する
手法を検討するとともに、モニタリングによる評価を行った。

（情報・水環境Ｇ）

（14） 保全方策強化推
進調査

「北海道自然環境保全指針」で抽出した「すぐれた自然地域」の中で、自然環境関係の法令に
基づく指定行われていない地域のうち、自然公園等の指定など、保全方策の強化を図ることを
目的に、地域指定のための自然環境等補足調査を実施した。

（生態系保全Ｇ）

（15） 湿原生態系保全
対策推進事業（湿原
植生定期モニタリン
グ）

　湿原生態系の変化を早期に把握し、適切な保全対策を講ずるため、道が湿原保全プランを策
定した４湿原のうち、釧路湿原、サロベツ湿原群について、定点調査区における植生の定期モ
ニタリング（定点観測）を実施した。

（生態系保全Ｇ）

（16） 野生動物分布等
実態調査（ヒグマ広
域痕跡調査）

　野生動物（ヒグマ）の適正な保護管理を進めるうえで必要とされる科学的な基礎情報を得る
ため、分布、生態、個体数等の生息実態に関する調査を行い、全道域でヒグマ痕跡をモニタリ
ングし、地域ごとの個体数動向の基礎資料とした。

（生態系保全Ｇ）

（17） 野生動物分布等
実態調査（ヒグマ個
体群動態調査）

　野生動物（ヒグマ）の適正な保護管理を進めるうえで必要とされる科学的な基礎情報を得る
ため、分布、生態、個体数等の生息実態に関する調査を行い、有害駆除等の際の回収試料の生
物学的分析によって、各種個体群パラメータ及び人間活動との軋轢の実態について監視した。

（生態系保全Ｇ）

（18） 渡島半島ヒグマ
対策推進事業ヒグマ
モニタリング調査
（出没被害状況調査）

１　個体特定調査：採取した体毛から個体の特定を行い、生息動向の把握に資するほか、出没
あるいは被害発生現場に残された痕跡などから遺伝子の分析を行うことによって出没個体の
特定を行った。

２　総捕獲頭数管理：人材育成捕獲の捕獲現場において捕獲状況を確認するとともに、捕獲さ
れた個体から試料を採取し、繁殖状況や栄養状態に関する調査を実施。

（保護管理Ｇ）

（19） 渡島半島ヒグマ対
策推進事業ヒグマモ
ニタリング調査（個体
群動態関連調査）

　ヒグマによる人身事故の防止、農作物等被害の予防とヒグマの地域個体群の存続を目的とし
て、重点地域である渡島半島地における取組みを進める際に必要な項目のうち、特に個体群の
動向に関わるモニタリングを実施した。

（保護管理Ｇ）

（20） エゾシカ総合対策
事業（生息環境調査）

　鳥獣保護法の規定によるエゾシカ保護管理計画（第４期平成24年３月）に基づき、エゾシカ
の個体数を適正に管理するため、環境収容力及び植生に及ぼす影響を調査した。

（保護管理Ｇ）

（21） エゾシカ総合対
策事業（個体数指数 
調査）

　鳥獣保護法の規定によるエゾシカ保護管理計画（第４期平成24年３月）に基づき、エゾシカ
の個体数を適正に管理し、被害の軽減を図るため、個体数の動向把握及び個体数推定を目的と
した個体数指数の調査研究を行った。ライトセンサス調査、航空機調査はカウント調査により
頭数及び群れ構成の把握等を行った。また、JR列車事故の解析手法の検討は、北海道旅客鉄道
株式会社の協力を得て行い、地域及び時期別の列車支障件数の解析を行い事故抑制策の検討を
行った。

（保護管理Ｇ）

研究課題名  課　　　　題　　　　内　　　　容 
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事業֓要

（1） 有害大気汚染物質

モニタリング調査

（長期モニタリング）

　千歳市内の２地点（住居地域及び幹線道路端）において年12回（24時間採取）、有害大気汚染

物質の中でも優先的に取り組むべき物質に指定された23物質のうち、ＶＯＣ（11）、アルデヒド

類（2）、酸化エチレン、金属（5）、水銀及びベンゾ（a）ピレンの21物質についてモニタリング

を行った。さらに他の有害大気汚染物質（ＶＯＣ、金属類）８物質について実施した。

（地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）

（2） 指定物質排出施設

規制指導

　室蘭市において、コークス炉を対象施設として施設周辺地域５地点で年４回ベンゼンの調査

を行った。

（地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）

（3） 発生源監視（ばい

煙発生施設等立入検

査）

　大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設に対する立入検査（SOx、NOx、HCl、ダスト、

VOC）を12振興局26施設について行った。

（地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）

（4） 国設大気測定所の

管理運営

　国設札幌大気汚染測定所の維持管理を行った。

　ア　以下の自動測定器の保守、点検及びデータの確定を行った。

　　　SO2、NO、NO2、CO、Ox、SPM、HC、気象、PM2.5

　イ　酸性雨関連の調査として、国設札幌大気汚染測定所で自動採取した湿性降下物の成分分

析を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

（5） 国設利尻酸性雨離

島局の管理運営

　国設利尻酸性雨離島局（利尻町）において、SO2、NOX、O3、PM10、PM2.5、気象の各自動

測定機及び酸性雨自動採取分析装置の維持管理を行った。また、自動採取した湿性降下物及び

フィルターパックによる乾性沈着物の成分分析を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

（6） 航空機騒音状況調

査委託業務

航空機騒音測定・評価マニュアルに基づき航空機騒音測定調査を実施

（１）調査地点

　・中標津空港～２地点、１回（７日間）

　・滝川スカイパーク～２地点、１回（14日間）

　・砂川ヘリポート～２地点、１回（飛行時）

（２）調査項目

　騒音に関するデータ（単発騒音暴露レベル、最大騒音レベル、準定常騒音、継続時間、観

測時刻など）を収集し、航空機騒音新評価法により騒音評価を実施するとともにマニュアル

の検証を実施した。

（地球・大気環境Ｇ）

（7） 鉄道騒音測定調査 　騒音の実態把握が十分でない在来鉄道騒音について、「在来鉄道騒音測定マニュアル」に示さ

れている測定方法に従って測定調査を行うことにより、在来鉄道騒音の実態把握のためのデー

タを収集するとともに、測定方法に関する課題等を検討した。

調査地点

・函館本線、根室本線、千歳線

（地球・大気環境Ｇ）

研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容

（22） エゾシカ総合対

策事業（捕獲状況調

査）

　鳥獣保護法の規定によるエゾシカ保護管理計画（第４期平成24年３月）に基づき、エゾシカ

の個体数を適正に管理するため、狩猟統計を用いて狩猟努力量当りの捕獲数及び目撃数の解析

を行った。

　また、妊娠率や幼獣の加入率などの個体群パラメータの検討を行った。

（保護管理Ｇ）

（23） エゾシカ総合対

策事業（次世代エゾ

シカマネジメントシ

ステム）

　鳥獣保護法の規定によるエゾシカ保護管理計画（第３期平成20年３月）に基づき、エゾシカ

の個体数を適正に管理するため、効果的な捕獲方法及び保護管理体制の検討を行った。

（保護管理Ｇ）

４　道受託研究

研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容

（12） 地球環境問題調
査

ア　温室効果ガス等環境調査
　　フロン類等温室効果ガスを含むＶＯＣｓの都市域及びバックグラウンドにおける濃度を把
握するため、札幌市、根室市落石岬で調査を行った。

イ　酸性雨陸水影響調査
　　酸性雨による陸水の影響を継続的に把握するため、コックリ湖（蘭越町）において水質モ
ニタリング調査を行った。

（地球・大気環境Ｇ、情報・水環境Ｇ）

（13） 湿原生態系保全対
策推進事業（湿原植
生広域モニタリング）

　ラムサール条約登録湿地等を主たる対象として、衛星画像等を利用して植生変化を抽出する
手法を検討するとともに、モニタリングによる評価を行った。

（情報・水環境Ｇ）

（14） 保全方策強化推
進調査

「北海道自然環境保全指針」で抽出した「すぐれた自然地域」の中で、自然環境関係の法令に
基づく指定行われていない地域のうち、自然公園等の指定など、保全方策の強化を図ることを
目的に、地域指定のための自然環境等補足調査を実施した。

（生態系保全Ｇ）

（15） 湿原生態系保全
対策推進事業（湿原
植生定期モニタリン
グ）

　湿原生態系の変化を早期に把握し、適切な保全対策を講ずるため、道が湿原保全プランを策
定した４湿原のうち、釧路湿原、サロベツ湿原群について、定点調査区における植生の定期モ
ニタリング（定点観測）を実施した。

（生態系保全Ｇ）

（16） 野生動物分布等
実態調査（ヒグマ広
域痕跡調査）

　野生動物（ヒグマ）の適正な保護管理を進めるうえで必要とされる科学的な基礎情報を得る
ため、分布、生態、個体数等の生息実態に関する調査を行い、全道域でヒグマ痕跡をモニタリ
ングし、地域ごとの個体数動向の基礎資料とした。

（生態系保全Ｇ）

（17） 野生動物分布等
実態調査（ヒグマ個
体群動態調査）

　野生動物（ヒグマ）の適正な保護管理を進めるうえで必要とされる科学的な基礎情報を得る
ため、分布、生態、個体数等の生息実態に関する調査を行い、有害駆除等の際の回収試料の生
物学的分析によって、各種個体群パラメータ及び人間活動との軋轢の実態について監視した。

（生態系保全Ｇ）

（18） 渡島半島ヒグマ
対策推進事業ヒグマ
モニタリング調査
（出没被害状況調査）

１　個体特定調査：採取した体毛から個体の特定を行い、生息動向の把握に資するほか、出没
あるいは被害発生現場に残された痕跡などから遺伝子の分析を行うことによって出没個体の
特定を行った。

２　総捕獲頭数管理：人材育成捕獲の捕獲現場において捕獲状況を確認するとともに、捕獲さ
れた個体から試料を採取し、繁殖状況や栄養状態に関する調査を実施。

（保護管理Ｇ）

（19） 渡島半島ヒグマ対
策推進事業ヒグマモ
ニタリング調査（個体
群動態関連調査）

　ヒグマによる人身事故の防止、農作物等被害の予防とヒグマの地域個体群の存続を目的とし
て、重点地域である渡島半島地における取組みを進める際に必要な項目のうち、特に個体群の
動向に関わるモニタリングを実施した。

（保護管理Ｇ）

（20） エゾシカ総合対策
事業（生息環境調査）

　鳥獣保護法の規定によるエゾシカ保護管理計画（第４期平成24年３月）に基づき、エゾシカ
の個体数を適正に管理するため、環境収容力及び植生に及ぼす影響を調査した。

（保護管理Ｇ）

（21） エゾシカ総合対
策事業（個体数指数 
調査）

　鳥獣保護法の規定によるエゾシカ保護管理計画（第４期平成24年３月）に基づき、エゾシカ
の個体数を適正に管理し、被害の軽減を図るため、個体数の動向把握及び個体数推定を目的と
した個体数指数の調査研究を行った。ライトセンサス調査、航空機調査はカウント調査により
頭数及び群れ構成の把握等を行った。また、JR列車事故の解析手法の検討は、北海道旅客鉄道
株式会社の協力を得て行い、地域及び時期別の列車支障件数の解析を行い事故抑制策の検討を
行った。

（保護管理Ｇ）

研究課題名  課　　　　題　　　　内　　　　容 
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研究課題名

６　公募型研究

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（財）日本環境衛生センター

アジア大気汚染研究センター

（2） オゾンによる植物

影響のパイロットモ

ニタリングの実施

 東アジア域では、大気への窒素酸化物の放出が顕著に増加

し、大気中の光化学過程で生成される対流圏オゾン濃度が上

昇傾向にある。オゾンは植物に対する毒性があり、農作物の

減収や森林衰退などの影響が懸念されるようになっている。

これに伴い、山岳･森林地域へのオゾンによる影響を評価す

るためのモニタリング手法を確立するための調査研究が急務

となっている。本研究では，山岳地域である摩周湖外輪山に

おいてオゾン自動測定器を設置し、植物成長期におけるオゾ

ン濃度や植物の生育状況等に関する情報を取得した。これら

の実施経験をもとに、山岳･森林地域へのオゾンによる影響

を評価するためのモニタリング手法の検討を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

（3） 摩周湖周辺におけ

る樹木衰退状況に関

する調査研究

　摩周湖における大気汚染物質の把握とそれらによる植物の

影響を調査した。調査項目は、酸性ガス状物質とその二次生

成粒子状物質である。摩周湖周辺の主要樹種のダケカンバに

ついて、衰退などの影響があると思われる地域について、リ

モートセンシングなどを用いて影響範囲の把握を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

弟子屈町

（4） サロマ湖漁場環境

保全調査

 サロマ湖において漁場環境保全のための各種調査を関係機

関と連携して実施した。当所は、水質、底質調査を担当した。

（情報・水環境Ｇ）

地質研究所

栽培漁業振興公社

（5） 絶縁油中のPCB

分析における分析手

法の検討

　絶縁油中のPCB分析において、公定法と比較してより簡便

で精度の高い前処理法や機器分析法について検討し、PCB分

析業務への適用性を検証した。

  （化学物質Ｇ）

室蘭環境プラントサービス㈱

（6） 苫前町海浜植物モ

ニタリング調査

　苫前町において、ハマボウフウの資源保全のため、地域住

民とともに海浜環境復元に向けた海浜植物の生育状況や生態

等を把握する調査を行った。

（生態系保全Ｇ）

苫前町ハマボウフウ研究会

（7） 札幌市内に出没す

るヒグマに関する研

究

　札幌市内に出没するヒグマの個体から得られた体毛などの

ＤＮＡ解析を行い、ヒグマの防除対策に活用するとともに、

ヒグマの教育普及に活用する。

（生態系保全Ｇ、保護管理Ｇ）

札幌市円山動物園

札幌市

NPO法人EnVision環境保全事務

所

（1） 全国の環境研究機

関の有機的連携によ

る PM2.5 汚染の実

態解明と発生源寄与

評価

・環境調査地点：遠隔地（利尻）、都市域（札幌）

　都市域６時間、遠隔地12時間程度の短い時間分解能で試料

を採取、季節別集中観測

・成分分析：金属、イオン、炭素、PAHｓなど

・発生源調査：灯油暖房などの暖房設備

・発生源寄与割合推定：CMB法、PMF法

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ）

（2）森林施業と組み合

わせたエゾシカの効

率的捕獲方法の確立

　森林の管理と一体的にエゾシカの生息地・個体数管理を進

めるため、森林施業地や施業に伴う林道除雪を活用した効率

的な捕獲手法を開発する。

（保護管理Ｇ）

㈱野生動物保護管理事務所

酪農学園大学

北海道水産林務部

道総研林業試験場

（9） 環境基準未達成原
因解明調査（止別川）

　止別川において流域の水質調査・負荷量調査を実施し、環境基準未達成の原因解明を行った。
（情報・水環境Ｇ）

（8） 環境基準未達成原
因解明調査（阿寒湖）

　阿寒湖において流域及び湖内の水質調査を実施し、環境基準未達成の原因解明を行った。
（情報・水環境Ｇ）

（10） 水質測定業務の
民間委託による精度
管理

　公共用水域等の水質分析の民間委託に伴い、分析委託機関に対し査察や標準物質（模擬試
料）の定量結果比較等により精度管理を実施した。

（情報・水環境Ｇ）

（11） クローズド型最終
処分場侵出液水質調
査

　設置数増加が予想されるクローズド型最終処分場に関し、設置に係る審査事務や、今後の管
理運営に資するため、埋立物、散水条件、浸出液の水質等との関連を調査した。

（地球・大気環境Ｇ、情報・水環境Ｇ）

（12） ダイオキシン類対
策調査

ア　ダイオキシン類対策特別措置法に基づく立入検査
　　排ガス、燃え殻、ばいじん：11振興局16施設について実施した。
　　排水：３振興局３施設について実施した。
イ　民間委託先とのクロスチェック分析

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ、情報・水環境Ｇ）

（13） 化学物質環境実
態調査

　今日の化学物質による環境問題に取り組むに当たり、大気・水・土壌等の複数の環境媒体を
経由した多数の化学物質ついて長期間にわたる暴露量を把握するため、次の調査を実施した。
ア　分析法開発調査

水質試料中のジカリウム=ピペラジン－1, 4－ビス（カルボジチオアート）の分析法開発を
行った。

イ　初期・詳細環境調査
石狩川水質試料中の17β－ヒドロキシエストラ－4, 9, 11－トリエン－3－オンほか８物質、
石狩川及び苫小牧港底質試料のそれぞ２物質、札幌市内大気試料中の６物質について調査
を行った。

ウ　モニタリング調査
石狩川、十勝川の水質・底質、天塩川、苫小牧港の底質、釧路市内の大気及び釧路沖、日
本海沖の魚を対象にＰＣＢ・ＰＯＰｓ等12物質群について調査を行った。

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）

（14） 北海道ＰＣＢ廃棄
物処理事業に係る環
境モニタリング

ＰＣＢ廃棄物処理施設（室蘭市）の運用に伴う環境影響調査として、施設排気（７系統２
回）、施設排水（１系統２回）、周辺海水（２地点２回）、周辺海域底質（１地点１回）、周辺環
境大気（月別調査を１地点12回、季節別調査を５地点４回）の測定を行った。

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ、情報・水環境Ｇ）

（15） 北海道希少野生
動植物調査委託業務

「北海道希少野生動植物の保護に関する条例」（H.13）に基づき、道内に生育する絶滅のお
それのある野生植物の保護対策の推進に資するため、指定植物の生育状況モニタリング調査
（指定植物21種）を行った。                  
　また、希少植物の保全の基礎資料にするため、森林性ラン科植物について繁殖特性等の生態
調査を行った。  

　（生態系保全Ｇ）

研究課題名

５　一般共同研究

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（1） 多種多様な発生源
向け光散乱式ダスト
濃度計の開発

　通常のダスト濃度計では測定できない白濁排ガスにおいて
もダスト濃度の連続測定が可能な多種多様な発生源向け光散
乱式ダスト濃度計を開発し、その試作機ついて実証試験を実
施した。実工場（２施設）の白濁排ガスを対象に実証試験を
行い、公定法との比較や耐久性の検証、実用化に向けての課
題などを検討した。

（地球・大気環境Ｇ）

㈱田中電気研究所
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事業֓要

研究課題名

６　公募型研究

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（財）日本環境衛生センター

アジア大気汚染研究センター

（2） オゾンによる植物

影響のパイロットモ

ニタリングの実施

 東アジア域では、大気への窒素酸化物の放出が顕著に増加

し、大気中の光化学過程で生成される対流圏オゾン濃度が上

昇傾向にある。オゾンは植物に対する毒性があり、農作物の

減収や森林衰退などの影響が懸念されるようになっている。

これに伴い、山岳･森林地域へのオゾンによる影響を評価す

るためのモニタリング手法を確立するための調査研究が急務

となっている。本研究では，山岳地域である摩周湖外輪山に

おいてオゾン自動測定器を設置し、植物成長期におけるオゾ

ン濃度や植物の生育状況等に関する情報を取得した。これら

の実施経験をもとに、山岳･森林地域へのオゾンによる影響

を評価するためのモニタリング手法の検討を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

（3） 摩周湖周辺におけ

る樹木衰退状況に関

する調査研究

　摩周湖における大気汚染物質の把握とそれらによる植物の

影響を調査した。調査項目は、酸性ガス状物質とその二次生

成粒子状物質である。摩周湖周辺の主要樹種のダケカンバに

ついて、衰退などの影響があると思われる地域について、リ

モートセンシングなどを用いて影響範囲の把握を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

弟子屈町

（4） サロマ湖漁場環境

保全調査

 サロマ湖において漁場環境保全のための各種調査を関係機

関と連携して実施した。当所は、水質、底質調査を担当した。

（情報・水環境Ｇ）

地質研究所

栽培漁業振興公社

（5） 絶縁油中のPCB

分析における分析手

法の検討

　絶縁油中のPCB分析において、公定法と比較してより簡便

で精度の高い前処理法や機器分析法について検討し、PCB分

析業務への適用性を検証した。

  （化学物質Ｇ）

室蘭環境プラントサービス㈱

（6） 苫前町海浜植物モ

ニタリング調査

　苫前町において、ハマボウフウの資源保全のため、地域住

民とともに海浜環境復元に向けた海浜植物の生育状況や生態

等を把握する調査を行った。

（生態系保全Ｇ）

苫前町ハマボウフウ研究会

（7） 札幌市内に出没す

るヒグマに関する研

究

　札幌市内に出没するヒグマの個体から得られた体毛などの

ＤＮＡ解析を行い、ヒグマの防除対策に活用するとともに、

ヒグマの教育普及に活用する。

（生態系保全Ｇ、保護管理Ｇ）

札幌市円山動物園

札幌市

NPO法人EnVision環境保全事務

所

（1） 全国の環境研究機

関の有機的連携によ

る PM2.5 汚染の実

態解明と発生源寄与

評価

・環境調査地点：遠隔地（利尻）、都市域（札幌）

　都市域６時間、遠隔地12時間程度の短い時間分解能で試料

を採取、季節別集中観測

・成分分析：金属、イオン、炭素、PAHｓなど

・発生源調査：灯油暖房などの暖房設備

・発生源寄与割合推定：CMB法、PMF法

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ）

（2）森林施業と組み合

わせたエゾシカの効

率的捕獲方法の確立

　森林の管理と一体的にエゾシカの生息地・個体数管理を進

めるため、森林施業地や施業に伴う林道除雪を活用した効率

的な捕獲手法を開発する。

（保護管理Ｇ）

㈱野生動物保護管理事務所

酪農学園大学

北海道水産林務部

道総研林業試験場

（9） 環境基準未達成原
因解明調査（止別川）

　止別川において流域の水質調査・負荷量調査を実施し、環境基準未達成の原因解明を行った。
（情報・水環境Ｇ）

（8） 環境基準未達成原
因解明調査（阿寒湖）

　阿寒湖において流域及び湖内の水質調査を実施し、環境基準未達成の原因解明を行った。
（情報・水環境Ｇ）

（10） 水質測定業務の
民間委託による精度
管理

　公共用水域等の水質分析の民間委託に伴い、分析委託機関に対し査察や標準物質（模擬試
料）の定量結果比較等により精度管理を実施した。

（情報・水環境Ｇ）

（11） クローズド型最終
処分場侵出液水質調
査

　設置数増加が予想されるクローズド型最終処分場に関し、設置に係る審査事務や、今後の管
理運営に資するため、埋立物、散水条件、浸出液の水質等との関連を調査した。

（地球・大気環境Ｇ、情報・水環境Ｇ）

（12） ダイオキシン類対
策調査

ア　ダイオキシン類対策特別措置法に基づく立入検査
　　排ガス、燃え殻、ばいじん：11振興局16施設について実施した。
　　排水：３振興局３施設について実施した。
イ　民間委託先とのクロスチェック分析

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ、情報・水環境Ｇ）

（13） 化学物質環境実
態調査

　今日の化学物質による環境問題に取り組むに当たり、大気・水・土壌等の複数の環境媒体を
経由した多数の化学物質ついて長期間にわたる暴露量を把握するため、次の調査を実施した。
ア　分析法開発調査

水質試料中のジカリウム=ピペラジン－1, 4－ビス（カルボジチオアート）の分析法開発を
行った。

イ　初期・詳細環境調査
石狩川水質試料中の17β－ヒドロキシエストラ－4, 9, 11－トリエン－3－オンほか８物質、
石狩川及び苫小牧港底質試料のそれぞ２物質、札幌市内大気試料中の６物質について調査
を行った。

ウ　モニタリング調査
石狩川、十勝川の水質・底質、天塩川、苫小牧港の底質、釧路市内の大気及び釧路沖、日
本海沖の魚を対象にＰＣＢ・ＰＯＰｓ等12物質群について調査を行った。

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）

（14） 北海道ＰＣＢ廃棄
物処理事業に係る環
境モニタリング

ＰＣＢ廃棄物処理施設（室蘭市）の運用に伴う環境影響調査として、施設排気（７系統２
回）、施設排水（１系統２回）、周辺海水（２地点２回）、周辺海域底質（１地点１回）、周辺環
境大気（月別調査を１地点12回、季節別調査を５地点４回）の測定を行った。

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ、情報・水環境Ｇ）

（15） 北海道希少野生
動植物調査委託業務

「北海道希少野生動植物の保護に関する条例」（H.13）に基づき、道内に生育する絶滅のお
それのある野生植物の保護対策の推進に資するため、指定植物の生育状況モニタリング調査
（指定植物21種）を行った。                  
　また、希少植物の保全の基礎資料にするため、森林性ラン科植物について繁殖特性等の生態
調査を行った。  

　（生態系保全Ｇ）

研究課題名

５　一般共同研究

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（1） 多種多様な発生源
向け光散乱式ダスト
濃度計の開発

　通常のダスト濃度計では測定できない白濁排ガスにおいて
もダスト濃度の連続測定が可能な多種多様な発生源向け光散
乱式ダスト濃度計を開発し、その試作機ついて実証試験を実
施した。実工場（２施設）の白濁排ガスを対象に実証試験を
行い、公定法との比較や耐久性の検証、実用化に向けての課
題などを検討した。

（地球・大気環境Ｇ）

㈱田中電気研究所
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研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（3） 東アジアの森林生
態系におけるエアロ
ゾルの沈着量と動態
の評価

　森林生態系におけるエアロゾルの沈着量と動態の評価を目
的とし、亜寒帯地域の森林として北海道北部において，エア
ロゾルのフラックス直接測定法による集中観測を行う。当セ
ンターでは、幌延町の北大天塩研究林にてエアロゾル成分の
測定を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

明星大学
（独）国立農業環境技術研究所
アジア大気汚染研究センター
北海道大学
電力中央研究所

（4） 硝酸の三酸素同位
体組成を指標に解析
する東アジア域の大
気光化学過程の現状
と変化

　利尻および札幌において，降水およびガス・エアロゾル成
分濃度などを測定するとともに，硝酸の三酸素同位体組成測
定用の試料を名古屋大に提供する。
　対象地域：利尻および札幌
　調査項目：降水およびガス・エアロゾル成分
　調査回数：１－２回/月

（地球・大気環境Ｇ）

名古屋大学
アジア大気汚染研究センター
国立気象研究所
国立環境研究所

（5）新手法を用いた亜
硝酸を含む大気中酸
化態窒素成分濃度お
よび沈着量の評価

１　NOy成分の連続広域観測
２　インファレンシャル法を用いた乾性沈着速度推計プログ
　ラムの開発

（地球・大気環境Ｇ）

埼玉県環境科学国際センター，大
阪府立大学，愛知県環境調査セン
ター，兵庫県環境研究センター，和
歌山県環境衛生研究センター，沖
縄県衛生環境研究所，高知県環境
研究センター，札幌市衛生研究所

（6） 降水試料濾過フィ
ルターを用いた元素
状炭素粒子の現在・
過去の地表面性沈着
量評価

１　広域的に代表性のあるサンプル採取
２　分析法の確定や分析実施、現場観測
３　炭素安定同位体13C分析
に取り組む
＊センターは１を分担（一部は関係機関で実施）

（地球・大気環境Ｇ）

産業技術総合研究所
山梨大学
島根県保健環境科学研究所

（7） 景観要素と種の多
様性の関係分析に基
づく地域生態系保全
計画手法

　森林等の景観要素と生物種の多様性との関係性を明らかに
し、それに基づいて生物多様性上重要な地域を抽出するた
め、多様性に関する尺度を構築し定量化するとともに、目的
と対象に応じた効果的な保全方法について検討した。

（情報・水環境Ｇ）

法政大学
酪農学園大学
北海道大学

（8） 生物多様性保全を
目的とした森林管理
の実現と経済的イン
センティブ政策に関
する研究

　北海道大学と協力して、道内の森林（主に十勝管内）を対
象に、ＧＩＳを活用し、土地利用・森林構造・野鳥の分布を
主な要因として、森林施業と生物多様性の関連を分析した。
課題全体では、このほか新制度導入に向けた経済評価等を行
い、新たな森林政策の提言としてとりまとめる。

（情報・水環境Ｇ）

京都大学
北海道大学
筑波大学

（9） バイオマスの利活
用を機軸とした地域
循環圏のモデル化と
普及方策に関する研
究

　北海道の豊富に賦存するバイオマス（廃棄物系、未利用）
について、地域特性とバイオマスの種類に応じた地域循環圏
のモデルを提案しケーススタディの解析を行った。当セン
ターでは道内におけるCCA処理木材の分別状況の把握とそ
の改善策、リサイクル手法について検討を行った。

（情報・水環境Ｇ）

北海道大学工学部、国連大学、電
気通信大学、北海学園大学、中央
農業試験場、工業試験場、（財）日
本産業廃棄物処理振興センター

（10） 新規 PCB 汚染源
の解明と定量的評価
方法の確立に関する
研究

１　顔料中PCBs分析方法の確立
２　PCBsの混入が予想される市販顔料の分析とその異性体
パターンの把握

３　顔料由来を考慮したPCB汚染由来推定の統計解析プログ
ラムの開発

４　実環境試料への応用
（化学物質Ｇ）

研究課題名

７　受託研究

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（1） GEMS/Wa t e r
ベースラインモニタ
リング（摩周湖）

　摩周湖（弟子屈町）における地球環境モニタリングプロ
ジェクトの一環として水質及びプランクトン調査を行った。

（情報・水環境Ｇ）

国立環境研究所

（2） 温室効果ガス関連   
物質の長期的環境濃   
度モニタリング調査

　落石岬地球環境モニタリングステーション（根室市）及び
国設利尻酸性雨離島局（利尻町）において、大気中粒子状物
質の採取並びに成分分析を行い、流跡線解析等を用いて汚染
物質の長距離輸送による影響把握や近隣発生源からの影響に
ついて検討した。

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ）

国立環境研究所

（3） 水質農薬残留に係
る調査

　農耕地から流出した農薬の環境中における残留実態につい
て、散布区域内及びその周辺における状況を把握するため、
千歳市の水田に散布された農薬の調査を行った。

（生態系保全Ｇ）

㈱いであ

（11） 低地泥炭湿原の
群落の景観と種組成
における地理的変異
の把握とその生成機
構の解明

１　既存資料の解析による湿生自然草原内の群落変異の把握
２　植生タイプと環境条件の関係解析に係る群落種組成の調
査

３　植生タイプと環境条件の関係解析に係る水文化学環境の
分析

４　植生タイプと環境条件の関係解析及び群落景観と環境条
件の関係解析に係るアメダスデータからの気候要素の抽出

５　群落景観と環境条件の関係解析に係るリモートセンシン
グとGISによる湿原の群落景観解析

に取り組む
＊センターは１，２，３，４を分担

（生態系保全Ｇ）

札幌市立大学

（12） ニホンジカの分
布拡大過程と空間構
造の解明

　森林生態系の保全と効果的な個体群管理を行うため、安定
分布している北海道東部地域と新たに分布が拡大した西部地
域のニホンジカ個体群を対象に、分布情報及び狩猟カレン
ダーの解析、GISデータと生息地モデルを用いた空間解析、
DNA解析等を行い、①個体群の遺伝的な空間構造を明らか
にするとともに、②空間明示的モデルを開発し個体数変動に
及ぼす要因の検討を行った。

（保護管理Ｇ、地球・大気環境Ｇ）

北海道大学
東京農工大学
酪農学園大学
独立行政法人農業環境技術研究所

８　職員奨励研究

該当なし

研究課題名

９　循環資源利用促進基金事業

課　　　　題　　　　内　　　　容

（1） 石灰質未利用資源
を用いた高性能排煙
処理剤の開発

・ラボスケールにおいて塩化水素（HCl）の標準ガスを用い、既存およびライムケーキ由来排煙
処理剤の酸性ガス除去性能を定量的に評価した。
・迅速連続測定法（レーザ法）に適合した連続式排煙処理装置の改良を行い、公定法との相関
性に関する評価を行った。

（地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）
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研究課題名 課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（3） 東アジアの森林生
態系におけるエアロ
ゾルの沈着量と動態
の評価

　森林生態系におけるエアロゾルの沈着量と動態の評価を目
的とし、亜寒帯地域の森林として北海道北部において，エア
ロゾルのフラックス直接測定法による集中観測を行う。当セ
ンターでは、幌延町の北大天塩研究林にてエアロゾル成分の
測定を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

明星大学
（独）国立農業環境技術研究所
アジア大気汚染研究センター
北海道大学
電力中央研究所

（4） 硝酸の三酸素同位
体組成を指標に解析
する東アジア域の大
気光化学過程の現状
と変化

　利尻および札幌において，降水およびガス・エアロゾル成
分濃度などを測定するとともに，硝酸の三酸素同位体組成測
定用の試料を名古屋大に提供する。
　対象地域：利尻および札幌
　調査項目：降水およびガス・エアロゾル成分
　調査回数：１－２回/月

（地球・大気環境Ｇ）

名古屋大学
アジア大気汚染研究センター
国立気象研究所
国立環境研究所

（5）新手法を用いた亜
硝酸を含む大気中酸
化態窒素成分濃度お
よび沈着量の評価

１　NOy成分の連続広域観測
２　インファレンシャル法を用いた乾性沈着速度推計プログ
　ラムの開発

（地球・大気環境Ｇ）

埼玉県環境科学国際センター，大
阪府立大学，愛知県環境調査セン
ター，兵庫県環境研究センター，和
歌山県環境衛生研究センター，沖
縄県衛生環境研究所，高知県環境
研究センター，札幌市衛生研究所

（6） 降水試料濾過フィ
ルターを用いた元素
状炭素粒子の現在・
過去の地表面性沈着
量評価

１　広域的に代表性のあるサンプル採取
２　分析法の確定や分析実施、現場観測
３　炭素安定同位体13C分析
に取り組む
＊センターは１を分担（一部は関係機関で実施）

（地球・大気環境Ｇ）

産業技術総合研究所
山梨大学
島根県保健環境科学研究所

（7） 景観要素と種の多
様性の関係分析に基
づく地域生態系保全
計画手法

　森林等の景観要素と生物種の多様性との関係性を明らかに
し、それに基づいて生物多様性上重要な地域を抽出するた
め、多様性に関する尺度を構築し定量化するとともに、目的
と対象に応じた効果的な保全方法について検討した。

（情報・水環境Ｇ）

法政大学
酪農学園大学
北海道大学

（8） 生物多様性保全を
目的とした森林管理
の実現と経済的イン
センティブ政策に関
する研究

　北海道大学と協力して、道内の森林（主に十勝管内）を対
象に、ＧＩＳを活用し、土地利用・森林構造・野鳥の分布を
主な要因として、森林施業と生物多様性の関連を分析した。
課題全体では、このほか新制度導入に向けた経済評価等を行
い、新たな森林政策の提言としてとりまとめる。

（情報・水環境Ｇ）

京都大学
北海道大学
筑波大学

（9） バイオマスの利活
用を機軸とした地域
循環圏のモデル化と
普及方策に関する研
究

　北海道の豊富に賦存するバイオマス（廃棄物系、未利用）
について、地域特性とバイオマスの種類に応じた地域循環圏
のモデルを提案しケーススタディの解析を行った。当セン
ターでは道内におけるCCA処理木材の分別状況の把握とそ
の改善策、リサイクル手法について検討を行った。

（情報・水環境Ｇ）

北海道大学工学部、国連大学、電
気通信大学、北海学園大学、中央
農業試験場、工業試験場、（財）日
本産業廃棄物処理振興センター

（10） 新規 PCB 汚染源
の解明と定量的評価
方法の確立に関する
研究

１　顔料中PCBs分析方法の確立
２　PCBsの混入が予想される市販顔料の分析とその異性体
パターンの把握

３　顔料由来を考慮したPCB汚染由来推定の統計解析プログ
ラムの開発

４　実環境試料への応用
（化学物質Ｇ）

研究課題名

７　受託研究

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（1） GEMS/Wa t e r
ベースラインモニタ
リング（摩周湖）

　摩周湖（弟子屈町）における地球環境モニタリングプロ
ジェクトの一環として水質及びプランクトン調査を行った。

（情報・水環境Ｇ）

国立環境研究所

（2） 温室効果ガス関連   
物質の長期的環境濃   
度モニタリング調査

　落石岬地球環境モニタリングステーション（根室市）及び
国設利尻酸性雨離島局（利尻町）において、大気中粒子状物
質の採取並びに成分分析を行い、流跡線解析等を用いて汚染
物質の長距離輸送による影響把握や近隣発生源からの影響に
ついて検討した。

（化学物質Ｇ、地球・大気環境Ｇ）

国立環境研究所

（3） 水質農薬残留に係
る調査

　農耕地から流出した農薬の環境中における残留実態につい
て、散布区域内及びその周辺における状況を把握するため、
千歳市の水田に散布された農薬の調査を行った。

（生態系保全Ｇ）

㈱いであ

（11） 低地泥炭湿原の
群落の景観と種組成
における地理的変異
の把握とその生成機
構の解明

１　既存資料の解析による湿生自然草原内の群落変異の把握
２　植生タイプと環境条件の関係解析に係る群落種組成の調
査

３　植生タイプと環境条件の関係解析に係る水文化学環境の
分析

４　植生タイプと環境条件の関係解析及び群落景観と環境条
件の関係解析に係るアメダスデータからの気候要素の抽出

５　群落景観と環境条件の関係解析に係るリモートセンシン
グとGISによる湿原の群落景観解析

に取り組む
＊センターは１，２，３，４を分担

（生態系保全Ｇ）

札幌市立大学

（12） ニホンジカの分
布拡大過程と空間構
造の解明

　森林生態系の保全と効果的な個体群管理を行うため、安定
分布している北海道東部地域と新たに分布が拡大した西部地
域のニホンジカ個体群を対象に、分布情報及び狩猟カレン
ダーの解析、GISデータと生息地モデルを用いた空間解析、
DNA解析等を行い、①個体群の遺伝的な空間構造を明らか
にするとともに、②空間明示的モデルを開発し個体数変動に
及ぼす要因の検討を行った。

（保護管理Ｇ、地球・大気環境Ｇ）

北海道大学
東京農工大学
酪農学園大学
独立行政法人農業環境技術研究所

８　職員奨励研究

該当なし

研究課題名

９　循環資源利用促進基金事業

課　　　　題　　　　内　　　　容

（1） 石灰質未利用資源
を用いた高性能排煙
処理剤の開発

・ラボスケールにおいて塩化水素（HCl）の標準ガスを用い、既存およびライムケーキ由来排煙
処理剤の酸性ガス除去性能を定量的に評価した。
・迅速連続測定法（レーザ法）に適合した連続式排煙処理装置の改良を行い、公定法との相関
性に関する評価を行った。

（地球・大気環境Ｇ、化学物質Ｇ）
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（3） PM2.5 と光化学オ
キシダントの実態解
明と発生源寄与評価
に関する研究

　国環研が中心となり全国の自治体が参加し、測定データの
共有や同時サンプリングなどを行い、粒子成分やVOC成分
の測定と解析を進めた。また、モデル解析による発生源寄与
評価技術の習得を行った。　　　　　　　　　　　　　

（化学物質Ｇ）

国立環境研究所

（4） 有機フッ素化合物
の環境実態調査と排
出源の把握について

試料採取：道内９地点

（化学物質Ｇ）

国立環境研究所

（5） ダイオキシン類び  
ＰＣＢＳの発生源解   
析に関する研究

　環境モニタリングによって得られるデータについて、数値
だけでなくダイオキシン類及びＰＣＢｓを異性体毎に分析
し、汚染の由来やその寄与の度合いについて解析して、より
わかりやすい形で視覚的に情報提供する環境影響解析手法を
開発した。

（化学物質Ｇ）

国立環境研究所

研究課題名

10　その他の研究等

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（1） ブナ林衰退地域に   
おける総合植生モニ   
タリング手法の開発

　全国各地でブナ林の衰退が報告されているが、全国的な衰
退状況把握及び原因検討はほとんど行われていない。ブナ林
生態系の健全度に関する総合調査マニュアル（案）を作成す
ること、ブナ林を有する多くの都道府県が参画する総合植生
モニタリングのネットワークを構築することを目標とし調査
を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

国立環境研究所
全国環境研協議会参加機関

（2） 湖沼の生物多様性・
生態系評価のための
情報ネットワーク

  北海道内のいくつかの湖沼において主に水生植物と魚類を
対象として、試験的モニタリングを実施する。国内の参加機
関と、情報共有をおこない、モニタリング手法の検討をおこ
なっていく。

（情報・水環境Ｇ）

国立環境研究所

（6） 全国環境研協議会
酸性雨全国調査

　日本全域における酸性沈着による汚染実態を把握するため
湿性沈着及び乾性沈着のモニタリングを行った。

（地球・大気環境Ｇ）

全国環境研協議会参加機関

（7） 北海道東北ブロッ
クガス状酸性化成分
等濃度分布調査

　これまでの酸性雨及び積雪成分調査結果に加え、ガス状酸
性化成分等の調査を行うことにより北海道東北地域における
酸性化現象による総合的な環境影響評価を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

全国環境研協議会北海道・東北支
部参加機関

（8） 北方森林域におけ
る大気沈着成分調査

　北方森林域における大気沈着成分の動態を明らかにし、森
林における物質循環を解明するため幌加内町の北大雨龍研究
林において湿性沈着及び乾性沈着調査を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

北海道大学

北海道大学
国立環境研究所

（9） 森林生態系の物質
循環機能モニタリン
グ－乾性大気汚染沈
着量の観測調査－

　炭素循環に影響を及ぼす森林における大気沈着成分の動態
を明らかにし、森林における物質循環を解明するための基礎
資料を得ることを目的に、北大天塩研究林において大気汚染
物質の濃度測定分析および乾性沈着量の評価を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

（10） 湿地における生
物多様性損失・生態
系劣化の評価

・サロベツ湿原を対象に、空間的統計解析により植生の変化
を駆動する要因について特定する。
・美唄湿原における植生変動を把握し、周辺の排水路や土地
利用との関係を明かにする。

（地球・大気環境Ｇ）

北海道大学
法政大学
酪農学園大学
東京大学

（11） エゾシカの効率
的な捕獲手法の実証
試験

　サイレンサー付き小口径ライフルを用いた効果検証試験を
実施し、騒音計を用いて減音効果等を検証する。

（地球・大気環境Ｇ）

道エゾシカ対策室

（12） アムール・オホー
ツクコンソーシアム

　平成23年11月に札幌において、日本、中国、ロシア並びに
モンゴル四カ国による第２回アムール・オホーツクコンソー
シアム会議を実施した。同時に関係各機関と研究内容を協議
し、より学術的、効果的な研究体制の構築を図る。２年に１
回開催予定。

（情報・水環境Ｇ）

北大低温研

（独）統計数理研究所（13） 統計学的手法を
用いた環境及び生体
化学調査の高度化に
関する研究

残留性有機化合物データの統計処理
（化学物質Ｇ）
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（3） PM2.5 と光化学オ
キシダントの実態解
明と発生源寄与評価
に関する研究

　国環研が中心となり全国の自治体が参加し、測定データの
共有や同時サンプリングなどを行い、粒子成分やVOC成分
の測定と解析を進めた。また、モデル解析による発生源寄与
評価技術の習得を行った。　　　　　　　　　　　　　

（化学物質Ｇ）

国立環境研究所

（4） 有機フッ素化合物
の環境実態調査と排
出源の把握について

試料採取：道内９地点

（化学物質Ｇ）

国立環境研究所

（5） ダイオキシン類び  
ＰＣＢＳの発生源解   
析に関する研究

　環境モニタリングによって得られるデータについて、数値
だけでなくダイオキシン類及びＰＣＢｓを異性体毎に分析
し、汚染の由来やその寄与の度合いについて解析して、より
わかりやすい形で視覚的に情報提供する環境影響解析手法を
開発した。

（化学物質Ｇ）

国立環境研究所

研究課題名

10　その他の研究等

課　　　　題　　　　内　　　　容 共　同　研　究　先

（1） ブナ林衰退地域に   
おける総合植生モニ   
タリング手法の開発

　全国各地でブナ林の衰退が報告されているが、全国的な衰
退状況把握及び原因検討はほとんど行われていない。ブナ林
生態系の健全度に関する総合調査マニュアル（案）を作成す
ること、ブナ林を有する多くの都道府県が参画する総合植生
モニタリングのネットワークを構築することを目標とし調査
を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

国立環境研究所
全国環境研協議会参加機関

（2） 湖沼の生物多様性・
生態系評価のための
情報ネットワーク

  北海道内のいくつかの湖沼において主に水生植物と魚類を
対象として、試験的モニタリングを実施する。国内の参加機
関と、情報共有をおこない、モニタリング手法の検討をおこ
なっていく。

（情報・水環境Ｇ）

国立環境研究所

（6） 全国環境研協議会
酸性雨全国調査

　日本全域における酸性沈着による汚染実態を把握するため
湿性沈着及び乾性沈着のモニタリングを行った。

（地球・大気環境Ｇ）

全国環境研協議会参加機関

（7） 北海道東北ブロッ
クガス状酸性化成分
等濃度分布調査

　これまでの酸性雨及び積雪成分調査結果に加え、ガス状酸
性化成分等の調査を行うことにより北海道東北地域における
酸性化現象による総合的な環境影響評価を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

全国環境研協議会北海道・東北支
部参加機関

（8） 北方森林域におけ
る大気沈着成分調査

　北方森林域における大気沈着成分の動態を明らかにし、森
林における物質循環を解明するため幌加内町の北大雨龍研究
林において湿性沈着及び乾性沈着調査を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

北海道大学

北海道大学
国立環境研究所

（9） 森林生態系の物質
循環機能モニタリン
グ－乾性大気汚染沈
着量の観測調査－

　炭素循環に影響を及ぼす森林における大気沈着成分の動態
を明らかにし、森林における物質循環を解明するための基礎
資料を得ることを目的に、北大天塩研究林において大気汚染
物質の濃度測定分析および乾性沈着量の評価を行った。

（地球・大気環境Ｇ）

（10） 湿地における生
物多様性損失・生態
系劣化の評価

・サロベツ湿原を対象に、空間的統計解析により植生の変化
を駆動する要因について特定する。
・美唄湿原における植生変動を把握し、周辺の排水路や土地
利用との関係を明かにする。

（地球・大気環境Ｇ）

北海道大学
法政大学
酪農学園大学
東京大学

（11） エゾシカの効率
的な捕獲手法の実証
試験

　サイレンサー付き小口径ライフルを用いた効果検証試験を
実施し、騒音計を用いて減音効果等を検証する。

（地球・大気環境Ｇ）

道エゾシカ対策室

（12） アムール・オホー
ツクコンソーシアム

　平成23年11月に札幌において、日本、中国、ロシア並びに
モンゴル四カ国による第２回アムール・オホーツクコンソー
シアム会議を実施した。同時に関係各機関と研究内容を協議
し、より学術的、効果的な研究体制の構築を図る。２年に１
回開催予定。

（情報・水環境Ｇ）

北大低温研

（独）統計数理研究所（13） 統計学的手法を
用いた環境及び生体
化学調査の高度化に
関する研究

残留性有機化合物データの統計処理
（化学物質Ｇ）
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環境科学研究センター所報　第３号　2013

研修及び講習会名 対　象　者 開催年月 主　催　者 開催場所 講師等名 

１　研修会、講演会等への講師派遣 

平成24年度環境推進課関連業務別
基礎研修

環境教育「白衣レンジャー」

環境教育研修講座

大自然教室北海道標津キャンプ

森林管理のためのエゾシカ捕獲技
術に関する報告会
道総研セミナー　ヒグマ出没の背景
と対策を考える－森とクマと人と－
総合的な学習の時間

第19回全国越境大気汚染・酸性雨
対策連絡会議
「生物多様性の保全と活用による
国立公園活用化事業」講演会
スーパーサイエンススクール事業

指定自動車教習所職員講習

職業セミナー

JICA平成24年度集団研修「共生
による森林保全コース」
シンポジウム「生物多様性をいか
に地域で具現化するか？」
ヒグマフォーラム

エゾシカ対策人材育成研修

札幌キワニスクラブ例会卓話

森林ガイド育成事業～森を守る
「エゾシカと森林とのかかわり」
北海道自然保護協会
（自然を語る会）
「地域ぐるみ捕獲推進モデル事
業」研修会
「地域ぐるみ捕獲推進モデル事
業」研修会２
北海道野鳥愛護会
（新年講演会）

平成24年
６月

平成24年
７月

平成24年
７月

平成24年
８月

平成24年
８月

平成24年
９月

平成24年
９月

平成24年
９月

平成24年
10月

平成24年
10月

平成24年
10月

平成24年
10月

平成24年
10月

平成24年
11月

平成24年
11月

平成24年
11月

平成24年
11月

平成24年
12月

平成24年
12月

平成25年
１月

平成25年
１月

平成25年
１月

北海道の総合振
興局・振興局の
職員

黒松内小学校、
黒松内白井川小
学校、倶知安藤
幼稚園

小・中・高教職
員

中・高生

森林管理者等

一般市民

上砂川中学校生
徒
都道府県、政令
指定都市等職員
一般道民

釧路湖陵高等学
校生徒
指定自動車教習
所職員
旭川東高等学校
生徒
JICA研修生

北方森林学会会
員
会員
一般市民
市町村職員、農
林関係機関職員
等
会員

一般市民

一般市民

一般市民

市町村職員・県
職員
一般市民

北海道環境生活部環境局環
境推進課

北海道後志総合振興局

北海道立教育研究所
理科教育センター

日本自然観察路研究会

北海道釧路総合振興局森林
室
地方独立行政法人北海道立
総合研究機構
上砂川町立上砂川中学校

環境省

公益財団法人知床財団

釧路湖陵高等学校

北海道警察釧路方面本部

旭川東高等学校

国際協力機構（JICA）

北方森林学会

ヒグマの会

エゾシカネットワーク

札幌キワニスクラブ

札幌市定山渓自然の村

北海道自然保護協会

遠野市

岩手県

北海道野鳥愛護会

札幌市

黒松内町
倶知安町

江別市

標津町

釧路市

札幌市

上砂川町

東京都

斜里町

釧路市
厚岸町
釧路市

旭川市

札幌市

札幌市

札幌市

西興部村

札幌市

札幌市

札幌市

遠野市

遠野市

札幌市

三上　英敏
阿賀　裕英
西野　修子
山口　高志
川村　美穂
山口　勝透
野口　泉
永洞真一郎
濱原　和広
山口　高志
川村　美穂
小野　理
芥川　智子
川村　美穂
間野　勉

稲富　佳洋
上野真由美
釣賀一二三

間野　勉

山口　高志

間野　勉

上野真由美

上野真由美

石川　靖

宇野　裕之

宇野　裕之

間野　勉

上野真由美

間野　勉

宇野　裕之

玉田　克巳

宇野　裕之

宇野　裕之

玉田　克巳

農産原料研究会

平成25年度第一回サロマ湖養殖漁
場環境保全セミナー

平成25年
２月

平成25年
３月

一般市民（農産原
料研究会会員）
組合員

北海道缶詰協会

サロマ湖養殖漁業協同組合

札幌市

佐呂間町

玉田　克巳

福山　龍次

大学の名称 役　職 担当講座・講義名等 期　間 職 氏　名

２　大学への講師派遣

北海道大学

東京農工大学
大学院
北海道大学
大学院
酪農学園大学

酪農学園大学

＊　職名は、平成23年３月末現在

非常勤講師

非常勤講師

講演講師

非常勤講師

非常勤講師

ヒグマ学入門

大気環境学特論

日本の環境政策：地方自治体の役割

保全生物生態学

野生生物観察同定実習

平成24年11月21日

平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで
平成24年６月29日

平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで
平成24年９月21日から
平成25年３月31日まで

企画調整部
企画課長
環境保全部
研究主幹
環境保全部
主査
自然環境部
研究主幹
自然環境部
主査

間野　勉

野口　泉

小野　理

西川洋子

玉田克巳

開催年月日 研究会名称 主な実施（検討）内容 参加人数
平成24年５月17日

平成24年５月31日
平成24年６月21日

平成24年６月29日
平成24年７月９日

平成24年７月13日

平成24年７月20日

平成24年７月30日

平成24年９月20日

平成24年10月11日

平成24年11月９日

平成24年12月26日

平成25年３月28日

環境教育研究会
（白衣レンジャープロジェクト）
環境教育研究会
環境教育研究会
（白衣レンジャープロジェクト）
ＲＳ・ＧＩＳ研究会
環境教育研究会
（サイエンスパーク展示プロジェクト）
平成24年度第一回対流圏オゾン等による
植物影響検討会
環境教育研究会
（サイエンスパーク展示プロジェクト）
環境教育研究会
（サイエンスパーク展示プロジェクト）
平成24年度第二回対流圏オゾン等による
植物影響検討会「越境大気汚染の影響
－北海道の農作物と樹木への影響は？－」
環境教育研究会
（環境科学展プロジェクト）
環境教育研究会
（白衣レンジャープロジェクト）
平成24年度第三回対流圏オゾン等による
植物影響検討会

環境教育研究会

授業実施に向けた企画内容打合せ

年間活動計画等
授業実施に向けた企画内容打合せ

活動報告、活動計画、役員体制について
イベント実施に向けた企画内容打合せ

昨年度活動結果と今年度の研究会の活動方針
について
イベント実施に向けた企画内容打合せ

イベント実施に向けた企画内容打合せ

東京農工大　伊豆田教授による講演

出展に向けた企画内容打合せ

授業実施を踏まえた改善点等に関する検討

北海道内農作物へ適したオゾン負荷装置の形
状について
来年度方針について
年間活動まとめ・今後の活動の体制等

７名

10名
６名

15名
９名

４名

６名

５名

19名

５名

５名

６名

７名

３　講演会、普及啓発事業等の開催（出展）
（1）研究会の開催

開催年月日 イベント名 主　な　実　施　内　容 開催場所 主催者
（2）普及啓発イベント等への出展

サイエンス・パー
ク2012

第７回環境科学展

札幌駅前通地
下歩行空間

札幌市青少年
科学館

北海道
道総研

札幌市

北海道の未来を創る科学技術振興のため、子供たちを
対象にしたイベントで、展示コーナーに出展。環境科
学研究センターの事業内容を紹介するポスターをヒン
トにクロスワードクイズを完成させるクイズ「環境オ
リンピックめざせ金メダル」を実施。
パソコンを使った環境クイズ等を行い、ブースには延
べ800人以上が来場。

平成24年８月１日

平成24年10月27日
～28日

ʦ３ʧ　研मձͷࢣߨݣ
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事業֓要

研修及び講習会名 対　象　者 開催年月 主　催　者 開催場所 講師等名 

１　研修会、講演会等への講師派遣 

平成24年度環境推進課関連業務別
基礎研修

環境教育「白衣レンジャー」

環境教育研修講座

大自然教室北海道標津キャンプ

森林管理のためのエゾシカ捕獲技
術に関する報告会
道総研セミナー　ヒグマ出没の背景
と対策を考える－森とクマと人と－
総合的な学習の時間

第19回全国越境大気汚染・酸性雨
対策連絡会議
「生物多様性の保全と活用による
国立公園活用化事業」講演会
スーパーサイエンススクール事業

指定自動車教習所職員講習

職業セミナー

JICA平成24年度集団研修「共生
による森林保全コース」
シンポジウム「生物多様性をいか
に地域で具現化するか？」
ヒグマフォーラム

エゾシカ対策人材育成研修

札幌キワニスクラブ例会卓話

森林ガイド育成事業～森を守る
「エゾシカと森林とのかかわり」
北海道自然保護協会
（自然を語る会）
「地域ぐるみ捕獲推進モデル事
業」研修会
「地域ぐるみ捕獲推進モデル事
業」研修会２
北海道野鳥愛護会
（新年講演会）

平成24年
６月

平成24年
７月

平成24年
７月

平成24年
８月

平成24年
８月

平成24年
９月

平成24年
９月

平成24年
９月

平成24年
10月

平成24年
10月

平成24年
10月

平成24年
10月

平成24年
10月

平成24年
11月

平成24年
11月

平成24年
11月

平成24年
11月

平成24年
12月

平成24年
12月

平成25年
１月

平成25年
１月

平成25年
１月

北海道の総合振
興局・振興局の
職員

黒松内小学校、
黒松内白井川小
学校、倶知安藤
幼稚園

小・中・高教職
員

中・高生

森林管理者等

一般市民

上砂川中学校生
徒
都道府県、政令
指定都市等職員
一般道民

釧路湖陵高等学
校生徒
指定自動車教習
所職員
旭川東高等学校
生徒
JICA研修生

北方森林学会会
員
会員
一般市民
市町村職員、農
林関係機関職員
等
会員

一般市民

一般市民

一般市民

市町村職員・県
職員
一般市民

北海道環境生活部環境局環
境推進課

北海道後志総合振興局

北海道立教育研究所
理科教育センター

日本自然観察路研究会

北海道釧路総合振興局森林
室
地方独立行政法人北海道立
総合研究機構
上砂川町立上砂川中学校

環境省

公益財団法人知床財団

釧路湖陵高等学校

北海道警察釧路方面本部

旭川東高等学校

国際協力機構（JICA）

北方森林学会

ヒグマの会

エゾシカネットワーク

札幌キワニスクラブ

札幌市定山渓自然の村

北海道自然保護協会

遠野市

岩手県

北海道野鳥愛護会

札幌市

黒松内町
倶知安町

江別市

標津町

釧路市

札幌市

上砂川町

東京都

斜里町

釧路市
厚岸町
釧路市

旭川市

札幌市

札幌市

札幌市

西興部村

札幌市

札幌市

札幌市

遠野市

遠野市

札幌市

三上　英敏
阿賀　裕英
西野　修子
山口　高志
川村　美穂
山口　勝透
野口　泉
永洞真一郎
濱原　和広
山口　高志
川村　美穂
小野　理
芥川　智子
川村　美穂
間野　勉

稲富　佳洋
上野真由美
釣賀一二三

間野　勉

山口　高志

間野　勉

上野真由美

上野真由美

石川　靖

宇野　裕之

宇野　裕之

間野　勉

上野真由美

間野　勉

宇野　裕之

玉田　克巳

宇野　裕之

宇野　裕之

玉田　克巳

農産原料研究会

平成25年度第一回サロマ湖養殖漁
場環境保全セミナー

平成25年
２月

平成25年
３月

一般市民（農産原
料研究会会員）
組合員

北海道缶詰協会

サロマ湖養殖漁業協同組合

札幌市

佐呂間町

玉田　克巳

福山　龍次

大学の名称 役　職 担当講座・講義名等 期　間 職 氏　名

２　大学への講師派遣

北海道大学

東京農工大学
大学院
北海道大学
大学院
酪農学園大学

酪農学園大学

＊　職名は、平成23年３月末現在

非常勤講師

非常勤講師

講演講師

非常勤講師

非常勤講師

ヒグマ学入門

大気環境学特論

日本の環境政策：地方自治体の役割

保全生物生態学

野生生物観察同定実習

平成24年11月21日

平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで
平成24年６月29日

平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで
平成24年９月21日から
平成25年３月31日まで

企画調整部
企画課長
環境保全部
研究主幹
環境保全部
主査
自然環境部
研究主幹
自然環境部
主査

間野　勉

野口　泉

小野　理

西川洋子

玉田克巳

開催年月日 研究会名称 主な実施（検討）内容 参加人数
平成24年５月17日

平成24年５月31日
平成24年６月21日

平成24年６月29日
平成24年７月９日

平成24年７月13日

平成24年７月20日

平成24年７月30日

平成24年９月20日

平成24年10月11日

平成24年11月９日

平成24年12月26日

平成25年３月28日

環境教育研究会
（白衣レンジャープロジェクト）
環境教育研究会
環境教育研究会
（白衣レンジャープロジェクト）
ＲＳ・ＧＩＳ研究会
環境教育研究会
（サイエンスパーク展示プロジェクト）
平成24年度第一回対流圏オゾン等による
植物影響検討会
環境教育研究会
（サイエンスパーク展示プロジェクト）
環境教育研究会
（サイエンスパーク展示プロジェクト）
平成24年度第二回対流圏オゾン等による
植物影響検討会「越境大気汚染の影響
－北海道の農作物と樹木への影響は？－」
環境教育研究会
（環境科学展プロジェクト）
環境教育研究会
（白衣レンジャープロジェクト）
平成24年度第三回対流圏オゾン等による
植物影響検討会

環境教育研究会

授業実施に向けた企画内容打合せ

年間活動計画等
授業実施に向けた企画内容打合せ

活動報告、活動計画、役員体制について
イベント実施に向けた企画内容打合せ

昨年度活動結果と今年度の研究会の活動方針
について
イベント実施に向けた企画内容打合せ

イベント実施に向けた企画内容打合せ

東京農工大　伊豆田教授による講演

出展に向けた企画内容打合せ

授業実施を踏まえた改善点等に関する検討

北海道内農作物へ適したオゾン負荷装置の形
状について
来年度方針について
年間活動まとめ・今後の活動の体制等

７名

10名
６名

15名
９名

４名

６名

５名

19名

５名

５名

６名

７名

３　講演会、普及啓発事業等の開催（出展）
（1）研究会の開催

開催年月日 イベント名 主　な　実　施　内　容 開催場所 主催者
（2）普及啓発イベント等への出展

サイエンス・パー
ク2012

第７回環境科学展

札幌駅前通地
下歩行空間

札幌市青少年
科学館

北海道
道総研

札幌市

北海道の未来を創る科学技術振興のため、子供たちを
対象にしたイベントで、展示コーナーに出展。環境科
学研究センターの事業内容を紹介するポスターをヒン
トにクロスワードクイズを完成させるクイズ「環境オ
リンピックめざせ金メダル」を実施。
パソコンを使った環境クイズ等を行い、ブースには延
べ800人以上が来場。

平成24年８月１日

平成24年10月27日
～28日
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種　別
技術相談
技術指導
技術審査

223件
117件
68件

環境保全部  97件、自然環境部 126件
環境保全部  27件、自然環境部   90件
環境保全部  68件、自然環境部   ０件

件　数
（3）技術相談、技術指導、技術審査等の実施

（4）研修会、講習会の開催

平成24年６月29日

平成24年10月31日

平成24年11月１日

開催年月日 イベント名 主　な　実　施　内　容 開催場所 主催者 参加人数
15名

31名

22名

初心者向け
QGIS講習会

生態系保全研究
とGISの活用

QGISハンズオ
ンセミナー

地質研究
所会議室

環境科学
研究セン
ター大会
議室

地質研究
所会議室

RS・GIS
研究会

FOSS4G  
Hokkaido
実行委員
会 /環境
科学研究
センター
/RS・GIS
研究会
FOSS4G  
Hokkaido
実行委員
会 /環境
科学研究
センター
/RS・GIS
研究会

GIS未経験者・初心者を対象に、無料で使える
QGISというGISソフトのインストール方法と基本
操作について講習。
野生動物など生態系保全研究を進めているイタリ
アFaunalia社のPaolo博士を迎え、最近の研究成
果、特に研究分野へのGIS利用について紹介。北
海道の野生動物研究者からの事例紹介。

イタリアFaunalia社のPaolo博士に講師をお願い
し、GISを用いたデータ解析、モデリング機能な
どについて、基礎から、かなり踏み込んだ応用的
な手法まで幅広く紹介。

（5）視察者・見学者の受入

平成24年７月11日

平成24年７月12日

平成24年８月４日

平成24年８月９日

平成24年10月25日

平成24年12月19日

平成25年１月22日

平成25年２月１日

平成25年２月21日

教育・研究活動、大気汚染物質測定の施設、機
材、ヒグマの標本などを見学
視察研修。大気環境測定機器及び分析装置など
を見学
北海道のインターンシップ。大気関係の研究内容
の説明、ヒグマの生態について見学
北海道のインターンシップ。GIS、環境測定機器
の見学。
インターンシップ。地球温暖化の北海道への影
響、水環境、化学物質について説明、分析装置
などを見学
視察研修、温暖化の影響・オゾンの植物影響に
ついて説明、大気汚染物質の測定施設、ヒグマ、
エゾシカの生態について標本を見ながら説明
ヒグマ、エゾシカの保護管理について説明、お互
いの研究について意見交換。自然環境研究室及
びGIS研究室を見学説明

試作研修、ヒグマの生態について説明、解剖処
置室で標本などを見学意見交換
化学物質（PCB）の研究について説明、大気汚
染物質の測定施設、GIS研究室、ヒグマ、エゾシ
カの生態について標本などを見学

来所年月日 来　　　所　　　者 来所目的・実施内容等
札幌科学技術専門学校

一般社団法人日本産業機械工業会
優良環境装置協議会
北海道生物教育会

北海道環境生活部環境推進課

北海道札幌手稲高等学校

上士幌農業協同組合畑作部会

北海道大学院文学研究科
（北大が招聘したロシア連邦サハリン共和国
ロシア科学アカデミーシベリア支部寒冷地生
物問題研究所研究員２名ほか）
遠軽町役場

室蘭環境プラント㈱

計９件　77名

９名

15名

６名

２名

４名

９名

10名

７名

15名

（6）国際協力の実施（再掲）

平成24年８月28日
～９月７日

平成24年10月１日

平成25年１月22日

平成25年２月13日
～20日

インドネシア

札幌市

当センター

ロシア

実施年月日 行　　事　　名 対　応　者 開催場所

JIST-JICA　地球規模課題対応科学技術協力事業
（SATREPS）プロジェクト「インドネシアの泥
炭・森林における火災と炭素管理」におけるインド
ネシア，カリマンタン島，パランカラヤ市内および
市郊外における大気中ガスおよび粒子成分の測定
JICA平成24年度集団研修「共生による森林保全
コース」
ロシア連邦サハリン共和国ロシア科学アカデミーシ
ベリア支部寒冷地生物問題研究所研究員視察

第２回日露隣接地域生態系保全ワークショップおよ
びシホテ・アリン自然保護区視察

環境保全部　研究主幹
野口　泉　

自然環境部　研究主幹
宇野　裕之
環境・地質研究本部企画課長
間野　勉
自然環境部　研究主幹
宇野　裕之
道南地区野生生物室長
釣賀一二三
自然環境部　研究職員
近藤　麻実

18 19

ඹᅜࠉࠉ



事業֓要

種　別
技術相談
技術指導
技術審査

223件
117件
68件

環境保全部  97件、自然環境部 126件
環境保全部  27件、自然環境部   90件
環境保全部  68件、自然環境部   ０件

件　数
（3）技術相談、技術指導、技術審査等の実施

（4）研修会、講習会の開催

平成24年６月29日

平成24年10月31日

平成24年11月１日

開催年月日 イベント名 主　な　実　施　内　容 開催場所 主催者 参加人数
15名

31名

22名

初心者向け
QGIS講習会

生態系保全研究
とGISの活用

QGISハンズオ
ンセミナー

地質研究
所会議室

環境科学
研究セン
ター大会
議室

地質研究
所会議室

RS・GIS
研究会

FOSS4G  
Hokkaido
実行委員
会 /環境
科学研究
センター
/RS・GIS
研究会
FOSS4G  
Hokkaido
実行委員
会 /環境
科学研究
センター
/RS・GIS
研究会

GIS未経験者・初心者を対象に、無料で使える
QGISというGISソフトのインストール方法と基本
操作について講習。
野生動物など生態系保全研究を進めているイタリ
アFaunalia社のPaolo博士を迎え、最近の研究成
果、特に研究分野へのGIS利用について紹介。北
海道の野生動物研究者からの事例紹介。

イタリアFaunalia社のPaolo博士に講師をお願い
し、GISを用いたデータ解析、モデリング機能な
どについて、基礎から、かなり踏み込んだ応用的
な手法まで幅広く紹介。

（5）視察者・見学者の受入

平成24年７月11日

平成24年７月12日

平成24年８月４日

平成24年８月９日

平成24年10月25日

平成24年12月19日

平成25年１月22日

平成25年２月１日

平成25年２月21日

教育・研究活動、大気汚染物質測定の施設、機
材、ヒグマの標本などを見学
視察研修。大気環境測定機器及び分析装置など
を見学
北海道のインターンシップ。大気関係の研究内容
の説明、ヒグマの生態について見学
北海道のインターンシップ。GIS、環境測定機器
の見学。
インターンシップ。地球温暖化の北海道への影
響、水環境、化学物質について説明、分析装置
などを見学
視察研修、温暖化の影響・オゾンの植物影響に
ついて説明、大気汚染物質の測定施設、ヒグマ、
エゾシカの生態について標本を見ながら説明
ヒグマ、エゾシカの保護管理について説明、お互
いの研究について意見交換。自然環境研究室及
びGIS研究室を見学説明

試作研修、ヒグマの生態について説明、解剖処
置室で標本などを見学意見交換
化学物質（PCB）の研究について説明、大気汚
染物質の測定施設、GIS研究室、ヒグマ、エゾシ
カの生態について標本などを見学

来所年月日 来　　　所　　　者 来所目的・実施内容等
札幌科学技術専門学校

一般社団法人日本産業機械工業会
優良環境装置協議会
北海道生物教育会

北海道環境生活部環境推進課

北海道札幌手稲高等学校

上士幌農業協同組合畑作部会

北海道大学院文学研究科
（北大が招聘したロシア連邦サハリン共和国
ロシア科学アカデミーシベリア支部寒冷地生
物問題研究所研究員２名ほか）
遠軽町役場

室蘭環境プラント㈱

計９件　77名

９名

15名

６名

２名

４名

９名

10名

７名

15名

（6）国際協力の実施（再掲）

平成24年８月28日
～９月７日

平成24年10月１日

平成25年１月22日

平成25年２月13日
～20日

インドネシア

札幌市

当センター

ロシア

実施年月日 行　　事　　名 対　応　者 開催場所

JIST-JICA　地球規模課題対応科学技術協力事業
（SATREPS）プロジェクト「インドネシアの泥
炭・森林における火災と炭素管理」におけるインド
ネシア，カリマンタン島，パランカラヤ市内および
市郊外における大気中ガスおよび粒子成分の測定
JICA平成24年度集団研修「共生による森林保全
コース」
ロシア連邦サハリン共和国ロシア科学アカデミーシ
ベリア支部寒冷地生物問題研究所研究員視察

第２回日露隣接地域生態系保全ワークショップおよ
びシホテ・アリン自然保護区視察

環境保全部　研究主幹
野口　泉　

自然環境部　研究主幹
宇野　裕之
環境・地質研究本部企画課長
間野　勉
自然環境部　研究主幹
宇野　裕之
道南地区野生生物室長
釣賀一二三
自然環境部　研究職員
近藤　麻実
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循環資源利用促進税研究開発補助事業審査委員会【循環型推進課】
循環資源利用促進税補助事業審査委員会　　【循環型推進課】
北海道リサイクル製品認定審査委員会　　　【循環型推進課】
航空機騒音常時監視システム賃貸借公募型プロポーザル審査
委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　【環境推進課】
大気環境汚染常時監視システム賃貸借契約公募型プロポーザ
ル審査会　　　　　　　　　　　　　　　　　【環境推進課】
北海道希少野生動植物保護対策委員会　　　　【自然環境課】

エゾシカ保護管理検討会　指数検討部会及び計画推進部会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【エゾシカ対策室】
エゾシカ保護管理検討会

希少野生動植物保護対策検討委員会　植物専門部会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自然環境課】

「生物多様性保全の森林」検討委員会　【水産林務部治山課】

北海道外来種対策検討委員会　　　　　　　　【自然環境課】
釧路総合振興局管内エゾシカ対策連絡協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【釧路総合振興局】
平成24年度北海道ヒグマ保護管理検討会　　　【自然環境課】

石狩振興局管内エゾシカ対策連絡協議会　　　【石狩振興局】
渡島半島地域ヒグマ対策協議会幹事会　　　　【自然環境課】
環境省酸性雨測定局における国内検証グループ　　【環境省】
環境省オゾン植物影響モニタリング手法検討会　　【環境省】
越境大気汚染・酸性雨対策検討会（大気分科会）　【環境省】
汽水湖調査検討会　　　　　　　　　　　　　　　【環境省】
ダイオキシン類環境測定調査受注資格審査検討会　【環境省】
北海道開発局ダイオキシン類精度管理検討会　【国土交通省】
平成24年度知床世界自然遺産地域科学委員会　
エゾシカ・陸上生態系ワーキンググループ　　　　【環境省】
平成24年度知床世界自然遺産地域科学委員会　適正利用エコ
ツーリズムワーキンググループ　　　　　　　　　【環境省】
大雪山・日高山脈森林生態系保護地域管理委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【北海道森林管理局】
平成24年度野生生物保護対策検討会エトピリカ保護増殖分科会【環境省】
平成24年度野生生物保護対策検討会ウミガラス保護増殖分科会【環境省】
平成24年度重要生態系監視地域モニタリング推進事業（海鳥
調査）検討会　　　　【環境省（委託先：山階鳥類研究所）】
野生生物保護対策検討会　　　　　　　　　　　　【環境省】
小樽市環境審議会
江別市環境審議会
岩見沢市中間処理施設建設工事総合評価審査委員会
岩見沢市一般廃棄物中間処理施設建設に係る技術審査会
恵庭市焼却施設検討専門部会
しれとこ100平方メートル運動地森林再生専門委員会議【斜里町】
西興部村猟区管理運営委員会　　　　　　　　　【西興部村】
札幌市環境審議会
札幌市環境影響評価審議会
原生花園あやめヶ原ヒオウギアヤメ保護育成対策協議会【厚岸町】

委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員

意 見 発 表 者
意 見 発 表 者
委 　 　 員
専 門 委 員
専 門 委 員
委 　 　 員
W G 構 成 員
委 　 　 員
委 　 　 員

委 　 　 員
委 　 　 員
オブザーバー
オブザーバー
幹事会構成員
委 　 　 員
委 　 　 員
検 討 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
特 別 委 員

特 別 委 員

委 　 　 員

検 討 委 員
オブザーバー
検 討 委 員

検 討 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
構 成 員
アドバイザー
専 門 委 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員
委 　 　 員

環 境 保 全 部 長
環 境 保 全 部 長
環 境 保 全 部 長
環 境 保 全 部 長
研 究 主 任
研 究 主 幹
研 究 主 任
研 究 主 幹
主 査
研 究 主 幹

研 究 主 任
研 究 主 任
研 究 主 幹
主 査
研 究 主 任
研 究 主 幹
主 査
主 査
研究主幹兼道東
地区野生生物室長
企 画 課
道南地区野生生物室長
研 究 職 員
研 究 主 幹
道南地区野生生物室長
研 究 主 幹
研 究 主 幹
研 究 主 幹
研 究 主 幹
研 究 主 任
研 究 主 任
企 画 課 長
研 究 主 幹
企 画 課 長

研 究 主 幹

主 査
主 査
主 査

主 査
環 境 保 全 部 長
環 境 保 全 部 長
研 究 主 幹
研 究 主 幹
主 査
研 究 主 幹
研 究 主 幹
研 究 主 幹
研 究 主 幹
研 究 主 任

髙橋　英明
髙橋　英明
髙橋　英明
髙橋　英明
山口　高志
秋山　雅行
山口　高志
宇野　裕之
玉田　克巳
宇野　裕之

稲富　佳洋
上野真由美
西川　洋子
島村　崇志
稲富　佳洋
西川　洋子
島村　崇志
小野　　理

宇野　裕之
間野　　勉
釣賀一二三
近藤　麻実
宇野　裕之
釣賀一二三
野口　　泉
野口　　泉
野口　　泉
三上　英敏
姉崎　克典
姉崎　克典
間野　　勉
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企 画 課 長
企 画 課 長
企 画 課 長
研 究 主 幹
研 究 主 幹
主 査
主 査
道南地区野生生物室長
研 究 主 幹
研 究 主 任
研 究 主 幹
研 究 主 幹
研 究 主 任
研 究 主 任

主 査

主 査
研 究 主 任
研 究 主 任
研 究 主 幹

研 究 主 幹

研 究 主 幹

主 査

研 究 主 任

企 画 課 長

企 画 課 長

企 画 課 長

道南地区野生生物室長

企 画 課 長

釣賀一二三
近藤　麻実
釣賀一二三
釣賀一二三
野口　　泉
野口　　泉
野口　　泉
野口　　泉
永洞真一郎
姉崎　克典
芥川　智子
芥川　智子
五十嵐聖貴
石川　　靖
阿賀　裕英
沼辺　明博
石川　　靖
間野　　勉
間野　　勉
間野　　勉
宇野　裕之
宇野　裕之
玉田　克巳
長　　雄一
釣賀一二三
野口　　泉
山口　高志
福山　龍次
野口　　泉
山口　高志
山口　高志

五十嵐聖貴

小野　　理
姉崎　克典
姉崎　克典
宇野　裕之

宇野　裕之

宇野　裕之

長　　雄一

稲富　佳洋

間野　　勉

間野　　勉

間野　　勉

釣賀一二三

間野　　勉

そ　
　
　
　

の　
　
　
　

他

学　
　

会　
　

関　
　

係

市
町
村
等
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［５］　刊行物発行

［６］　研修生及び研究生等の受入れ

名　　　　　　称 発行年月 発行部数 特　　集　　内　　容

研　修　期　間 課　　　題　　　名 研究生所属大学 指導担当者

北海道及び周辺海域に生息する野生生物中のダイ
オキシン類、PCBs等の残留性有機汚染物質の汚
染状況を調査・研究
元国指定天然記念物静狩湿原の荒廃と生物多様性
の損失に関する研究
北海道の湿原における植物・植物群落からみた生
物多様性の損失に関する研究
北海道における有機性資源発生量とその再資源化
効果の算定
安定同位体比分析による北方領土と北海道ヒグマ
の食性比較
北海道のヒグマにおける栄養状態評価方法の検討

北海道大学院環境
科学院

北海道大学大学院
農学院
北海道大学農学部

北海道大学大学院
地球環境科学研究院
北海道大学農学部

北海道大学獣医医
学部

環境保全部科学物質Ｇ
研究主任

環境保全部情報・水
環境Ｇ主査（環境GIS）
環境保全部情報・水
環境Ｇ主査（環境GIS）
環境保全部情報・水
環境Ｇ主査（環境GIS）
自然環境保部保護管
理Ｇ研究主幹
自然環境保部保護管
理Ｇ研究主幹

平成24年４月２日
　～平成25年３月31日

平成24年４月19日
　～平成25年３月31日
平成24年４月19日
　～平成25年３月31日
平成24年６月15日
　～平成25年３月31日
平成24年７月10日
　～平成25年３月29日
平成24年７月10日
　～平成25年３月29日

研　修　期　間 課　　　題　　　名 研究生所属大学 指導担当者

「湿地の植生変化とその環境要因の解明－サロベ
ツ湿原を例に－」におけるＧＩＳ解析についての
技術習得

北海道大学北方生
物圏フィールド科
学センター

環境保全部情報・水
環境Ｇ主査（環境GIS）

平成24年４月13日
　～平成25年３月31日

１　研修生受入れ

２　研究生受入れ

実　習　期　間 実　　習　　内　　容 所　　属 指導担当者

環境GIS、自然環境、環境教育実習

エゾシカの相対密度把握手法開発及び天然林の被
害評価手法開発に係る研究調査、ライトセンサス
（夜間、エゾシカの出没状況把握）調査
地理情報（ＧＩＳ）処理について、生物分布デー
タの入力から地図化、リモートセンシングデータ
の活用

北海道札幌工業高
等学校（３名）
山形大学理学部地
球環境学科

東海大学物理工学
部海洋生物科学科

環境保全部研究主任・
自然環境部主査ほか
自然環境部道東地区
野生生物室研究主任

環境保全部情報・水
環境Ｇ主査（GIS）

平成24年７月30日
　～平成24年８月１日
平成24年９月３日
　～平成24年９月７日

平成24年８月27日
　～平成24年８月31日

３　実習生受入れ

環境科学研究センターニュース
えころぶ北海道　第28号

環境科学研究センターニュース
えころぶ北海道　第29号

環境科学研究センターニュース
えころぶ北海道　第30号

環境科学研究センターニュース
えころぶ北海道　第31号

地域に根ざした環境教育を目指して

野生生物との共存を考える

汽水湖研究

化学物質と海棲ほ乳類

平成24年４月

平成24年７月

平成24年10月

平成25年１月

  1,000

  1,000

  1,000

  1,000

環境科学研究センター所報  第２号（通巻第38号） 平成24年９月 550

日本クマネットワーク 保護管理推進委員
北海道地区代表地区委員

道南地区野生生物室長
道南地区野生生物室長

釣賀一二三
釣賀一二三

そ
の
他

＊　平成24年度中の参加について記載　　職名は、平成25年３月末現在
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北海道における大気中微小ཻ子1M2�5中のແ機元素成分

１ɽ͡Ίʹ

2�5μ̼Ҏ下の微小ཻ子状物質（1M2�5）は、ഏのਂܘཻ　
部まで入り易く、健康影響が懸೦され、大気中質量濃度と
して環境基準（年平ۉ濃度15μg/m3）が定められているɻ
その平成23年の一ൠ環境測定ہにおける全国平１ۉ）は15�4 
μg/m3と環境基準値をえており、全国的に更なる低減が
ඞ要な状況で͋るɻまた1M2�5は様々な有害物質を含有し
ていると考えられており、含有成分についての調査研究は
重要で͋るɻ加えて含有成分から発生源寄与に関する情報
をಘることが可能で͋り、特にແ機元素は、1M2�5の発生
源寄与評価の指標としてしばしば用いられ、この情報は
1M2�5の低減対策のために極めて重要で͋るɻ
　ແ機元素には、発がんリスクを࣋つものも͋るɻ例えば
Asは発がん性を࣋つことが知られ、ੈ 界保健機構（W)O）
によるユニットリスクは1�5ʷ10－3（μg/m3）－1で͋るɻこれ
は１ng/m3の濃度に一生֔മ࿐した場合、ඦສਓのうち1�5
ਓが、がんを発する危ݥ性が͋るということを意ຯするɻ
このため、AsおよびNiは、環境লにより指値（環境中
の有害大気汚染物質による健康リスクの低減を図るための
指となる年平ۉ値）がそれͧれ、６ng-As/m3、25 ng-
Ni/m3と設定されているɻ発がん物質にはᮢ値は存ࡏせͣ、
たとえ͝く低濃度で͋ͬてもമ࿐すれば発がんの危ݥが૿
すことから、で͖る限り低濃度で͋ることがましいɻま
た、SCの化合物には発がん性をٙわれるものも存ࡏし、

近年都市域における大気中SCが健康影響面で目されて
いる２）ɻ
　これらのことから、զ々は大気中ແ機元素について、発
生源寄与評価の指標としての面と健康影響の面から調査研
究を進めているɻ本報告では、北海道で採取した２ि間
採取による通年の1M2�5試料について、2007 ～ 2012年度の
1M2�5濃度の推移、ແ機元素成分濃度の地域差季節変動
を中৺に報告するɻ

２ɽ調査ํ๏

２ɽ１　ࢼྉ࠾औ
　1M2�5試料採取地点は、図１にࣔす通りで͋るɻ都市部
として、札幌市内の（地ಠ）北海道立総合研究機構環境科
学研究センター上（Ҏ下札幌ɿ141˃20˄E、43˃05˄N、
海ൈ13̼）、Ѵ川市所第三庁ࣷ保健所౩上（Ҏ下Ѵ川ɿ
142˃22˄E、43˃46˄N、海ൈ112̼）、室འ市内のྠ西地
区常時監視測定ہ（Ҏ下室འɿ141˃01˄E、42˃20˄N、
海ൈ３̼）、釧路総合ৼࣷہڵ上（Ҏ下釧路ɿ144˃23˄
E、42˃59˄N、海ൈ40̼）で͋るɻまた、非都市部の
試料採取地点は、江差ொ内の檜山ৼࣷہڵ上（Ҏ下江差ɿ
140˃08˄E、41˃52˄N、海ൈ40̼）、根室市内ೆ西部
の落石ິ地球環境モニタリングステーション（Ҏ下落石ɿ
144˃23˄E、42˃59˄N、海ൈ27̼）で͋るɻ

ւಓに͓͚るେؾதඍখཻ1ࢠ.���தのແݩػૉ

ʵ����ʙ����の݁果ΑΓʵ

大塚英幸、秋山雅行、芥川智子

要 　　　　約

　微小ཻ子状物質（1M2�5）試料の採取を札幌、室འ、Ѵ川、釧路の֤都市部および非都市部域で͋る江差
および落石において行い、1M2�5質量濃度のଞ、それに含まれるແ機元素成分の֤濃度について調査したɻ
その結果、1M2�5の2007 ～ 2012年度の平ۉ濃度は、非都市部で͋る落石では5�6μg/m3、都市部の札幌では
9�5μg/m3、室འでは14�7μg/m3となり、都市部ではバックグラウンド濃度に地域内で発生するཻ子が加わる
ことで上せされると考えられたɻແ機元素成分の中でもMn、'e、Ni、Asおよび1Cは室འで高く、業
地域からの発生がࣔࠦされたɻAsの大気中濃度は室འの冬において高く、今後の推移を意するඞ要が͋
ると考えられたɻ一方、;n、CdおよびSCは都市部に共通して高く、都市のਓҝ発生源の影響が、またVは
ଠ平洋側で非都市部も含めて高く、ધഫ排気の影響が推測されたɻ

Key Words: 1M2�5、インパクタ、ແ機元素、都市部、非都市部
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（Agilent 7700Y）を用い、内標準法により定量したɻ

３ɽ݁Ռͱ考

　表１および図２に、֤地点における1M2�5年平ۉ濃度の
推移をࣔすɻ

３ɽ１　֤ͷ1.2�5ೱ度ͷൺֱ
　全期間（釧路は2009 ～ 2012）の平ۉ濃度は14�7μg/m3

と室འが最も高く、Ѵ川、札幌および釧路はそれͧれ12�3、
9�5および8�3μg/m3と、より低い濃度で͋ͬたɻ非都市部
で͋る日本海側の江差と落石の濃度を比較するとそれͧれ
7�0μg/m3、5�6μg/m3で͋ͬたɻ江差の濃度は落石よりもए
高く、これは西からのӽ境汚染による影響の可能性が考ׯ
えられるɻまた、これらの非都市部で観測された濃度と都
市部での濃度を比較すると都市部が高い向に͋るɻこの
ことから、北海道の1M2�5のバックグラウンド濃度は֓Ͷ
５－７μg/m3程度で͋り、֤都市部ではそれͧれの地域内
で発生するཻ子が加わることで濃度が上せされていると
推測されるɻ6年間の濃度推移に関しては、２ɽ３ɽ２でड़
たとおりട量条件の影響に意がඞ要で͋るが、全体に
低下向が見られたɻ

２ɽ２　ࢼྉ࠾औํ๏
　試料の採取はローϘリュームエアサンプラー（新宅機ց
作所）を改良したものを用い、吸Ҿ流量20L/minの条
件で石英ણҡΖࢴ上に２ि間または半݄の࿈ଓ採取を行ͬ
たɻまた、ཻ子の分ڃにはニールインパクタ（東ژダイレ
ック）を用い、ཻ10ܘμmҎ上、2�5 ～ 10μm、2�5μmҎ
下の３ஈ階（ཻ֤ܘは50ˋカット）で分ڃ・採取を行ͬたɻ
本報告では、2�5μmҎ下、すなわち1M2�5についてのみ報告
するɻ

２ɽ３　ଌఆ߲͓Αͼੳํ๏

２ɽ３ɽ１　ଌఆ߲
　採取した試料について、1M2�5質量濃度の測定のଞ、札幌、
Ѵ川、室འ、落石の2007から2011年度までの５年間の試料
についてແ機元素（V、Mn、'e、Ni、;n、As、Cd、SC
および1C）の分析を行ͬたɻ

２ɽ３ɽ２　Ζࢴͷടྔ͓Αͼ1.2�5தແݩػૉͷଌఆ
　Ζࢴのട量は、20ˆ、50ˋ（2011年１݄の試料より21�5 
ˆ、35ˋに変更）の߃温߃湿室において、試料採取の前後
それͧれ24時間Ҏ上߃量にした後に行い、1M2�5質量濃度
をࢉ出したɻ本報告の採取法は公定法３）とはҧい、採取
期間が長いことにより、特にՆには揮発性成分の揮散のた
め過小評価している可能性が͋るɻまた、上هの様に温度
および湿度について測定条件が期間により異なͬており、
この条件変更による水分量の差ҧが質量濃度に影響してい
る可能性が͋るɻこれらのことから、季節別の向および
長期の変動を評価する場合には、意がඞ要で͋るɻ
　ແ機元素の分析は、採取したΖࢴの１/ ８（都市部試料）
ຢは１/ ４（非都市部試料）を、ѹ力分解置を用いて、
;ͬ化水素酸－硝酸－過酸化水素分解し、乾固ŋ再溶解
の後、IC1－AES（Varian 710-ES） お よ びIC1－MS

３ɽ２　1.2�5͓Αͼແݩػૉ成ͷେؾதೱ度
　図３に、札幌、Ѵ川、室འおよび落石における1M2�5お
よびແ機元素成分の大気中濃度変化をࣔすɻ都市部におけ
る1M2�5濃度は、毎年の向としてՆに低く、冬から春に
かけ高い向で͋り、Ѵ川と室འでは、特に冬に݄平ۉ濃
度が環境基準値（年平ۉ値）の15μg/m3を上回る状況で͋
ͬたɻ冬の1M2�5が高濃度で͋る要因の一つとして、特に
Ѵ川のような内陸部では、冬の一ൠ的な向として์ࣹྫྷ
٫により大気状態が安定となり、都市内部で発生した大気
汚染物質が拡散しにくい状況が考えられるɻ
　ແ機元素成分のうち、Mn、'e、Ni、Asおよび1Cは室
འでଞ都市を大͖く上回る濃度で検出され、NiҎ外の４
元素は特に鉄߯業関࿈の場方面からの風がӽする秋か

図1　試料採取地点

図1　1M2�5濃度の推移
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北海道における大気中微小ཻ子1M2�5中のແ機元素成分

ら冬にかけて濃度が上ঢする向が毎年みられたɻこのこ
とから、これらの元素は、鉄をはじめとする重業から
発生する微小ཻ子に多く含まれていることがࣔࠦされる
と同時に、発生源推定の重要な指標になると考えられるɻ
Mn、'e、Asおよび1Cの室འにおける冬の濃度は、2008
年に最高値をࣔし、Ҏ降は特に1Cの濃度が低下しているɻ
　また、Vは６－７݄を中৺にଠ平洋側の室འと落石で高
濃度がみられ、札幌においても同時期にएׯ上ঢしていたɻ
特に落石は、近に大͖な固定発生源はແいにもかかわら
ͣ毎年濃度が高かͬたɻ

３ɽ３　1.2�5͓Αͼແݩػૉ成ͷقઅผ平ۉೱ度
　図４に、札幌、Ѵ川、室འおよび落石における1M2�5お
よびແ機元素成分の季節別平ۉ濃度をࣔすɻ季節は、春ɿ
３－５݄、Նɿ６－８݄、秋ɿ９－11݄、冬ɿ12－２݄と
区分けしたɻ前ड़のとおり都市部における1M2�5濃度の変動
とは異なり、落石では春に高く、Ն～冬はほ΅一定で͋ͬたɻ
　ແ機元素成分濃度については、前ड़のとおり室འにおい
てMn、Ni、Asおよび1Cは造業からの影響がえるɻし
かし、Niはଞの３元素と異なり明確な季節変動をࣔさない
ことから、異なる発生源の影響をडけていることがࣔࠦさ
れるɻまた、Asは、指値の１/ ４では͋るが、室འの冬
の大気中平ۉ濃度が1�5ng-As /m3と高かͬたɻ発がん性を
有する元素の中ではAsが最もリスクが高い状況で͋り、
今後の推移を意していくඞ要が͋るɻ
　また、;n、CdおよびSCの季節別平ۉ濃度は、室འと札幌・
Ѵ川とで大差なく、重業の有ແを問わͣ、֤都市で共通
したこれらの元素の発生源が存ࡏすることをࣔしているɻ
このうち;nとCdは秋から春にかけ濃度が高く、Նは低く
なる向が見られたɻ;nは५油タイϠトレッドなͲ
のఴ加剤として広く用いられており、廃油廃タイϠをは
じめとする廃棄物の೩মから発生すると考えられるɻまた、
Cdは͝みম٫փ中に比較的多く含まれる４）ことから、こ
れも廃棄物ম٫由来がओと考えられるɻこのような廃棄物
೩ম由来の元素が、比較的大気が安定することが多い冬に

濃度が上ঢすると考えられたɻこれに対し、SCは札幌で
はՆにも͋まり濃度の低下をࣔさなかͬたɻSCはカーテ
ン等ણҡ、プラスチック品等に೩剤として使用されて
おり、SCの発生源として、これら೩剤を含む廃棄物の
೩মが考えられるが、このଞには自動車のブレーキパッド
にఴ加された೩剤由来のブレーキ粉じんとして発生する
５）ことが明らかになͬているɻ特に高速度ӡసからのブ
レーキング時に多くの粉じんが発生することが報告されて
おり５）、また、これまでの研究から、トンネル内の調査で
ՆにSC濃度が高いことがೝめられている６）ɻこの原因とし
て、北海道のような積雪寒ྫྷ地において、自動車走行状況
が季節により大͖く異なり、Նは冬に比較して高速度ӡస
が多く、それに伴いブレーキパッドの摩量もՆに多くな
ると考えられるɻ一方、冬にはブレーキ粉じん由来のSC
発生量は少ないと考えられるが、大気状態が安定なため大
気中濃度が高くなると考えられるɻすなわち、Նは自動車
からの発生量が多いこと、冬は大気が安定なことが要因と
なり、結果的に季節変動が比較的少なくなͬていると考え
られたɻ
　図５に、札幌、Ѵ川、室འおよび落石における1M2�5中
のແ機元素比をࣔすɻແ機元素比は、様々な発生源の影響
をࣔす指標として用いられており７～ 16）、1C/ ;n比は石炭
೩মの、V/Mn比は重油೩মの指標として用いることがで
͖るɻ近年の研究によると、1C/;n比は総浮遊ཻ子状物質

（TS1）の場合、国内ى源で0�2 ～ 0�3、石炭೩মの影響を
よりڧくडけている場合0�5 ～ 0�6程度で͋ると推測されて
いる15）ɻまた、V/Mn比は地֪中の存ࡏ比は0�16で͋るが、
石炭೩ম由来のMnの影響をडけた場合には低く、0�05程
度が報告されており、重油೩মによるVの影響をडけると
逆に高くなると推定されている15）ɻ
　1C/;n比の結果を見ると、室འでは冬を中৺にしばしば
0�5をえるなͲଞ地点より高い向が見られ、石炭を原
料として使用する鉄߯業の影響がうかがわれたɻこの比は
落石でも冬に高くなり、石炭೩ম系発生源の影響がࣔࠦさ
れたが、近には大͖な発生源は存ࡏしないことから長距

表1　2007 ～ 2012年度の1M2�5年平ۉ濃度および݄平ۉ濃度ൣғ
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離輸送による影響の可能性が高いと考えられたɻ
　V/Mn比は、落石ではV濃度が高いことに加え、海に近
く周辺の植生が密で͋り、Mnのڅڙ源としての土壌の寄
与が小さいɻこれらのことから、都市部と比較して極に
V/Mn比が高かͬたɻV/Mn比はいͣれの地点もՆに高く、
Նに重油೩মの寄与が上ঢしていることがࣔࠦされたɻな
お、都市部の中ではV/Mn比は札幌が高くなͬているɻこ
れは、V濃度は室འが最も高いが、近の発生源より排出
されるMnの影響の方が大͖いため、室འの比は札幌のそ
れを下回ͬたためで͋るɻ
　Vは、小型ϘイラーなͲに使用されるA重油にはそれほ
Ͳ多くは含まれないɻ重油火力発電等で使用される場合で
も排出Ψス規制への対応のため、ばいじんの発生が抑制さ
れているɻこれらのことから、暖・څ湯および発電から
のV発生量はそれほͲ多くないと考えられるɻ一方、೩料
油中硫ԫ分のみの規制で͋るધഫ、特に大型ધの೩料なͲ
に使われる重質重油の೩ম排気ཻ子には、VがA重油೩ম
の100ഒ程度で͋るˋオーダーの極めて高い濃度で含まれ
ており17）、大型ધഫからのV排出量が大͖いことが予測さ
れるɻ海洋策研究ஂࡒによると、海上における大気汚染
物質の排出に関する՟物ધ漁ધなͲの排出Ψスの寄与計
から、北海道近海ではଠ平洋側で排出が多いことが報告ࢉ
されている18）ɻまた、過去の北海道内都市域における浮遊
ཻ子状物質（S1M）の調査結果19）より、ଠ平洋側の都市
で͋る釧路においてもՆにVの濃度上ঢを観測しているɻ
これらのことから、Նのଠ平洋側では、落石のようにV濃
度が高いことが推測されるɻ
　図６に֤測定点におけるVとNiの相関をࣔすɻNiはVと
ともに重油もしくはその原料となる原油に広く含まれる元
素で͋るが、都市部における相関係数はいͣれも落石に比
較して低く、様々な発生源の存ࡏをࣔࠦしているɻ特に室
འではNiが高い試料が多く見られ、Vの発生源とは別の、
Niを多く含むཻ子の発生源の存ࡏがࣔࠦされるɻ
　一方、落石ではVとNiの相関がほ΅線関係となͬてい
るɻこのことは、VとNiが同一の発生源から排出されてい
ることをࣔࠦしているɻまた、V/Ni比は2�6程度で͋り、
重質重油を೩料とした大型ધ排気の値（2�7）18）に近いɻ
特にଠ平洋側において、Նにはଠ平洋高気ѹの力が北海
道まで広がり、ೆ風がओとなるɻそのため、海側からの影
響をڧくडけて大気中V濃度が上ঢし、この原因としては
大型ધ等による重質油೩ম等の影響が大͖いと推測され
たɻこのことについては、今後さらに解析を進め৻重に検
討したいɻ

4ɽ͓ΘΓʹ

　1M2�5試料の採取を都市部および非都市部において実ࢪ

したɻ1M2�5濃度は、室འでは６年間の平ۉ値が14�7μg/m3

と環境基準値に近い値で͋り、またAsの冬の平ۉ値は指
値の１/ ４では͋るがଞ地点より高いことが明らかとな
り、今後も推移を意するඞ要が͋るɻ;n、CdおよびSC
は都市部で高く、都市部に共通する汚染として目してい
くඞ要が͋るɻVは非都市部の落石でも高濃度で͋ること
が判明し、この要因としてはધഫからの発生が考えられるɻ
また、VNiについては摩周湖の水質に対し大気からの負
荷が指ఠされており20）、北海道全域へのਓҝى源大気汚染
の影響についてさらに調査がඞ要で͋るɻ
　このように、今回の調査結果から1M2�5の発生に関して、
都市部のਓҝ発生源は基より、海洋上のધഫ、͋るいは大
陸からの長距離輸送についても考慮するඞ要が͋ることが
ೝめられたɻ今後は、さらに発生源情報を収集した上で、
ແ機元素を含む成分濃度情報を活用し、発生源寄与を推定
することにより、1M2�5濃度の低減にඞ要な知見を積し
て行͖たいɻ

ँࣙ
　試料採取に͋たり、落石ॅࡏのୌ田隆ࢯおよび千石勝
Ѵ川市環境部環境対策՝佳境対策係、室འ市生活環境、ࢯ
部環境՝、ৼ総合ৼہڵ保健環境部環境生活՝地域環境
係、釧路総合ৼہڵ保健環境部環境生活՝地域環境係及び
檜山ৼہڵ保健環境部環境生活՝地域環境係のօ様に多大
なڠ力をͬࣀたɻهしてਂくँײの意をࣔしますɻまた、
本研究の一部は、ಠ立行法ਓ国立環境研究所地球環境セ
ンターのडୗ研究として行ͬたもので͋るɻ関係者のօ様
にਂくँײகしますɻ
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&lements in P.2.� in Hokkaido
ʵ3esults of F: 200�-2012ʵ

OTS6,A )ideyuki, A,I:AMA Masayuki and 
A,6TAGAWA Tomoko

ACstract
　'ine particulate matter （1M2�5） samples Xere collected 
from urCan sites （Sapporo, Muroran, AsahikaXa, and 
,ushiro）, and from remote sites （Esashi and Ochiishi）� 
The Cehavior of 1M2�5 and inorganic elemental 
components in 1M2�5 are discussed� The results include 
mean 1M2�5 concentrations of 5�6 and 7�0μg/m3 for 
': 2007 and ': 2012, respectively, in Ochiishi and 
Esashi, Xhich are remote sites� On the contrary, mean 
concentrations of 14�7 and 9�5μg/m3, respectively, Xere 
oCserved in the urCan sites, Muroran and Sapporo� 
The mean concentrations of 1M2�5 at urCan sites Xere 
high due to the e⒎ects of a variety of urCan emissions 
of particulate matter� Concerning inorganic elemental 
components, high concentrations of Mn, 'e, Ni, As, and 
1C in Muroran Xere caused Cy heavy industrial activity 
in these areas� Moreover, it is necessary to monitor the 
Cehavior of As in Muroran in the future, since the mean 
concentration of As Xas high during Xinter� In addition, 
similar high-level concentrations of ;n, Cd, and SC Xere 
oCserved at all urCan sites due to the e⒎ects of the same 
types of anthropogenic emissions� 'urthermore, high 
concentrations of V Xere oCserved near the 1acipc coast 
not only at urCan sites Cut also at a remote site, Cape 
Ochiishi� It Xas suggested that V Xas transported from 
the emissions of vessels in the 1acipc Ocean�

26 27



環境科学研究センター所報　第３号　2013

0

5

10

15

20

25

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

μ
/

3
PM2.5

0
1
2
3
4
5
6
7

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3

V

0

5

10

15

20

25

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3

Mn

0

200

400

600

800

1000

1200

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3

Fe

0
1
2
3
4
5
6
7

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3

Ni

0

20

40

60

80

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3

Zn

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3

As

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3
Cd

0.0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3

Sb

0
5

10
15
20
25
30
35
40

07
.4 7 10

08
.1 4 7 10

09
.1 4 7 10

10
.1 4 7 10

11
.1 4 7 10

12
.1

n
/

3

Pb

図3　1M2�5及びແ機元素の大気中濃度変動
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北海道における大気中微小ཻ子1M2�5中のແ機元素成分

図4　ＰＭ2�5及び成分の季節平ۉ値

図5　1M2�5中のແ機元素比
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図6　都市部と落石におけるVとNiの相関
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環境科学研究センターでඋしている「北海道野生生物分布データベース（鳥類）」の֓要と使用文献リスト

１ɽ͡Ίʹ

　野生生物種の分布の調査は、経අ・࿑力・能力等の制
から、自力でಘられるデータが限られるɻその一方で、Ҏ
前から様々なओ体によͬて多様な調査が実ࢪされ、文
報告ॻ等が作成されているɻこれらの情報を集すること
で分布の֓要をѲすることがで͖るɻ
　環境科学研究センターでは、1994年の画像解析及び地理
情報システム（ＧＩＳ）導入をܖ機として、北海道内の自
然環境情報の総合的な活用システムの検討を開࢝した１）ɻ
その検討を౿まえ、北海道及び北海道立総合研究機構の事
業の一環として、文献等からಘられる情報をもとに、植物
では高等植物、動物では哺乳類、鳥類、྆生類、ᗡ虫類、
魚類、一部の昆虫を対に、野生生物種の分布に関するデ
ータベースの構築を進めて͖たɻ
　このデータベースは「北海道野生生物分布データベース」

（Ҏ下、分布ＤＢというɻ）とশし、当センターでの研究に
使用するほか、国・道なͲの行機関内でのࢪ策検討のた
めの情報としてఏڙして͖たɻしかし、分布ＤＢのデータ
源になͬた文献のリストは公表していなかͬたɻ近年は、
大学等の研究機関との共同研究において分布ＤＢを活用す
る機会が૿えつつ͋り、データ源の文献リストの情報がඞ
要となͬているɻ
　分布ＤＢのデータ源で͋る文献リストは、これまで理
がෆ十分で͋り、分類群͝とに再理を進めるඞ要が͋ͬ
たɻここでは最ॳの取り組みとして、比較的データ件数が
多く、共同研究による活用の機会が最も多い、鳥類につい
てとりまとめたのでデータの֓要とともに報告するɻまた、
鳥類に限らͣ野生生物分布のデータベースを作成する上で

留意す͖点についてもड़るɻ

２ɽ「北海道ੜੜσータϕーε（ௗྨ）
2013」ͷจݙϦετ

　分布ＤＢのデータは、ਵ時、追加・更新を進めているが、
Ͳの時点のデータを使用して解析等を実ࢪしたかによͬて
対の文献等が異なり、解析結果も異なͬてくることから、
2012年６݄までの鳥類の入力データを理し、「北海道野
生生物分布データベース（鳥類）2013」として取りまとめたɻ
　鳥類の分布データは、分布ＤＢに電子データで入力ࡁみ
のものが全体で50ສ件༨り͋るが、このうち、再確ೝ・
再理等がඞ要なものを除͖、30ສ件（29ສ9,773件）
のデータを「北海道野生生物分布データベース（鳥類）
2013」の調査情報（鳥類）テーブルに֨ೲしているɻ
　使用した文献等の数は261ฤで、Ҏ下のとおり、ศٓ上、
文等、単行本・報告ॻ等、ࢽࡶ・会報等に分けてهしたɻ
なお、文献として公表されていない現地調査データで調査
者からఏڙをडけたものについては、データのまとまり͝
とにデータセットとしての名শを付け、このリスト上では
会報等に含め、調査者、データセット名、データセ・ࢽࡶ
ットのとりまとめ年を表ࣔしているɻ

２ɽ１　จݙϦετ（จ）
'uKimaki :� and M� )ikaXa�Bird Community in a Natural 

MiYed 'orest in Central )okkaido during Breeding 
Season, 山階鳥類研究所研究報告, Vol�14, No�2/3, pp�206-
213, 1982

'uKimaki :�, A� Toda and S� :oshida�Records of the Rosy 
'inch （Leucosticte actoa） and pine GrosCeak （pini cola 

ηϯλʔͰඋ͍ͯ͠るڀݚՊֶڥ
ʮւಓੜੜσʔλϕʔεʢௗྨʣʯの֓ཁͱ༻จݙϦετ

小野　理、北川理ܙˎ、玉田克巳

要 　　　　約

　環境科学研究センターでは、北海道内に生息・生育する野生生物の分布情報を֤種文献等から収集し、ＧＩ
Ｓを用いた解析が可能なデータベースの構築を進めているɻ今回、データベースに分布情報を理した文献等
について、鳥類を対に2013年൛の文献リストを作成・理したので、鳥類データの֓要とともに報告するɻ
また、鳥類に限らͣ野生生物分布のデータベースを作成する上で留意す͖点についてもड़るɻ

Key Xords: 野生生物分布、データベース、文献リスト、鳥類

ˎ酪農学園大学
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21, 1993
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護の研究　ত和45年度研究報告」, 1970�
赤井川森林レクリエーション開発公ࣾ, Ϡマハ北海道（ג）

34 35



環境科学研究センター所報　第３号　2013

リゾート開発「赤井川森林リゾート開発事業に係る環
境影響評価ॻ」, 1989�

Ѵ川市「自然保護調査報告ॻ」, 1987�
Ѵ川市「Ѵ川空ߓ拡張උ事業に係る環境影響評価ॻ」, 

1991�
Ѵ川市「自然保護調査報告ॻ Vol�3 かけがえのない緑地の

保全のために」, 1980�
Ѵ川市「自然保護調査報告ॻ Vol�7 東ୋ地域」, 1984�
Ѵ川市「自然保護調査報告ॻ Vol�8 ਆָ地域」, 1985�
Ѵ川市「自然保護調査報告ॻ Vol�9 Ѵ山周辺地域」, 1986�
൧嶋良࿕「大樹の鳥」, 1986�
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環境庁ҕୗ業報告ॻ」, 1991�

環境庁自然保護ہ「ԕ音別岳原生自然環境保全地域調査報
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２・401厚真大通）උ事業に関する環境影響評価ॻ」, 
1981�

北海道「ॵ寒別、天ച、ম৲国定公園指定ଅ進調査（自然

36 37



環境科学研究センターでඋしている「北海道野生生物分布データベース（鳥類）」の֓要と使用文献リスト

環境）報告ॻ（動物ฤ）」, 1984�
北海道「ॸ路ダムݐ設事業に係る環境影響評価ॻ（確

定）」, 1991�
北海道「新別空ߓඋ事業に係る環境影響評価ॻ」, 

1993�
北海道「「すぐれた自然地域」自然環境調査報告ॻ　道東

圏域（平野・海岸部）」, 1994�
北海道「「すぐれた自然地域」自然環境調査報告ॻ　別寒

辺ڇ湿原　別当賀川下流域」, 1992�
北海道「タンチョウ特別調査報告ॻ」, 1986�
北海道「千ܙࡀఉ圏都市計画ԫ金土地区画理事業環境影

響評価ॻ」, 1994�
北海道「ঁຬ別空ߓ拡張උ事業に係る環境影響評価ॻ」,
　1994�
北海道「野鳥生息環境実態調査報告ॻ　風蓮湖」, 1980�
北海道「ラムサール条ొ予定湿地鳥類等生息調査報告

ॻ　ত和53年度」, 1979�
北海道, 北海道自然保護ڠ会「道立自然公園総合調査（厚

岸道立自然公園）報告ॻ」, 1986�
北海道開発ہ「一ൠ国道229号（積丹ொ・ਆܙ内村地内）

උ事業環境影響評価報告ॻ」, 1985�
北海道開発ڇ」ہ朱別川分水路ݐ設事業環境影響評価報告

ॻ（Ҋ）」, 1984�
北海道開発ہ「ࠫ流川総合開発事業（二風谷ダム・平取ダ

ム）環境影響評価報告ॻ」, 1982�
北海道開発ہ「ୌ里ダムݐ設事業環境影響評価報告ॻ」, 

1983�
北海道開発ہ「天塩川水系サンルダムݐ設事業環境影響評

価準උॻ」, 1994�
北海道開発ہ「留๖川水系留๖ダムݐ設事業環境影響評価

ॻ」, 1989�
北海道開発ہ帯広開発ݐ設部「一ൠ国道274号日高ொ、清

水ொ日勝ಕ自然環境調査報告ॻ」, 1986�
北海道開発ہ札幌開発ݐ設部「一ൠ道道૿ໟ当別線ॵ寒道

路環境影響調査報告ॻ」, 1992�
北海道開発ہஓ内開発ݐ設部「サロベツ川流域自然環境調

査総合報告ॻ　上サロベツฤ」, 1999�
北海道開発ہஓ内開発ݐ設部「サロベツ川流域自然環境調

査総合報告ॻ　下サロベツฤ」, 1999�
北海道開発ہஓ内開発ݐ設部「ஓ内空ߓඋ事業環境影響

評価報告ॻ」, 1983�
北海道開発コンサルタントࣜג会ࣾ「ୌ野公園植生および

土壌調査報告ॻ」, 1978�
北海道環境科学研究センター「コウライキジ分布調査報告

ॻ」, 1995�
北海道環境科学研究センター「「すぐれた自然地域」自然

環境調査報告ॻ　大雪山・日勝圏域」, 1995�

北海道環境科学研究センター「「すぐれた自然地域」自然
環境調査報告ॻ　道ೆ圏域　道央圏域」, 1993�

北海道環境科学研究センター「「すぐれた自然地域」自然
環境調査報告ॻ　道北圏域17地域　道央圏域２地域」, 
1994�

北海道ا画開発ࣜג会ࣾ「（Ծশ）大沼国ࡍリゾートϰィ
レッジݐ設事に係る環境影響調査ॻ」, 1993�

（ࣾ）北海道自然保護ڠ会「狩場茂津多道立自然公園総合
調査報告ॻ」, 1989�

（ࣾ）北海道自然保護ڠ会「知床ԣஅ道路に係る自然環境
保全ٸۓ対策調査報告ॻ」, 1983�

（ࣾ）北海道自然保護ڠ会「道立自然公園総合調査（野付
風蓮道立自然公園）報告ॻ」, 1987�

（ࣾ）北海道自然保護ڠ会「道立自然公園総合調査（檜山
道立自然公園）報告ॻ」, 1988�

北海道生活環境部自然保護՝「知床半島自然生態系総合調
査報告ॻ（動物ร）」, 1981�

北海道生活環境部自然保護՝「野生鳥類環境ద応性調査報
告ॻ　ウトナイ沼」, 1984�

北海道生活環境部自然保護՝「野鳥生息環境実態調査報告
ॻ　ウトナイ湖」, 1980�

北海道生活環境部自然保護՝「野鳥生息環境実態調査報告
ॻ　クッチャロ湖」, 1975�

北海道生活環境部自然保護՝「野鳥生息環境実態調査報告
ॻ　トウフツ湖」, 1975�

北海道千ࡀ市,（ג）千ࡀ美々ワールド「千ࡀ美々プロジ
ェクトに係る環境影響評価ॻ」, 1993�

北海道電力ࣜג会ࣾ「砂川発電所４号機環境影響調査ॻ」
, 1979�

北海道電力ࣜג会ࣾ「ୌ里発電所設置計画に係る環境影響
評価ॻ」, 1995�

北海道電力ࣜג会ࣾ「十勝川水系上流地域の生態調査報
告ॻ　9VI　富村発電所ݐ設の事後生態調査（1993）」, 
1995�

北海道電力ࣜג会ࣾ「森発電所　修正環境影響調査ॻ」, 
1981�

北海道文化ࡒ保護ڠ会「エゾシマフクロウ、クマゲラ特別
調査報告ॻ」, 1977�

北海道保健環境部「野生動物分布等実態調査報告ॻ　ヒグ
マ・エゾシカ個体数調査」, 1991�

北海道保健環境部自然保護՝「野生動物分布等実態調査報
告ॻ　クマゲラ生態等調査報告ॻ」, 1990�

北海道保健環境部自然保護՝「野生動物分布等実態調査
報告ॻ　シマフクロウ・クマゲラアンケート調査結果」, 
1990�

北海道保健環境部自然保護՝「野生動物分布等実態調査報
告ॻ　シマフクロウ生態等調査報告ॻ」, 1990�
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北海道林部「日高山຺学術調査報告」, 1970�
前（ࡒ）　阿寒国立公園の自然1993」ஂࡒ前田一歩園（ࡒ）

田一歩園ஂࡒ創立16周年ه೦」, 1994�
三ඛ地所ࣜג会ࣾ「フォーラムパーク厚真開発事業に係る

環境影響評価ॻ」, 1995�
レブンクル自然館「ྱ文島の野鳥　野鳥確ೝリスト　Vol�10
　1994年～ 2003年」, 2004�

（Ҏ上、99文献ɻ）

２ɽ３　จݙϦετ（ࢽࡶ・ձ報）
川崎康߂ɿオホーツク野鳥観察هデータファイル2007, 

2007�
日本野鳥の会札幌支部ɿカッコウ, Vol�6 ～ 349ɼ1980 ～

2012�（Vol� 9, 12, 17-18, 21-24, 26-31, 33-88, 90-100, 102-
110, 124は未入力）

日本野鳥の会小樽支部ɿ͋おばと, Vol�1 ～ 132ɼ1988 ～
2012� （Vol�7, 10, 14, 15, 17, 29-34, 54, 55, 77-88, 105-107,  
114は未入力）

日本野鳥の会釧路支部�日本野鳥の会釧路支部（368号から
「ホシハジロ」に改শ）, Vol�95～386, 1986～2012� （Vol�165, 
363, 382-383は未入力）

日本野鳥の会ୌ川支部ɿ͋かもͣ, Vol�13 ～ 42, 1992 ～ 2012�
（Vol�18-22, 27-30, 32-33, 39は未入力）

日本野鳥の会十勝支部ɿ十勝野鳥ͩより, Vol�1 ～ 177ɼ
1977 ～ 2012� （Vol�50, 100, 150は未入力）

日本野鳥の会道北支部ɿオロロン, Vol�11（1）～ 36（1）,
　1987 ～ 2012� （Vol�12（2）, 12（4）, 14（3）, 15（1）, 19（1）,
　19（5）-20（2）, 22（1）-22（2）, 23（1）-23（2）, 24（1）

-24（2）, 24（4）-25（1）, 25（3）, 26（1）-26（2）は未入力）
日本野鳥の会オホーツク支部ɿBird Call ば͋Ͳこおる,
　Vol�2 ～ 222, 1987 ～ 2005� （Vol� 7, 12-21, 23-39, 43, 86-

102, 153, 167は未入力）
北海道ɿ第６回自然環境保全基礎調査 生物多様性調査 生

態系多様性地域調査（湿原生態系調査）報告ॻ－北海
道Ն鳥調査－平成14 ～ 15年度（北海道の調査・報告ॻ
未ৄࡌܝ細データ）, 2003�

北海道ɿ自然環境保全基礎調査 生物多様性調査 種の多様
性調査（報告ॻ作成用の北海道調査データ）, 1997�

山田雅ਔɿサロベツでの未公表観察ه, 2002�
山田雅ਔɿ北大構内での未公表観察ه, 2003�

（Ҏ上、12文献ɻ）

３ɽσータϕーε࡞成্ͷཹҙ

　分布ＤＢを作成するに͋たり、特に留意したのは次の２
点で͋るɻ
　まͣ、野生生物種の分布に関する「位置データのه方

法の統一」で͋るɻ現地調査で野生生物種が観察された位
置を文献等にهする方法は統一されておらͣ、ৄ細なҢ
度経度がهされている場合から、大まかな地図地名の
みがࡌهされている場合まで、様々なਫ਼度のものがࠞࡏし
ているɻこのため、分布ＤＢは様々なスケールに対応する
ඞ要が͋ͬたɻそこで、これらの位置データは、Ң度経度
を基準に分ׂしたメッシュにコード൪号を付したメッシュ
データとしてデータベース化し２）、メッシュの地図として
全道の分布をࣔすことがで͖るよう、データを理して͖
たɻそのࡍ、ਫ਼度の差異に対応するため、メッシュデータ
の大͖さについては１km࢛方（ＪＩＳ第３次地域区画ɻ
日本測地系による「地域メッシュコード̣」８ܻ）、５
km࢛方（ＪＩＳ５ഒ地域メッシュɻ同７ܻ）、10km࢛
方（ＪＩＳ第２次地域区画ɻ同６ܻ）をซ用し３）４）、ポイ
ントデータはメッシュでも、小さなメッシュデータは大͖
なメッシュのデータでも検ࡧ・表ࣔが可能となるようデー
タの࣋たせ方を夫したɻ
　もう１つの留意点は、「種の名শの統一」５）で͋るɻ種
の名শには学名と和名が用いられるが、鳥類なͲのように、
学会によͬて学名に対応する和名が標準和名として理さ
れている分類群も͋れば、植物のように学会による理が
ない分類群も͋るɻ標準和名とは別の和名（異名）が広く
使用されている、͋るいは地域によͬて多様な異名が使用
されることも͋り、文献によͬて使用される名শが異なるɻ
また、ઐՈ時によͬて分類の見解が異なり、Ͳの見
解に沿ͬたࡌهなのかを検討の上、その名শがࣔす生物を
判அしなければならない場合も͋るɻそれらを的確に理
するඞ要が͋り、多大な࿑力がඞ要となͬているɻそこで、
学名・和名に関する種目データベースを作成し、種名の
テーブルの中に「この学名（和名）は˓˓の学名（和名）
の異名」なͲのࢀর情報をコードで࣋たせ、種の分類上の
見解が異なる場合でも、見解に対応した分類に沿ͬて分布
をࣔすことがで͖るデータベースとしているɻなお、種目
データベースの構造については、日野間６）をࢀ考としたɻ
　このような方に沿ͬて、文献からಘられる情報（ओに、
いつ、Ͳこで、Ͳの種が観察・هされたか）を入力して
͖た結果、現ࡏでは、２ඦສ件の分布情報が集され、
ＧＩＳを用いた֤種解析が可能なデータベースとなͬてい
るɻ

４ɽௗྨσータͷ֓ཁ

　分布ＤＢのうち、鳥類に関するデータは次のとおりで͋
るɻまͣ、種情報（鳥類）テーブルでは、日本鳥学会「日
本鳥類目改గ第６൛」７）に基づ͖、島ቦを含む日本全
土でهされている種・ѥ種の情報を理したɻ同ॻにܝ
、されている場合にはࡌهされていない種・ѥ種が文献にࡌ
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環境科学研究センターでඋしている「北海道野生生物分布データベース（鳥類）」の֓要と使用文献リスト

当֘種・ѥ種をこのテーブルに追加しているため、種・ѥ
種の総数は日本鳥学会７）よりも多く1,096種・ѥ種となͬ
ているɻ種情報（鳥類）テーブルのओな߲目は、科・種・
ѥ種なͲの分類コード、和名、学名、正名・異名の区分、
北海道レッドデータブック2001等のレッドリスト類でのカ
テゴリー、種の保存法等の法指定状況、分布情報の公開の
考え方等で͋るɻ
　調査情報（鳥類）テーブルでは、調査区分（現地・文献・
標本の別ɻ大半は文献ɻ）、種のコード、分布確ೝ地点のメ
ッシュコード・Ң度経度・市ொ村コード、確ೝ者、同定者、
確ೝ年݄日、調査方法、確ೝ物、文献の場合は文献コード
等となͬているɻ分布確ೝ地点の対地域は、北海道内（北
方ྖ土を除く）となͬているɻまた、分布確ೝ地点のメッ
シュコードは、データにより判別で͖たメッシュの大͖さ
が異なるためデータに応じて６ܻから８ܻの場合が͋るɻ
Ң度経度は、ৄ細の地点情報が͋る場合のみ入力されてい
るɻ
　そのଞ、文献名を理したテーブル、市ொ村名を理し
たテーブル等から、鳥類の分布ＤＢは構成されており、デ
ータ及び文献リストの理がࡁんͩ部分を、今回「北海道
野生生物分布データベース（鳥類）2013」として取りまと
めたもので͋るɻ

５ɽँࣙ

　「北海道野生生物分布データベース」は、ஶ者のみによ
ͬて作成したものではなく、当センターのྺの関係৬һ
のਚ力により作成されたもので͋るɻ特に金子正美、富沢
昌章、高田雅之の３名についてはここにهしてँײの意を
表したいɻ

６ɽҾ༻จݙ

１） 小野理, 金子正美, 村野紀雄ɿ自然環境保全サポートシ
ステムの検討設計－自然環境情報と知識のデザイン
－, 北海道環境科学研究センター所報, Vol�22, pp�44-
54, 1995

２） 金子正美, 小野理, 村野紀雄, 東野裕ɿＧＩＳを活用し
た自然環境保全サポートシステムの構築, 北海道環境
科学研究センター所報, Vol�23, pp�48-57, 1996

３） 北川理ܙɿ文ɼ報告ॻからの動植物分布データの作
成,「自然環境解析のためのリモートセンシング・Ｇ
ＩＳハンドブック」, pp�65-71, 長ᖒ良ଠɼ原ܚଠ郎ɼ
金子正美ฤ, 古今ॻӃ, 東2007 ,ژ

４） 日本業標準調査会ɿ「日本業規֨地域メッシュコ
ード」, 2002ɽ

５） 高田雅之, 北川理ܙ, 小野理ɿ野生生物分布データベー

スの構築－生物多様性の広域的評価に向けて－, ܠ観
生態学会ࢽ, Vol�14, No�2, pp�145-151, 2009

６） 日野間জɿ北海道植物データ処理システムの開発につ
いて（その２）ɼ多ೌᨈɼVol�10ɼpp�18-25ɼ1994

７） 日本鳥学会「日本鳥類目改గ第６൛」p�345, 日本鳥
学会, 帯広, 2000�

ʠHokkaido Wildlife Distribution Databaseʡ
managed by Hokkaido *nstitute of &nvironmental　
Sciences : 0utline and Bibliography of Birds.

Satoru Ono, Rie ,itagaXa, ,atsumi Tamada

　A distriCution dataCase of terrestrial animals and 
plants inhaCiting )okkaido （)DB） has Ceen compiled 
since 1994 Cy the Institute of Environmental Sciences, 
)RO� The )DB is Cased on aCout tXo million records 
from many reports, articles, and other literature�
　The aim of this study is to puClish a literature list 
of 2013 editions for the Cird )DB, Xhich has many 
opportunities for eYtensive use� Moreover, Xe descriCed 
the compiling process and outline of the )DB�
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北海道内における有機フッ素化合物の残留実態調査

１ɽ͡Ίʹ

　有機フッ素化合物（1'Cs）は、物理的及び化学的特徴
からᎢ水剤、消火剤、表面処理剤に広く利用されているɻ
その一方で、一部の1'Csは分解性で、広ൣғの環境水
野生動物中に存ࡏすることが明らかとなり、地球規模で
の汚染が問題となͬている１）ɻこのうち、ペルフルオロオ
クタンスルホン酸（1'OS）は半導体業、金属メッキ、
フォトマスク（半導体、ӷথディスプレィ）、写真業、
๐消火剤なͲに利用されて͖た２）が、環境中での残留性
の高さのため、2009年５݄に残留性有機汚染物質に関する
ストックホルム条のෟ属ॻＢに追加され、現ࡏは化৹法
により半導体レジスト、エッチング剤、業用写真フィ
ルムの造においてのみ使用がೝめられているɻまたそ
の類ԑ物質で͋るペルフルオロオクタン酸（1'OA）は、
樹ࢷ用のఴ加ࡐに使用され、国内でもこの物質による汚
染が高い地域が͋ることが報告されている３）ɻこの物質も
1'OS同様に環境中における残留性の高さが懸೦され、一
部メーカーでは1'OAからସ物質へ移行している４）, ５）ɻ
1'OAはଞのペルフルオロカルϘン酸と同様に関࿈品の
ෆ७物෭生成物として存ࡏ、͋るいは、フルオロテロマ
ー関࿈品等が環境中で分解されて生成することが報告さ
れている６）ɻフルオロテロマー関࿈品の分解物も同様に
残留性が指ఠされており、これらの物質を含めた1'Csの
残留実態について国内֤地で調査が行わているɻその結果
1'Csはフッ素樹ࢷ場排水特定の事業所排水に高濃度
で含まれていることがわかͬている７）, ８）ɻしかしながら、

北海道内における1'Csの残留実態についてはほとんͲデ
ータが存ࡏしないɻ北海道内ではフッ素樹ࢷ場は確ೝさ
れていないが、半導体場がいくつか存ࡏすることから、
これらのࢪ設から1'OSが環境に流出されることが懸೦さ
れるɻまた、いくつかの業ஂ地においては排水処理設උ
がඋされていない地域が͋り、高濃度の1'Csを含む廃
水が排出されている可能性が͋るɻさらに、1'OSについ
ては、空ߓからの排水に含まれていることが確ೝされてい
る８）, ９）ɻ北海道内には10カ所Ҏ上の空ߓが͋り、そのう
ちのいくつかの排水は田畑湿原を流下する河川に流入す
るɻ田畑湿原は農作物の安全生態系の保全のために水
環境の保全が非常に重要で͋るɻ本調査では、1'Csを含
む廃水を排出している可能性の͋るࢪ設の周辺地域におけ
る1'Cs汚染実態をѲするため、北海道内の下水処理場
排水、半導体関࿈ࢪ設及び空ߓからの排水が流入する河川
水のほか、新千ࡀ空ߓ、Ѵ川空ߓ、ঁຬ別空ߓ及び釧路空
周辺の河川水に含まれる1'Csの濃度の調査を行ͬたɻߓ
また、排出源の可能性が͋るࢪ設の排水試料として、北海
道内有数の大規模場で͋るࢴ場排水３試料の調査を
行ͬたɻ

２ɽํ๏

２ɽ１　調査ظ࣌
　試料採取は平成22年から平成24年にかけて採取したɻ

ւಓに͓͚る༗ػϑοૉԽ߹の࣮ཹଶௐࠪ

田原るり子

要 　　　　約

　環境での残留性の高さが指ఠされている有機フッ素化合物（1'Cs）の北海道内の汚染実態を調査したɻ
その結果、調査対河川ではஶしい汚染は確ೝされなかͬたɻまた調査地点により検出された物質その濃
度にҧいが͋り、石狩川本流では1'Cs濃度が高く、炭素数の多い物質ペルフルオロカルϘン酸がଞ地域よ
りも高濃度で検出されたもののペルフルオロスルホン酸はほとんͲ検出されなかͬたɻ一方、千ࡀ川本流及
び利根別川では多種類の1'Csが検出され、ペルフルオロカルϘン酸ͩけではなく、ペルフルオロスルホン
酸も検出されたɻまた、空ߓ周辺河川では、空ߓ排水流入後に消火剤由来と考えられるペルフルオロオクタ
ンスルホン酸ペルフルオロヘキサンスルホン酸の濃度上ঢがೝめられたɻࢴ場排水からは高濃度のペ
ルフルオロブタンスルホン酸及びペルフルオロノナン酸が検出されたɻこれらの物質は、ࢴ品にᎢ水性
防汚性を࣋たせる程で使用された薬剤に由来すると考えられるɻ

Key Words: 有機フッ素化合物、河川水、飛行場、ࢴ場
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２ɽ２　調査
　 河川水調査地点の֓要を表１、図１、図２、図３、図
４－１及び図４－２にࣔすɻ

２ɽ３　調査ର࣭
　表２にࣔすペルフルオロスルホン酸及びペルフルオロカ
ルϘン酸を分析対としたɻ

２ɽ４　ଌఆํ๏
　標準品には、Wellington LaCoratoriesのC6S-1'OS
及びC6S-1'C-M9A、クリーンアップスパイクに C6S-
M1'OS及びC6S-M1'C-SS1、シリンジスパイクにC6S-
M81'OSを用いたɻアセトニトリルは和光७薬業
1'OS・1'OA分析用、そのଞの溶ഔ及びギ酸は和光७薬
業のLC/MSグレードを、28�アンモニア水及びਣ酸
アンモニウムは和光७薬業の特ڃを使用したɻ固相
カートリッジはWaters OASIS-WA9 1lusを使用し、Ψ
ラスણҡΖࢴはWhatman G'/Cを用いたɻ

２ɽ４ɽ１　લॲཧ
　試料にクリーンアップスパイクを֤２ngをఴ加し、ギ
酸をఴ加しp) ３程度に調した後、ΨラスણҡΖࢴでΖ
過したɻΖࢴ上に残ͬた懸濁物質は試料༰ثをચいࠐんͩ
メタノール10mLで音抽出に２回ڙしたɻ懸濁物質を
抽出したメタノール溶ӷを５分間のԕ৺分離によりෆ溶物
と分離させ、溶ӷを試料水に加えて固相抽出したɻ固相カ
ートリッジは、５mLアンモニア水/メタノール（１ɿ99, v/v）、
５mLメタノール、10mLਫ਼水でコンディショニングして
使用したɻ固相抽出の通水は吸Ҿ方ࣜで行い、通水後のカ
ートリッジはԕ৺分離で水（3000rpm、５分間）し、ア
ンモニア水/メタノール（１ɿ99, v/v）10mLで溶出後、窒

図2　トマップ川試料採取地点（ঁຬ別空ߓ周辺）

図1　稲荷川試料採取地点（Ѵ川空ߓ排水流入後）

図3　千ࡀ川流域調査試料採取地点

図4-1　石狩川流域調査試料採取地点

図4-2　石狩川流域調査試料採取地点（夕張川流域）
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素ਧ付けで0�5mLҎ下まで濃縮し、水ɿメタノール（１ɿ
１, v/v）ࠞ合溶ഔで１mLに定༰したɻシリンジスパイク
を２ngఴ加した後、LC/MS/MS-SRMによる定量にڙしたɻ

２ɽ４ɽ２　ଌఆํ๏
　測定は全て同一置を用い、LCはAgilentࣾLC 1200、
MSはAgilentࣾ6410 Triple 2uadを用いたɻ
　LC条件を次にࣔすɻこの条件による置検出下限（IDL）
をಘるため、S/N比10程度のピークがಘられる標準ӷを７
回܁りฦし測定し、その定量値からIDLを次ࣜによりٻめ
たɻ֤物質のIDLを表３にࣔすɻ

　　IDL　ʹ　t（n-1, α） ʷ σn-1 ʷ ２

　 こ こ で、t（n-1, α） は 自 由 度n-1、α � 0�05に お け る
Studentのt分布のt値で、ここではn� ７で͋るので1�9432、
σn-1は֤測定値の標準ภ差で͋るɻ

ʲLC条件ʳ
カラムɿシグマアルドリッチ Ascentis C18, 15cm, 2�1 mm,
　　　　３μm
移動相ɿAɿ10mMਣ酸アンモニウム水溶ӷ、Bɿアセト
　　　　ニトリル
　̌ ˠ ５min　Bɿ20 ˠ 45�（0�2mL/min）
　５ ˠ 20min　Bɿ45 ˠ 90�（0�2mL/min）
　20 ˠ 25min　Bɿ90 ˠ 90�（0�2mL/min）
　25 ˠ 25�1min　Bɿ90 ˠ 100�（0�2 ˠ 0�5mL/min）
　25�1 ˠ 36�4min　Bɿ100 � （0�5mL/min）
　36�4 ˠ 36�7min　Bɿ100 ˠ 20�（0�5 ˠ 0�4mL/min）
　36�7 ˠ 46�5min　Bɿ20�（0�4mL/min）
カラム温度ɿ40ˆ　入量ɿ10μL

ʲMS条件ʳ
　キャピラリー電ѹɿ3500V　Ψス温度ɿ350ˆ
　Ψス流量ɿ11�5 mL/min　ネブライザーɿ50psi
　イオン化法ɿESI-Negative　測定モードɿSRM
　֤測定種のSRM条件を表２にซせてࣔすɻ

２ɽ４ɽ３　ϒϥンΫٴݧࢼͼఴՃճऩݧࢼ
　活性炭カートリッジを通したMilli 2水１Lを用い、試料
と同様の前処理を行ͬたとこΖ、対物質は検出されなか
ͬたɻ
　また、河川水（石狩川石狩河口橋）１Lを用い、֤対
物質１ngをఴ加し、試料数を７とし試料と同様の処理を
行ͬたɻಘられた結果を表４にࣔすɻこの結果から、検出
下限を1�0ng/L、定量下限を1�5ng/Lとしたɻ

３　݁Ռͱ考

３ɽ１　Տਫ調査
　֤調査地点における1'Csの濃度を表５にࣔすɻ本調査
において対とした地点では1'Csによるஶしい汚染はೝ
められなかͬたが、安平川の༐橋で73ng/Lの1'OA、
美々川のদ美々橋で170ng/L、石狩川の美Ӝ大橋、石狩大
橋でそれͧれ57及び62ng/Lの1'NAが検出されたɻ1'OS
及び1'OAは全国49地点を対にした平成23年度化学物質
環境実態調査モニタリング調査の対物質で、調査の結
果、1'OAは全国49地点の全てにおいて検出され、最大値
50000pg/L、幾何平ۉ値2000pg/Lで͋り10）、༐橋におけ
る1'OA濃度は高濃度といえるɻ1'OAには、水生生物に
対して有害影響が見られないと定される最大の濃度がࢉ
出されているɻこの値には甲֪類のຫ性ಟ性値よりಘられ
た310μg/Lが採用されており５）、この濃度と比較すると༐
橋で検出された1'OAは生態系へのѱ影響はないと考え
られるɻまた、1')YA、1'OA及び1'NAは国内のଞ地
域で検出される1'Csのओ要成分で͋るが11）、北海道内で
は1')YAの濃度は低かͬたɻ

３ɽ１ɽ１　ઍࡀྲྀҬ調査
　千ࡀ川及びその支流河川に含まれる1'Csの濃度を図５
にࣔすɻ千ࡀ市浄化センター上流のサーモン橋では1'NA
が最も高濃度で検出されたが、浄化センター排水流入後の
根志ӽ橋では1'OAが最も高濃度の物質ͩͬたɻॕ梅川、
ඌ札川、漁川、島দ川、ྠ厚川が合流した後の千ࡀ川橋で
は、1'OAの濃度がさらに૿加するとともに、1')YS及
び1'OSの濃度が૿加したɻ漁川にはܙఉ下水終末処理場、
島দ川には北広島下水処理センターの排水が流入している
が、これらの下水処理排水流入後の河川水中の1'Cs濃度
では、根志ӽ橋から千ࡀ川橋にかけての1'Cs濃度変化に
影響を及΅すことは考えにくいɻまた、千ࡀ市、ܙఉ市及
び北広島市内の業ஂ地の排水は公共下水道で処理されて
いるので、業ஂ地Ҏ外に排出元が存ࡏし、漁川、島দ川
Ҏ外の河川に1'Csを含む排水を流出していると考えられるɻ
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図5　千ࡀ川流域河川1'Cs濃度
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ͬた1')YSが検出され、দ美々橋の1'Cs濃度に影響を与
えた排出源とは異なるものからの影響をडけていると考え
られるɻদ美々橋周辺は湿地帯で1'Csが༰易に拡散する
と考えられるため、周辺環境の1'Cs汚染が懸೦されるɻ
また、西野らの調査により東ژ都内では、1'Csによる地
下水汚染がىこͬていることが明らかにされている13）ɻ本
調査では空ߓ周辺河川水ではਂࠁな1'Cs汚染は確ೝされ
なかͬたが、これらの物質が地下水に影響を与えないよう
な対策がඞ要と考えるɻ

３ɽ２　ࢴഉਫ
　ࢴ場排水に含まれる1'Csの濃度を表６にࣔすɻ本
調査では、ࢴ場排水には高濃度の1'Csは検出されな
かͬたが、河川水と比高濃度の1'NAが場１及び３か
ら、1'BSが場３から検出されたɻ場１では食品༰ث
原ࢴを、場３ではᎢ水性͋るいは水性のஈϘール用ࢴ
品を造しているɻこれらの場ではࢴ品に水性、
防汚性なͲを࣋たせるための表面処理に1'NAの前駆体
1'BSが使用されていると考えられる14）ɻ

４ɽ·ͱΊ

　北海道内河川水中に含まれる1'Csの調査を行ͬたɻ
１） 本調査では1'Csによるஶしい汚染はೝめられなかͬ

たɻ
２） 安平川では高濃度の1'OAが検出されたが、原因解明

にはͬࢸていないɻ
３） 千ࡀ川では下流に行くにしたがͬて1'Cs濃度が上ঢ

したɻこれはओに1'OAの濃度上ঢによるもので͋るɻ
４） 千ࡀ川と利根別川では種々の1'Csが検出され、ペル

フルオロカルϘン酸ͩけではなく、ペルフルオロス
ルホン酸が検出されたɻいͣれも下水処理場とは異な
る排出源によるものと考えられるɻ

５） 石狩川における1'Cs総濃度は、安平川を除いたଞ河
川よりも高く、特に1'NAの濃度が高かͬたɻ

３ɽ１ɽ２　ੴङྲྀҬ調査
　石狩川及びその支流に含まれる河川に含まれる1'Csの
濃度を図６にࣔすɻ石狩川本流では1'Cs総濃度が高く、
特に1'NAの濃度が高かͬたɻ石狩川の流入河川では、利
根別川で炭素数の少ない1'1eA、1')YA、1')pAの濃
度が高く、ଞの河川で検出されなかͬた1'BSが検出され
たɻ岩見沢市のೆ光園処理場の排水が流入した前後で、
1'NAの濃度が大͖く上ঢし、そのଞの物質の濃度はݦஶ
に変化しなかͬたことから、ೆ光園処理場よりもさらに
上流に種々の1'Csの排出源が͋ると考えられるɻまた、
この下水処理場排水には、1'Csのओ成分と考えられる
1'NAのଞにも種々の1'Csが含まれており、下水処理場
の処理地域の中に、これらの物質の関࿈品をѻう事業所
が͋ると考えられるɻ

３ɽ１ɽ３　ۭߓपลՏ調査
　西野らの調査により、東ژ都内の飛行場排水に数ඦng/
Lレベルの1'OSが含まれていることが明らかになͬてい
る８）ɻ北海道内でも、丘च空ߓ排水から1'OSが18000ng/
L、1')YSが13000ng/L検出されたことが報告されている
９）ɻこれらの1'Csは空ߓで使用される消火剤に含まれて
いるものと考えられるɻ1'OSを使用する消火ثについて
は、可能な限りૣ期にସ品へのりସえがٻめられてい
る12）ɻ
　本調査において対とした空ߓ周辺河川の1'Cs濃度を
図７にࣔすɻ消火剤に使用されていると考えられるペルフ
ルオロスルホン酸のうち、ঁຬ別空ߓでは1')YSͩけが
検出されておりସ品への移行が進んでいることが推察さ
れるが、そのଞの空ߓでは1'OS及び1')YSの྆物質とも
検出されており、ସ品への移行が全には終わͬていな
いと考えられるɻまた、新千ࡀ空ߓ排水が流入する美々
川では、空ߓ排水が流入する地点よりも上流と考えられ
るদ美々橋で高濃度の1'NAが検出されており、この橋の
付近に1'NAの排出源が͋ると考えられるɻ一方、দ美々
橋の下流に͋る美々橋では1'NAの濃度が大͖く減少し、
1'OSの濃度が上ঢしたほか、দ美々橋では検出されなか
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図6　石狩川流域河川1'Cs濃度

図7　空ߓ排水流入河川1'Cs濃度と組成
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物（֓要）」（作成日ɿ平成24年６݄14日　最終更新日ɿ
平成25年２݄４日）http�//XXX�fsc�go�Kp/sonota/
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Survey on Perquorinated chemicals in ARuatic 
&nvironment in Hokkaido

Tahara Ruriko

　The concentrations of perquorinated chemicals （1'Cs） 
in rivers in )okkaido Xere determined� RemarkaCle 
contamination Cy 1'Cs Xas not found in the surveyed 
rivers� The detected compounds and their concentrations 
Xere different in each area� In Ishikari River, the 1'C 
concentrations Xere higher than in the other rivers� 
Among the 1'Cs, high molecular perfluorocarCoYylic 
acids Xere detected in especially high concentrations, 
Cut perquorosulfonates Xere rarely detected� In contrast, 
in Chitose River and ToneCetsu River, various 1'Cs 
including perquorosulfonates Xere detected� 1'OS and/
or 1')YS Xere detected around airports, proCaCly 
due to the use of pre eYtinguishers� 1'C contamination 
from industrial facilities Xas also detected in paper mill 
e⒐uents� These compounds Xould Ce used as the surface 
treatment of paper products� 

６） 空ߓ排水が流入した河川で、排水流入後に1'OS及び
そのସと考えられる1')YSの濃度が上ঢしたɻ

７） 美々川でଞ地域と比て高濃度の1'NA、1'OA及び
1'OSが検出され、周辺にはෳ数の排出源が͋ると考
えられたɻ

　この調査は経常研究՝題「北海道内の有機フッ素化合物
の環境汚染実態と排出源に関する調査研究」及びಠ立行
法ਓ国立環境研究所ଞ全国の地方環境研究機関との共同研
究「有機フッ素化合物の環境汚染実態と排出源について」
において行ͬたɻ

５ɽ参考จݙ

１）大ࡕ立公ऺ衛生研究所ɿ公衛研ニュース第27号
「1'OS汚染について」（平成17年３݄22日発行）

　　http�//XXX�iph�pref�osaka�Kp/neXs/vol27/neXs27-2�
html

２）環境ল総合環境策ہ環境保健部環境リスク評価室ɿ
「環境ল化学物質の環境リスク評価　第６ר」（平成
20年２݄）http�//XXX�env�go�Kp/chemi/report/h19-
03/pdf/chpt1/1-2-2-19�pdf

３）環境ল総合環境策ہ環境保健部環境安全՝ɿ「平成
15年度（2003年度）൛「化学物質と環境」」（平成16
年３݄）

４）Ѵ硝子)1　http�//XXX�asahiguard�Kp/faR/indeY�
html （2013年４݄３日現ࡏ）

５） ダ イ キ ン  業)1　http�//XXX�daikin�co�Kp/press/
　　2012/121221/indeY�html （2013年４݄18日現ࡏ）
６）環境ল総合環境策ہ環境保健部環境リスク評価室ɿ

「環境ল化学物質の環境リスク評価　第９ר」（平成
23年３݄）

７）峰秀祐・٢田光方子・দ村千里・ླ木元治・川正
内の河川及び海域の有機フッ素ݝݿ中野武ɿฌ・
化合物の汚染実態についてɽஂࡒ法ਓͻΐう͝環境
創造ڠ会ฌݝݿ環境研究センター紀要ɼ1, 12（2009）

８）西野貴裕・स久保千ܠ・ 高ᖒՅ一・ࣲ田康行・ࠤ々
木裕子ɿ都内水環境における1'OS の汚染源解明調
査ɽ東ژ都環境科学研究所年報ɽ18（2008）

９）中島७夫・ೆ部佳߂・水嶋清・三᧼雄ɿ札幌市内の
有機フッ素系化合物（1'Cs）調査結果についてɽ札
幌市衛生研究所年報, 37, 77（2010）�

10）環境ল総合環境策ہ環境保健部環境安全՝ɿ「平成
24年度（2012年度）൛「化学物質と環境」」（平成25年
３݄）http�//XXX�env�go�Kp/chemi/kurohon/2012/
sokutei/pdf/03@01@16�pdf

44 45



環境科学研究センター所報　第３号　2013

20
11

7
6

95
,0

00
79

,0
00

m
3 /

7
20

11
7

6

20
11

7
6

20
11

7
6

77
,0

00
66

,0
00

m
3 / 5

20
11

7
6

9
20

11
7

6
62

,0
00

35
,0

00
m

3 /

1102
7

6
2

20
11

8
30

3

20
11

8
30

20
11

9
15

20
11

10
17

20
11

10
17

20
10

7
29

20
10

8
6

20
10

7
29

20
10

8
6

20
10

7
29

20
10

8
6

20
10

7
29

20
10

8
6表
1　

河
川

水
調

査
試

料
採

取
地

点
の

֓
要

46 47



北海道内における有機フッ素化合物の残留実態調査
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(m/z) (m/z) 

PFPeA
CF3(CF2)3COOH 262.9 > 218.9  

MPFHxAPFHxA 
CF3(CF2)4COOH 312.9 > 268.9  

PFHpA 
CF3(CF2)5COOH 362.9 > 318.9  

PFOA 
CF3(CF2)6COOH 412.9 > 368.9 412.9 > 168.9 MPFOA 

PFNA 
CF3(CF2)7COOH 462.9 > 418.9 462.9 > 218.9 MPFNA 

PFDA 
CF3(CF2)8COOH 512.9 > 468.9 512.9 > 218.9 MPFDA 

PFUdA 
CF3(CF2)9COOH 562.9 > 518.9 562.9 > 268.9 MPFUdA

PFBS 
CF3(CF2)3SO3H 298.9 > 79.9 298.9 > 98.9 MPFHxA

PFHxS
CF3(CF2)5SO3H 398.9 > 79.9 398.9 > 98.9 MPFHxS

PFHpS
CF3(CF2)6SO3H 448.9 > 79.9 448.9 > 98.9 MPFNA 

PFOS 
CF3(CF2)7SO3H 498.9 > 79.9 498.9 > 98.9 MPFOS 

PFNS 
CF3(CF2)8SO3H 

548.9 > 79.9 548.9 > 98.9 MPFUdA

MPFHxA CF3(CF2)3
13CF2

13COOH 315 > 270 

MPFOA CF3(CF2)3(13CF2)3
13COOH 417 > 372 

MPFNA CF3(CF2)3(13CF2)4
13COOH 468 > 423 

MPFDA CF3(CF2)7
13CF2

13COOH 515 > 470 

MPFUdA CF3(CF2)8
13CF2

13COOH 565 > 520 

MPFHxS CF3(CF2)5SO18O2H 403 > 103 

MPFOS CF3(CF2)3(13CF2)4SO3H 503 > 98.9 

M8PFOS 13CF3(13CF2)7SO3H 507 > 98.9 

表2　調査対化合物と分析条件
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北海道内における有機フッ素化合物の残留実態調査

(ng/mL) (ng/mL) (ng/L)
(ng/L)

RSD(%)

PFPeA 0.5 0.501 0.0179 3.6 0.070 
PFHxA 0.5 0.441 0.0395 9.0 0.15
PFHpA 1.0 0.986 0.0840 8.5 0.33
PFOA 1.0 1.00 0.123 12 0.48
PFNA 1.0 1.13 0.112 9.9 0.44
PFDA 2.0 2.10 0.182 8.7 0.71
PFUdA 2.0 2.20 0.102 4.6 0.40
PFBS 1.0 0.924 0.0974 10 0.38
PFHxS 1.0 0.889 0.107 12 0.42
PFHpS 1.0 0.970 0.125 12 0.49
PFOS 1.0 0.980 0.0551 5.6 0.21
PFNS 2.0 2.04 0.147 7.2 0.57

(L) (ng) *(ng/L) (ng/L) (ng/L) RSD(%)

PFPeA 1 1 <0.5 1.2 0.090 7.5 
PFHxA 1 1 <0.5 1.2 0.093 7.7 
PFHpA 1 1 0.51 1.5 0.05 3.3 
PFOA 1 1 0.50 1.6 0.12 7.5 
PFNA 1 1 0.95 1.8 0.12 6.6 
PFDA 1 1 <0.5 1.2 0.18 15
PFUdA 1 1 <0.5 1.1 0.15 13
PFBS 1 1 <0.5 1.1 0.15 13
PFHxS 1 1 <0.5 1.2 0.15 12
PFHpS 1 1 <0.5 0.91 0.14 15
PFOS 1 1 <0.5 1.1 0.15 13
PFNS 1 1 <0.5 1.0 0.11 11

* PFCs

表3　֤物質の置検出下限

表4　河川水へのఴ加回収試験結果（n � ７）
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ʲ観察事例報告ʳ野幌森林公園における2012年のϠブサメとキビタキのӦ例

１ɽ͡Ίʹ

　鳥類の生息状況をࣔす基礎資料として、日本鳥類目１）

、地域൛の鳥類リスト２）、３）、４）が͋るɻこれらの目
リストでは、繁殖͋るいはその可能性の有ແについての
ड़が͋るɻカラス類キツツキ類なͲのように、が目ه
立つものについては、繁殖状況のѲは༰易で͋るが、多
くの鳥類では、を目立たない場所につくるため、繁殖状
況に関する٬観的な情報は少ないɻこのため、目リス
トの作成に͋たͬては、親鳥によるڅӤ行動を目撃した、
͋るいは、立ち後のが確ೝされたなͲの情報から、
繁殖の可能性をهしているものが少なくない３）、４）ɻを
観察することは、親鳥がܯռしてӦを์棄してしまう可
能性が͋ること、捕食者にの存ࡏを教えてしまう危ݥ
性が͋ることなͲから、自然観察会なͲでは͋まりྭさ
れていないɻについての情報が少ないことは、このよう
なことも一因で͋るɻ
　近年では地球温暖化に伴ͬて、鳥類の繁殖時期がૣまͬ
ているという報告が͋り５）、６）、７）、生物ྐྵの変化は、自然
の変化を推し量る重要な指標で͋るɻしかし、研究の進ん
でいるいくつかの種を除いて、産ཛ日、ሊ化日、立日と
いͬた生物ྐྵをࣔす٬観的な情報は少ないɻ北海道では、
札幌市羊が丘においてϠブサメについてのৄしい研究が͋
るが８）、９）、10）、羊が丘Ҏ外の地域ではの観察例はほとん
Ͳないɻまたキビタキについては山སݝでӦ環境につい
て調た研究は͋るが11）、産ཛ日、ሊ化日、立日なͲの
観察情報はないɻ
　このようなことから鳥類のを観察することは、細৺の
意を図りながら実ࢪする͖で͋るが、֤地で産ཛ日、

ሊ化日、立日なͲの生物ྐྵの情報積を図ͬていくこと
がඞ要で͋るɻ
　ච者は2012年の４݄から７݄にかけて、北海道江別市の
野幌森林公園において、Ϡブサメ（U ros ph ena s q u am eiceps ）
とキビタキ（F icedu la narcis s ina）のをそれͧれ１ͣつ
発見したɻこれらので繁殖の経過を観察し、立日なͲ
が明らかになͬたので報告するɻ

ʲ観察ྫࣄใࠂʳ

ຈྛެԂに͓͚る����のϠϒαϝͱΩϏλΩのӦྫ

玉田克巳

要 　　　　約

　野幌森林公園ొຬ別地区において2012年にϠブサメ（ U ros ph ena s q u am eiceps ）とキビタキ（ F icedu la 
narcis s ina）のを発見したɻϠブサメのは、５݄22日に産ཛ前のを見つけたもので、その後の観察か
らこのでは５݄24日から産ཛが開࢝され、๊ཛ期間は14日間、育期間は11日間と推定されたɻキビタキ
は７݄24日にが３Ӌの育中のを発見し、７݄26日にの立ちを確ೝしたɻメス親のڅӤ行動は観察
で͖たが、オス親は確ೝで͖なかͬたɻこのは、立ちがかͬたことと、オス親が観察されなかͬた点
で、特घな観察例で͋ると考えられたɻ

Key Words: 繁殖、立日、U ros ph ena s q u am eiceps 、F icedu la narcis s ina

図1　調査地（野幌森林公園ొຬ別地区）ɽ
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２ɽ調査͓Αͼํ๏

  が͋ͬたのは、྆種ともに野幌森林公園のొຬ別地
区で͋る（図１）ɻϠブサメのの位置は、公園歩道（エ
ゾマツコース）沿いの落葉広葉樹林内で、沢沿いに͋る
֑の斜面で͋ͬた（北Ң43˃ 02ʟ30�9ʡ、東経141˃ 32ʟ
10�1ʡ）ɻキビタキのの位置も公園歩道（モミジコース）
沿いの落葉広葉樹林内で͋ͬた（北Ң43˃ 02ʟ27�0ʡ、東
経141˃ 32ʟ11�3ʡ）ɻ
　Ϡブサメの๊ཛ期๊期の観察は、原ଇ的にから５
mҎ上離れた地点から親鳥の行動を確ೝしながら行ͬたɻ
また産ཛ数数を確ೝするため、むなく近づいて内
を観察する場合は、で͖る限り親鳥のいない時間帯に行ͬ
たɻキビタキは、Ӧ木から７m離れた地点から10ഒの
ڸ؟と38ഒのԕڸを用いて行ͬたɻ目視観察のほかに、
親鳥の帰状況なͲを調るためにビデオカメラ（SON: 
)AND:CAM )DR-C9180）による画を行ͬたɻ画は、
から５～７m離れた地点から行い、おおむͶޕ前４時半
からޕ前11時半の時間帯でهしたɻ

３ɽ݁Ռ͓Αͼ考

３ɽ１　Ϡϒαϝͷൟ৩
　５݄22日ޕ前６時半͝Ζ、公園内の歩道から10m離れ
た小さな֑の中ෲのく΅みからϠブサメの成鳥１Ӌが飛び
出すのを目撃したので、この周辺を୳ࡧしたとこΖ、を
発見した（写真１）ɻこの時点では、産࠲がほ΅成し
ていたが、ཛはなかͬたɻ５݄25日に観察したとこΖ内
に２ཛ、６݄１日には６ཛを確ೝし（写真２）、６݄11日
には４ཛとሊ化後の２Ӌを確ೝしたɻ６݄18日には、
鳥類標識調査のため、を捕獲して、環境লの金属リング
を着したが、内にはが５Ӌしかいなかͬた（写真３）ɻ
捕獲時のの体重は平6�6ۉg（ൣғɿ6�1 ～ 7�2g）で、跗
ᪧ長は平15�5ۉmm（ൣғɿ14�6～16�2mm）で͋ͬた（表１）ɻ
６݄21日から６݄23日の３日間は、立ちが近いとࢥわれ
たため、内への近はආけ、ビデオカメラによる観察を
行ͬたɻ６݄21日と６݄22日にそれͧれ２回ͣつ親がڅӤ
するとこΖがࡱ影されていたɻしかし６݄23日には１度、
親鳥とࢥわれるϠブサメがの近くに立ち寄り、をのͧ
いたが、څӤしている様子はなかͬたɻ６݄23日のޕ前11
時半にビデオカメラを回収するࡍに、内を確ೝしたとこ
Ζ、はいなかͬたɻ
　Ϡブサメは、通常１日１ཛͣつ産み、最終ཛを産んͩ後
に๊ཛがはじまる８）ɻ今回の観察で、５݄25日に２ཛ、６
݄１日に６ཛ観察されたことから、このでは５݄24日か
ら産ཛが開࢝し、５݄29日に６ཛ目が産まれたことになり、
この日から๊ཛが࢝まͬたものとࢥわれるɻ羊が丘ではॳ

ཛの産ཛ日は５݄16 ～ 24日で͋り、今回観察したのॳ
ཛの産ཛ日とほ΅一கするɻ６݄11日に４ཛとሊ化後の
２Ӌを確ೝしたことから、この日をሊ化日とすると、๊
ཛ期間は14日間と計ࢉで͖、羊が丘の平13ۉ日間とほ΅一
கするɻ立ち時間は特定で͖なかͬたが、６݄22日のビ
デオࡱ影では親によるڅӤ行動が観察され、６݄23日のޕ
前中はڅӤがなく、ޕ前11時半にがいなかͬたことから、
６݄22日のޕ後に立ちしたものとࢥわれるɻこのことか

写真1　Ϡブサメのの位置ɽ

写真2　Ϡブサメの（６݄１日）ɽ

写真3　Ϡブサメの（６݄18日）ɽ
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ら育期間は11日間となり、羊が丘の平10ۉ日間とほ΅一
கしたɻ

３ɽ２　ΩϏタΩͷൟ৩
　７݄24日12時͝Ζ、Ӥをくわえたキビタキのメスがいた
ため、このメスを観察していたとこΖ、څӤのために木の
྾け目に飛びࠐむとこΖを目撃し、を発見したɻӦ木
は樹高15̼（ブルーメライス測高ثによる測定）、ڳ高
20cmのナナカマド（Sܘ orb u s  com m ix t a）の生立木で、
は地上から480cm（検測ポールによる測定）の位置に͋る
إの྾け目に͋ͬた（写真４）ɻの入り口に３Ӌがװ
を出していたɻこのは立ちが近いとࢥわれたため７݄
25、26、27日の֤日にビデオカメラを設置し、観察を行ͬたɻ
ビデオࡱ影の結果、７݄26日に３Ӌのの立ちが確ೝで
͖たɻ立ちの時間は8ɿ40、10ɿ08、10ɿ13に֤１Ӌで
͋るɻ７݄25日は親が104回、７݄26日は57回のڅӤを行
ͬているのがهされていたが、څӤに来るのはメス親ͩ
けで、オス親のڅӤはهされなかͬたɻ７݄26日のڅӤ
行動は8ɿ39、10ɿ06にもهされ、立ち前まで行われ、
いわΏるに立ちをଅすためにڅӤを߇えるようなじら

しの行動は見られなかͬたɻ２Ӌ目のが立ͬてから、
３Ӌ目のが立つまでの時間は５分で͋るが、この間に
親のڅӤはなかͬたɻ３Ӌ目のが立ͬた後、10ɿ35に
もメス親が穴を訪れ、穴内を͖ࠐむ行動がهされ
ていたが、これҎ後は親鳥の࢟はࡱ影されておらͣ、７݄
27日のࡱ影においても親鳥の࢟はࡱ影されなかͬたɻ
　一ൠ的には、キビタキの๊ཛ期間は12 ～ 13日間、育
期間は14日間で͋る12）ɻこれから計ࢉすると、今回観察
したの産ཛ日は６݄30日͝Ζと推定されるɻ北海道にお
けるキビタキの繁殖時期についてはৄしいهड़がないが、
キビタキの渡来は５݄中०で２）、2012年の野幌森林公園ొ
ຬ別地区におけるॳೝ日は５݄11日で͋ͬたɻこのことか
ら考えると、通常は５݄下०͝Ζには産ཛするものとࢥわ
れるɻ今回観察した個体は、立ちが７݄26日で͋ること
が確ೝで͖、産ཛ日も６݄30日͝Ζと推定され、この個体
の繁殖時期は通常のキビタキと比て、かなりい繁殖例
で͋ることがࣔࠦされるɻ立日とその前日のڅӤ行動は
合計で161回観察で͖たが、すてメス親で、オス親は観
察されなかͬたɻ多くの鳥類は一夫一࠺で͋り、オス親は
メス親とともにへのڅӤを行うもので͋るが13）、この
ではオスのڅӤが観察されなかͬたɻこのの観察例は、
立ちがかͬたことと、オス親が観察されなかͬた点で、
特घな観察例で͋ると考えられたɻ

４ɽँࣙ

　Ϡブサメのの୳ࡧ方法については、森林総合研究所北
海道支所の川路ଇ༑前支所長、川路ਔ子ࢯ、立教大学の上
ԭ正ࢯۍに͝教ࣔいたͩいたɻとくに川路前支所長には観
察の進め方についても、͝指導をいたͩいたɻهしておྱ
ਃし上͛るɻ
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Flycatcher in Nopporo Forest Park 2012.

,atsumi TAMADA

ACstract
　The nesting Cehavior of Asian StuCtails （ U ros ph ena 
s q u a m eicep s ） and Narcissus 'lycatchers （ F iced u la 
narcis s ina） Xas oCserved in Nopporo 'orest 1ark in 
the Creeding season of 2012� A nest of Asian StuCtails 
Xith no eggs Xas found on 22 May� In this nest, the 
dates of the prst egg laying, hatching, and qedging Xere 
estimated as 24 May, 11 +une, and 22 +une, respectively� 
A nest of Narcissus 'lycatchers Xith three nestlings 
Xas found on 24 +uly and fledged on 26 +uly� 'eeding 
Cehavior Cy the female Xas oCserved 161 times Cut the 
male Xas not oCserved� This nest might Ce uniRue in 
tXo Xays� （1） the Creeding period Xas later than usual 
for Narcissus 'lycatchers, and （2） feeding Cehavior Cy 
the male Xas not oCserved�
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千ࡀ川水系における水質の長期変化

１ɽ͡Ίʹ

　千ࡀ川は、支ᝇ・樽前火山群のフレ岳を源に、日本有数
の透明度と水質をތる支ᝇ湖を経て、石狩川に合流する一
河川で͋るɻ支流の内別川が日本の名水ඦબにબばれるڃ
なͲ、清流として知られるɻまた、サケが上する河川で
も͋り、その時期にՔಇするインディアン水車は秋の風物
（になͬているɻ１ࢻ

　流域には４市２ொ（千ࡀ市、ܙఉ市、北広島市、江別市、
長沼ொ、ೆ 幌ொ）が位置し、37ສਓ（平成22年国調査）
が生活しているɻこの水系では、河川水が水道水、農業
用水として利用されているଞ、サケ・マスのሊ化์流事業
が行われているɻ一方、流域の大部分は、低湿地で͋り、
標高差が小さく、排水が極にѱいことから、過去に何度
もߑ水の被害がもたらされた２ɼ３）ɻ
　近する札幌市の発లに伴い、1960 ～ 70年には千ࡀ
川流域はٸ速に開発が進み、水系における水質ѱ化が懸೦
されたɻ当時、千ࡀ市では、市ຽӡ動として千ࡀ川の浄化
に取り組んでおり、また、道においても千ࡀ川を公害対策
基本法の類型指定河川４）にすることについて検討が進め
られていたɻ
　このような状況のもとで、1974年に千ࡀ市、ܙఉ市、広
島ொ（現ࡏは北広島市）、江別市の３市１ொと、石狩支庁

（現ࡏは石狩ৼہڵ）の公害୲当者が中৺となり、「千ࡀ川
水系水質保全࿈བྷ会ٞ（Ҏ下、千ࡀ川࿈བྷ会ٞ）」が設立
され、千ࡀ川の汚濁の実態をモニタリングし、水質保全に
取り組むための情報交を行うこととしたɻ本報告は、同

࿈བྷ会ٞが実ࢪして͖た36年間のモニタリング結果６-11）を
用いて、千ࡀ川水系の水質の長期的な変化を明らかにし、
その要因について考察を行ͬたもので͋るɻ

２ɽઍࡀਫܥͷ֓ཁ

　千ࡀ川水系は、カルデラ湖で͋る支ᝇ湖周辺のフレ岳に
源を発し、支ᝇ湖をへて、西から東に流れ、多くの支流を
集めつつ、千ࡀ市市֗地で北方向に向͖を変えて、江別市
で石狩川に合流して日本海にぐ（図１）ɻ石狩川と合流
するװ線流路はԆ長107�9km、全流域面積は1245�6ὕで石
狩川の１次支流河川12）で͋るɻ流域に存ࡏする４市２ொ（千
ఉ市、江別市、北広島市、長沼ொ、ೆ幌ொ）のうܙ、市ࡀ
ち、江別市を除く３市２ொの行区域はそのほとんͲが流
域に含まれるɻ
　千ࡀ川流域の低平地はŊ1907年（明治40年）ࠒまではŊ広
大な湿地が広がͬていたが、治水農地開発が進みŊ1965
年（ত和40年）ࠒにはŊ豊かな水田となりŊその後Ŋ水田か
ら畑へのసがみられたɻ現ࡏは、稲作、畑作なͲの一次
産業と、食品造業、金属品造業なͲの二次産業が
んで、ॅ宅地域新千ࡀ空ߓを中৺とする臨空型業地帯
の拡大に伴い発లがஶしい地域となͬているɻ
　千ࡀ川に流入するओ要な支流としては、上流から別川

（合流位置ɿࠨ岸）、内別川（ࠨ岸）、ママチ川（ӈ岸）、ॕ
梅川（ӈ岸）、長都川（ࠨ岸）、ቢ川（ӈ岸）、ೆ 号川（ӈ岸）、
漁川（ࠨ岸）、ೆ 六号川（ӈ岸）、島দ川（ࠨ岸）、ྠ 厚川（ࠨ
岸）、چ夕張川（ӈ岸）、ཪの沢川（ࠨ岸）、ૣ 苗別川（ࠨ岸）
が͋る（図１）ɻこれら自然河川に加えて、幌向ӡ河അ
追ӡ河なͲの湿地帯からの排水を目的としてਓ的に掘

ˎ　元道総研環境科学研究センター
ˎˎ　元石狩ৼہڵ

ઍࡀਫܥに͓͚るਫ࣭のظมԽ

石川　靖、北川穂ˎ、今泉夫ˎˎ

要 　　　　約

　千ࡀ川は古くからサケの૿養殖事業が行われるなͲ、水産業でも利用されているɻまた、その流域は、札
幌市にྡしており、ਓ口૿加農業の発లに伴う水利用が高度成長期に࢝まͬたɻ流域における開発が
進むにつれて水質汚濁が進行する懸೦が生じたことから、流域の４市２ொがٞڠ会を設立し、経年的な水質
監視を行ͬているɻ36年間の水質データを解析したとこΖ、千ࡀ川におけるBODCODは水質改善対策の
ޮ果も͋り調査開࢝の1974-75年をピークに濃度が低下し、1980年から今日までほ΅一定で͋ͬたɻこのよ
うな向は千ࡀ川に流入する支流でも見られたɻ一方、水量が大͖い支流では、BODN)4-Nの濃度も高く、
負荷量が大͖いことが定されたɻ支流流域毎の水質改善対策がඞ要で͋るɻ

Key Words: 千ࡀ川流域、河川水、長期モニタリング、BOD、COD、支流
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された河川も流入しているɻ

３ɽํ๏

　水質のモニタリング実ࢪ期間における千ࡀ川流域のࣾ会
的な状況変化を明らかにするために、４市２ொのਓ口と土
地利用の経年変化を調たɻ

　ਓ口は、1979年度から2011年度における֤市ொの毎年度
のॅຽ基本ாにࡌهされた数値を用いたɻ土地利用は、
1982年度から６年お͖に2011年度まで、千ࡀ川࿈བྷ会ٞの
事業報告ॻにࡌهされた地目別土地面積の数値を用いたɻ
　千ࡀ川࿈བྷ会ٞは、1974年度から２～３か݄間ִで水温、
酸素、大菌等の߲目を設定して水質のモニタリング調査
を実ࢪしているɻ本報告では、これらのモニタリング߲目
のうち、千ࡀ川本流とओ要な支流について水質の長期変化
を明らかにするために生物学的酸素消අ量（BOD）、アン
モニア態窒素（N)4-N）、全リン（T-1）の結果を用いたɻ
また、河川の環境基準はBODにより検討されるが、有機
汚濁については化学的酸素消අ量（COD）の変動をѲ
することも重要で͋ることから、これについても検討߲目
に加えたɻ水質調査のための採水は千ࡀ川本流11カ所、支
流９カ所で行われ、採水地点については図１及び表１にࣔ
したɻ

表1　採水地点名と調査開࢝年度

図1　千ࡀ川水系の֓要と水質モニタリングにおける採水地点
（ଠ線は千ࡀ川、細線は支流、ഁ線は千ࡀ川水系の流域界、˔は採水地点とその൪号、英ࣈは環境基準）
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４ɽ݁Ռ

４ɽ１　ਓޱͷਪҠ
　図２に千ࡀ市、江別市、北広島市、ܙఉ市、長沼ொ、ೆ
幌ொの４市２ொの32年間のਓ口推移をࣔすɻ４市２ொのਓ
口は、1979年度に24ສ５千ਓで͋ͬたɻその後、毎年
３千から一時は９千ਓをえる૿加向をࣔし、1991年度
には30ສਓをえて૿加をଓけ、最時の2007年には36
ສ６千ਓをえるようなॅډਓ口規模になͬたがҎ降は減
少にసじ、2010年度は36ສ５千ਓに減少して͖ているɻ

較したものを表２にࣔすɻ千ࡀ市、ܙఉ市、北広島市では
山林が52�9 ～ 30�0ˋと最も多く、江別市は畑地が35�7ˋ、
ೆ幌ொと長沼ொは水田（64�5 ～ 54�4ˋ）が最も多くなͬて
いるɻ

　このうち江別市の一部を除く千ࡀ川流域にॅډするਓ口
は、この間、15ສ９千ਓから૿加していたが、流域全体
の向同様に2007年度に27ສ７千ਓの最大となͬたҎ降
は減少に入ͬているɻこの間に流域ਓ口は、４市２ொのਓ
口に対して占めるׂ合は、65�から76ˋへ૿加したɻ

４ɽ２　ར༻ͷมԽ５�12）

　図３に４市２ொの1982年Ҏ降の土地利用の変化をࣔすɻ
30年間に、原野（1982年度は4�2�、2011年度は3�5�、Ҏ
下同）、山林（37�2�、35�6�）、水田（17�4�、13�5�）が
減少向をࣔし、畑地（11�1�、12�8�）とॅ宅地（3�6�、
5�2�）が૿加向をࣔしたものの大͖な変化はみられなか
ͬたɻ
　1982年度と2011年度における４市２ொの土地利用ׂを比

４ɽ３　ઍࡀʹ͓͚Δਫ࣭ͷมԽ
１）#0%
　図４にBODの経年変化をࣔしたɻ上流から中流にかけて
の水明橋（地点൪号ɿ１　Ҏ下同）から長都大橋（6）まで
の地点は調査開࢝から1986年度までは大͖く変動しながら比
較的高い値をࣔしたが、1987年Ҏ降は値が低下し、おおむͶ
1�0mg/Lで推移したɻ下流の橋（7）から東光橋（11）
は比較的高い値をࣔしているが、1989年Ҏ降はわͣかに低
下し、2�0mg/LҎ下をࣔす年が多くなͬたɻ

２）$0%　
　図５にCODの経年変化をࣔしたɻ測定開࢝から1987年ࠒ
までおおむͶ全地点で値は低下する向がみられたがその後
は比較的安定しているɻ調査期間を通して下流ほͲ高い値を
ࣔしたɻ

表2　1982年度と2011年度における֤市ொ別の土地利用状況（括ހ内が1982年度、数ࣈは�）

図2　４市２ொにおけるਓ口の推移

 図3　流域における土地利用の変ભ
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により値の変動は大͖いが、おおむͶ1�0mg/L前後の値を
ࣔしているɻ一方、漁川、島দ川、چ夕張川は2�0mg/LҎ
上の値をࣔしていたɻ島দ川にはദ木川が్中から合流し
ているが、2001年度から2010年度の平ۉ値は島দ川上流
部の島দ橋（18）で2�5mg/L、ദ木川のೆ14号橋（17）で
2�7mg/Lに対して、合流後のೆ９号橋（19）は4�2mg/Lと
高い値をࣔしたɻ

２）$0%
　図９に支流におけるCODの経年変化をࣔしたɻBODと
同様にママチ川、長都川、ॕ梅川で値が低く、֓Ͷ３mg/
LҎ下で͋ͬたɻچ夕張川は６～ 12�0mg/Lと支流の中で
は最も高い値をࣔすことが多かͬたɻ

３）　/)4�/
　図10に支流におけるN)4-Nの経年変化をࣔしたɻママチ
川、長都川、ॕ梅川がBODCODと同様に低く、未検出
となる年度も͋ͬたɻケψフチ川もこれらの河川同様に経
年的に低い値をࣔしていたɻ漁川、島দ川、چ夕張川は前
ड़した4河川と比較して高い値をࣔしていたɻ漁川は1990
年ࠒから、چ夕張川は2003年ࠒから૿加向に͋るɻ最
も値が高いのは島দ川で、0�27 ～ 3�3mg/Lのൣғに͋り、
1987年度Ҏ降にܹٸに値が૿加していたɻ1995年ࠒから値
の低下がみられたが、2000年度Ҏ降は、1�4 ～ 2�4mg/Lの
ൣғで変動していたɻ

３）/)4�/
　図６にN)4-Nの経年変化をࣔしたɻ上流部の水明橋（1）、
ਯ明橋（2）、ሊ化場（3）、日の出橋（4）では、調査開࢝
から0�01mg/LҎ下の低い値をࣔしたɻ2000年度Ҏ降、中
流域の根志ӽ橋（5）から橋（7）までは0�11から0�38
mg/L、下流域の千ࡀ川橋（8）から東光橋（11）までは
0�30 ～ 0�67mg/Lと濃度のトレンドに３タイプの向が͋る
ことがࣔされたɻ下流域では変動が大͖いが、値は૿加
向に͋るɻ

４）5�1
　図７にT-1の経年変化をࣔしたɻ年度によͬてಥ出した
値をࣔす地点も͋るが、1987年度Ҏ降の値は比較的安定し
ているɻ上流の水明橋（1）、ਯ明橋（2）、ሊ化場（3）、日
の出橋（4）では0�05mg/LҎ下の濃度で͋るのに対して、
根志ӽ橋（5）より下流部はおおむͶ0�05mg/LҎ上で͋ͬ
たɻ中流の根志ӽ橋（5）から橋（7）まではおおむͶ
0�05 ～ 0�1mg/Lのൣғで変動したɻ下流に͋る４地点は調
査期間を通して値が高く、0�1mg/L前後をࣔしたɻ

４ɽ４　ઍࡀͷྲྀࢧʹ͓͚Δਫ࣭ͷมԽ
１）　#0%
　図８に支流におけるBODの経年変化をࣔしたɻ上流ӈ
岸部から流入しているママチ川、長都川、ॕ梅川の３河川
は、1987年度Ҏ降は1�0mg/Lをえていないɻその下流に
位置し同じくӈ岸から流入しているቢ川も前ड़の3河川

図4　千ࡀ川の地点におけるBOD変動（プロットは年平ۉ値）
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図6　千ࡀ川の地点におけるN)4-N変動（プロットは年平ۉ値）

図5　千ࡀ川の地点におけるCOD変動（プロットは年平ۉ値）
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図8　千ࡀ川支流の末流地点におけるBOD変動（プロットは年平ۉ値）

図7　千ࡀ川の地点におけるT-1変動（プロットは年平ۉ値）
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千ࡀ川水系における水質の長期変化

図10　千ࡀ川支流の末流地点におけるN)4-N変動（プロットは年平ۉ値）

図9　千ࡀ川支流の末流地点におけるCOD変動（プロットは年平ۉ値）
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උが進んͩことによると考えられるɻ千ࡀ川は公共用水域
の監視対河川にもなͬており、支流の内別川の合流前ま
でがBOD河川類型のAA基準（１mg/LҎ下）、合流後はA
基準（２mg/LҎ下）の指定をそれͧれडけているɻ1987
年度Ҏ降、おおむͶ基準Ҏ下の値をࣔしており、数年お͖
に高い値をࣔしていた最下流の江ೆ橋（10）東光橋（11）
についても2003年Ҏ降は基準内の値をࣔしているɻ
　また、今回とり͋͛た４߲目とも、千ࡀ市֗地より下流
に͋る支流（漁川、島দ川、چ夕張川）からの負荷量が高
いことがࣔࠦされたɻ
　これらの߲目のうちN)4-Nは、下流部では૿加向をࣔ
していることが明らかになͬたɻ千ࡀ川下流域を占める江
別市の1982年時点の水田利用率は29�7�に対して、畑地は
18�4ˋで͋り、30年で畑地が૿え利用率が逆సしている（表
２）ɻ一方、近している北広島市とܙఉ市では、江別市
と比較して土地利用率にܶ的な変化はなく（表２）、江別
市における水田から畑地へのస化によるං料の流出が影響
したものと考えられるɻ
　また、ҏ藤らによると13）、千ࡀ川の流量に対する支流の
T)M（トリハロメタン）生成能の寄与は、چ夕張川（അ
追ӡ河を含む）および、幌向ӡ河が大͖かͬたとしているɻ
これは、長沼ொとೆ幌ொを合わせての流域面積の75ˋが水
田に利用されているためで͋るが、取水がない時期は、こ
れらのӡ河の河川水の流量が少なくなることから漁川、ྠ
厚川、島দ川、ദ木川、ቢ川なͲの支流の水量の影響が
大͖いとしているɻ一方で、千ࡀ川における懸濁物濃度も

４）　5�1
　図11に支流におけるT-1の経年変化をࣔしたɻଞの߲目
と同様にママチ川、長都川、ॕ梅川がଞ河川に比較して低
く、֓Ͷ0�05mg/LҎ下の値をࣔしていたɻまた、ケψフ
チ川は0�05 ～ 1�0mg/Lで推移したɻ比較的高い値をࣔして
いた漁川と島দ川は1996年度ࠒから૿減͋るものの、低下
する向に͋るɻまた、漁川、島দ川と同様高い値をࣔし
ているچ夕張川は、2000年度から低下向をࣔしていたが、
2008年度Ҏ降は૿加向にసじているɻ

５ɽ考

　千ࡀ川࿈བྷ会ٞの報告ॻでは1970年半ばの千ࡀ川の環
境は、江別市及び広島ொは札幌市のベッドタウンとしてਓ
口が૿加し、千ࡀ市及びܙఉ市はا業進出がんで内陸軽
め、ೆ幌ொ及び長ڧ業をओとした産業衛生都市的性֨を
沼ொは都市部への食ྐڅڙ基地のׂを୲ͬて͖たことか
ら、生活排水と農業排水による汚濁負荷量は特に中・下流
域で૿加していることを指ఠしている５）ɻ
　結果でࣔしたようにਓ口は2000年ࠒまで૿加をଓけたに
もかかわらͣ、有機系汚濁物質の指標となるBODCOD
の値は、千ࡀ川本流中・上流部に流入する支流では1980
年中͝Ζまでに低下し、Ҏ後は変動が͋りつつも今日まで
૿加向はみられないɻこれは、1974年に環境基準として
定められたBODの値をकるために場においては排水対
策のప底が図られ、またਓ口૿加になく下水道等の

図11　千ࡀ川支流の末流地点におけるT-1変動（プロットは年平ۉ値）
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meisui/
　　（環境লબ定　名水ඦબ（ত和60年બ定））
15）草野美, ҏ藤富子ɿ北海道千ࡀ川水系におけるオオ

エゾϤコエビとトゲオϤコエビの分布� 陸水学ࢽࡶ, 
vol�65, 193-201� 2004�

Long-term Changes in the Concentrations of some 
water Ruality parameters in Chitose 3iver and its a 
branch.
:asushi IshikaXa, 'usaho ,itagaXa and )aruo Imai[umi

ACstract
　The Xater of the Chitose River has Ceen used for 
agriculture and industrial purposes, drinks, and for 
farming and fisheries （salmon）� Data oCtained Cy the 
ChitosekaXasuikei Suishitsuho[en Renrakukaigi for BOD, 
COD, N)4-N, T-1, and other Xater Ruality parameters 
Xere analy[ed for the period 1976r2010� In terms of 
Xater Ruality improvement, the concentrations of COD 
and BOD Xere reduced to from 1974 to 1980� In other 
results, the load of BOD and N)4-N in some Cranches 
Xas deemed high compared to an upstream location on 
the Cranch�

下流にいくにしたがいܹٸに多くなり、年間では下半期に
比上半期の方が多くなͬていることから、５݄中०から
６݄ॳ०にかけて行われる水田のか͖により、͖ר上͛
られた土壌が汚濁水として流入していることが考えられ、
千ࡀ川がこれら支流流域の水田からの排水の影響もडけて
いることをࣔࠦしているɻ支流流域の土地利用の実態に合
わせた負荷減少に向けての対策が期されるɻ
　千ࡀ川は、;化์流事業がんなͩけでなく、野生のサ
ケも生息する河川で͋り、支流の内別川は、環境লの名水
ඦબ14）にબ定される豊富な水量と良質な水質を今日まで
ҡ࣋して͖ているɻサケが上する河川においては、ホッ
チャレ化した後のサケがϤコエビ類の生息のための重要な
Ӥ資源となͬていることが報告されている15）ɻ千ࡀ川の水
質を評価するうえで、水生生物の生息状況も考慮するඞ要
が͋るɻ今後は水質のみならͣ生物学的な調査も含めて総
合的にデータ取ಘがܧଓして行われることを期したいɻ
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農ߞ地のエゾシカ観察಄数に対する侵入防止柵のޮ果の評価

１ɽ͡Ίʹ

　北海道東部地域（オホーツク総合ৼہڵ、十勝総合ৼڵ
管内）におけるエゾシہڵ及び根室ৼہڵ釧路総合ৼ、ہ
カ（C erv u s  nippon yes oens is ）の個体数は、1998 ～ 2001年
度に一୴減少したものの、2002年度ࠒから再び૿加にసじ、
2008年度には、かつてのピークで͋ͬた1998年度と同じ水
準まで回復した１）ɻこのようなエゾシカ個体数の૿加に伴
い、1989年度には12ԯԁͩͬた東部地域の農林業被害ֹ
は、2011年度に40ԯԁに達した２）ɻ一方、エゾシカによ
る農業被害の૿加をडけて、漁網ネット、バラ線、ര音
ආ剤、電気柵なͲ様々な被害対策が行われس、Ҋ山子、ث
て͖たが、いͣれも被害をݦஶに減少させることはで͖ͣ、
1995年度からは、高さ2�0 ～ 2�5mのৎ夫な金網で作成され
たエゾシカの侵入防止柵（Ҏ下、シカ柵）が、東部地域の
農ߞ地で広域的に設置され、その総Ԇ長距離は2003年度末
で3,010kmに達した３）４）５）ɻしかし、このようなシカ柵の
設置によͬてエゾシカの侵入をͲれͩけ防止で͖たのか定
量的に評価した事例は少ないɻまた、シカ柵を設置してか
ら10年Ҏ上経過した地域がみられるものの、設置年数の経
過とともに、エゾシカの侵入防止ޮ果が、Ͳのように変化
したのか評価した事例はないɻ
　本研究では、毎年、全道で実ࢪされているライトセンサ
スの調査コースのうち、シカ柵にғまれている調査コース

（Ҏ下、柵内コース）のデータを用いて、シカ柵の設置に
よるエゾシカの侵入防止ޮ果を評価するとともに、シカ柵
設置年数の経過とともに、エゾシカの侵入防止ޮ果が、Ͳ
のように変化したのか評価することを目的としたɻ

２ɽํ๏

　ライトセンサスは、1992 ～ 2012年度の10݄もしくは11
݄に実ࢪしたɻ調査コースは、１市ொ村に֓Ͷ１か所ͣつ
設定し、道路の通行止めなͲによる一時的な変更を除͖、
経路を毎年固定した６）ɻ調査は、ӡస手、観察者（２名）、
者の計４名を１組とする調査һが自動車に車し、日ه
没後４時間Ҏ内に時速10km ～ 20km程度の速度で走行し
ながら、スポットライト（2-BEAM、Brinkmannࣾ）
で車྆の྆側をরࣹし、観察されたエゾシカの個体数、
性別、年齢等をهした４）ɻ本研究では、シカ柵の内側に
おけるエゾシカの生息動向をѲするために、調査期間中
に実ࢪしたライトセンサスの調査コースのうち、ほ΅全
にシカ柵に෴われた12か所の柵内コース（図１）を解析の

農耕地のエゾシカ観察頭数に対する侵入防止柵の効果の評価

稲富佳洋、上野真由美、宇野裕之

要 　　　　約

　農ߞ地に設置されたエゾシカ（ C erv u s  nippon yes oens is ）の侵入防止柵（シカ柵）による侵入防止ޮ果を評
価するために、ライトセンサスのデータを解析したɻライトセンサスは1992 ～ 2012年度に実ࢪされ、1995
～ 2004年度に12か所のコースがシカ柵でғまれたɻシカ柵設置後の観察಄数が11か所のコースでٸ減し
たことから、設置後のシカ柵は高い侵入防止ޮ果を有することがࣔࠦされたɻ一方で、全てのコースでシ
カ柵の設置後にエゾシカが観察されたため、シカ柵を設置してもエゾシカを全に排除で͖るわけではない
ことが明らかとなͬたɻまた、シカ柵を設置してから数年後、数か所のコースでは、エゾシカの観察಄数が
ঃ々に૿加する向が͋ͬたため、シカ柵の侵入防止ޮ果は低下することがࣔࠦされたɻ今後は、農ߞ地に
おいてエゾシカの個体数管理を組み入れた総合的なエゾシカの被害防除策を検討することが重要で͋るɻ

Key Words: エゾシカ、ライトセンサス、農林業被害、個体数指数、侵入防止柵

0 40 8020
km

図1　北海道東部地域におけるシカ柵とライトセンサスを実
　　　　　　 　　した柵内コースの位置図ɽࢪ
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対としたɻ柵内コースのબに当たͬては、N1O法ਓ
EnVision環境保全事所が作成した報告ॻ（2008）７）に
よͬてシカ柵の位置及び設置年度を確ೝするとともに、ன
間に柵内コースを自動車で走行し、シカ柵設置の有ແを確
ೝしたɻ
　柵内コースでシカ柵の設置が開࢝されたのは、1995 ～
2004年度で、シカ柵の事ࢪ期間は、大空ொ（ঁຬ別
ொ）が１年間で最も短く、津別ொ及びӜ幌ொが７年間で最
も長かͬた（図２）ɻシカ柵の設置が最もૣくྃしたの
は、本別ொの1998年度で、最もくྃしたのは、置戸ொ
の2006年度ͩͬた（図２）ɻ
　シカ柵の設置によるエゾシカの侵入防止ޮ果を評価する

ために、まͣシカ柵の設置前の年度（Ҏ下、設置前年）
とシカ柵の設置がྃした後の年度（Ҏ下、設置後年）
における柵内コースの観察಄数を比較したɻ
　次にシカ柵を設置してからの年数が経過するにつれて、
柵内コースの観察಄数がͲのように変化したのか評価する
ために、コース͝とに一ൠ化線形モデル（GLM）を用い
て解析したɻ֤年度における柵内コースの観察಄数を目的
変数とし、シカ柵を設置してからの経過年数を説明変数と
したɻ目的変数はポアソン分布にैうとԾ定し、オフセッ
ト߲として走行距離（km）を設定したɻGLMの計ࢉには、
R� 2�15�3を用いたɻ
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図2　柵内コースにおける走行距離10km当たりの観察಄数の推移及びシカ柵の事ࢪ期間ɽグレーの部分は柵の事ࢪ期間をࣔすɽ
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農ߞ地のエゾシカ観察಄数に対する侵入防止柵のޮ果の評価

３ɽ݁Ռ

　設置前年と設置後年におけるエゾシカの観察಄数を比
較したとこΖ、設置前年の観察಄数が平51�5ۉ಄/10km、
設置後年の観察಄数が平15�3ۉ಄/10km、その減少率は
70�3�で、大空ொ（ঁຬ別ொ）を除く全てのコースで設置
後年に観察಄数が減少した（表１、WilcoYonのූ号和検
定　p�0�001）ɻ一方、設置後年は、美幌ொを除く全てのコ
ースでエゾシカが観察されたほか、美幌ொにおいても設置
後年のཌ年（2004年度）には3�6಄/10kmのエゾシカが観
察された（表１及び図２）ɻ
　柵内コースにおけるシカ柵設置後の経過年数と観察಄数
との関係を表２にࣔすɻ美幌ொ、津別ொ、清里ொ、小清水
ொ、本別ொ、Ӝ幌ொ及び釧路市（音別ொ）では、経過年数
の係数が、有意な正の値をࣔしたɻこれらのコースでは、
シカ柵を設置してからの年数が経過するほͲ、エゾシカの
観察಄数が૿加する向に͋ることがࣔされたɻ特に、釧
路市（音別ொ）では、2009年度及び2011年度にシカ柵の設
置前と同水準の高い観察಄数をࣔした（図２）ɻまた、大
空ொ（東藻ۏ村）及び陸別ொの観察಄数と経過年数には、
有意な正の相関がみられなかͬたが、それͧれシカ柵を設
置してから４年目及び５年目Ҏ降は、年数が経過するにつ
れて観察಄数が૿加する向をࣔしたɻ

４ɽ考

　柵内コースの12か所のうち11か所では、シカ柵の設置後
年に観察಄数が減少し、その減少率は、平70�3ۉ�をࣔしたɻ
ैͬて、シカ柵の設置後は、設置前に比てエゾシカの
侵入を３ׂ程度抑えることが可能で͋り、農業被害の軽減
にޮ果的で͋ることがࣔࠦされたɻ
　一方で、美幌ொを除く全てのコースで設置後年にエゾシ

カが観察されたほか、美幌ொにおいても設置後年のཌ年に
はエゾシカが観察されたことから、シカ柵を設置しても、
エゾシカを全に排除で͖ていないことが明らかとなͬたɻ
　GLMによる解析の結果、美幌ொ、津別ொ、清里ொ、小
清水ொ、本別ொ、Ӝ幌ொ及び釧路市（音別ொ）の７か所で
は、シカ柵の設置後にエゾシカの観察಄数が૿加向に͋
ることがࣔされたɻまた、大空ொ（東藻ۏ村）及び陸別ொ
では、シカ柵の設置後、数年経過してから観察಄数が૿加
する向がみられたɻこのことは、シカ柵の設置年数が経
過すると、柵内に侵入するエゾシカが૿加し、侵入防止ޮ
果が低下していることをࣔࠦしているɻシカ柵の侵入防止
ޮ果が低下した原因としては、Ҏ下の２点が考えられるɻ
　１点目は、柵のٺ化による侵入防止ޮ果の低下で͋るɻ
一ൠ的に金網で作成されたシカ柵の用年数は、ネット
電気柵に比て長いとされているが、柵内コースのシカ柵

表2　GLMによる柵内コースの観察಄数とシカ柵設置後の経過年数との関係ɽ

表1　柵内コースのシカ柵設置前年と設置後年における走行
距離10km当たりの観察಄数とその減少率ɽ　　
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&valuation of net fences performance for sika deer on 
the farmland using spot-light counting data

:oshihiro Inatomi, Mayumi 6eno and )iroyuki 6no

　To evaluate the performance of net fences for sika 
deer （ C erv u s  nippon yes oens is ）, Xe analy[ed spot-light 
counting data� Spot-light surveys Xere conducted on 
farmland courses from 1992 to 2012, and tXelve courses 
Xere surrounded Cy net fences during 1995 to 2004 
to Clock out the deer� The oCserved numCer of deer 
drastically declined in eleven courses after the fencing 
Xas installed, and the performance is deemed to Ce high� 
)oXever, some deer Xere oCserved in all of the courses 
after the fences Xere estaClished� This suggests that the 
fencing could not completely Clock out the deer� In the 
years folloXing the installation of fences, the numCer 
of deer oCserved in some courses increased gradually� 
This result might shoX that the fences had Ceen Xorn-
out and their performance had reduced� In conclusion, 
net fences could not Clock out the deer completely and 
comprehensive actions including population control of 
deer must Ce planned on the farmland�

は、設置してから短くても６年、最長で14年経過している
ため、ٺ化によるഁଛ等が生じ、そこからエゾシカが侵
入している可能性が͋るɻ北海道内の市ொ村に鳥獣被害に
関するアンケートを実ࢪしたとこΖ、設置してから10年程
度経過したシカ柵の大規模な補修・更新を問題点としてه
、する市ொ村がみられた８）ɻ今後、東部地域の市ொ村ではࡌ
設置してから長期間経過したシカ柵の補修及び点検にかか
るコストの՝題がࡏݦ化してくるとࢥわれるɻ
　２点目は、エゾシカの学शによる侵入防止ޮ果の低下で
͋るɻ釧路総合ৼہڵ管内の市ொ村୲当者狩猟者にฉ͖
取りしたとこΖ、大規模なシカ柵のഁଛ等は確ೝしていな
いが、シカ柵のわͣかなܺ間河川・道路なͲシカ柵の設
置がࠔな地点から集中的にエゾシカが侵入しているとの
回をಘた（稲富 未発表）ɻ上ड़したように、シカ柵を設
置してもエゾシカを全に排除することはࠔで͋るɻシ
カ柵の設置後は、侵入可能な地点をೝ識している個体は
少ないため、高い侵入防止ޮ果をಘられるが、年数の経過
とともに、侵入可能な地点を学शする個体が૿加した結果、
侵入防止ޮ果が低下した可能性が͋るɻ
　Ҏ上のように、柵内コースにおけるライトセンサスのデ
ータを解析することによͬて、東部地域の農ߞ地で大規模
に設置されているシカ柵が、短期的には高いエゾシカの侵
入防止ޮ果をもたらし、農業被害の防除にߩ献したものの、
設置年数の経過とともに、そのޮ果は低下する向がみら
れ、釧路市（音別ொ）のように、シカ柵の設置前と同水準
までエゾシカが侵入するケースも͋ることが明らかとなͬ
たɻ近年、エゾシカの個体数が૿ٸしている西部地域１）

においてもシカ柵を設置する市ொ村が૿えているが、その
侵入防除ޮ果は永ଓ的ではないことを౿まえた上で、設置
場所規模を検討するඞ要が͋るɻ
　シカ柵を設置した地域では、設置していない地域に比
てエゾシカの侵入する経路が限定されるとࢥわれるɻैͬ
て、エゾシカが集中的に侵入する経路を特定した上で、わ
な等を活用することによͬて、ޮ率的にエゾシカを捕獲す
ることがで͖る可能性が͋るɻ今後は、シカ柵を利用した
ޮ率的な捕獲手法の開発なͲ、農ߞ地においてエゾシカの
個体数管理を組み入れた総合的なエゾシカの被害防除策を
検討することが重要で͋るɻ

５ɽँࣙ

　本研究を実ࢪするに当たり、北海道環境生活部環境ہエ
ゾシカ対策՝のօさま、֤総合ৼہڵ・ৼہڵ環境生活՝
のօさまฒびにࣾஂ法ਓ北海道猟༑会のօさまには、ライ
トセンサスの実ࢪฒびにデータの収集にࡍして多大なる͝
ਃし上͛ますɻँײしてه力をいた͖ͩましたɻここにڠ
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学会等研究発表

ᶜ　 学ձ研究ൃද

１　学ձࢽ報จ
　（1） ච಄ஶऀͰ͋Δจ

ア　2012年の空知地方などの豪雪とその化学成分
　　　ஶ者名ɿ野口　泉ɼ山口高志
ɿ北海道の雪ණɼ31ɼ135-138� （2012）ࢽࡌܝ　　　

要ࢫɿ北海道立総合研究機構　環境科学研究センターでは、
４年毎に全道で積雪調査を実ࢪし、ਂさ、水量および含有
イオン成分等の測定を行ͬているɻ本年も２݄中०から３
݄上०に全道62か所で調査を行ͬたɻ今回は空知地方を中
৺に積雪が多かͬたのが特徴で͋るが、これらの地域にお
ける߽雪による積雪中化学特性への影響について検討を行
ͬたɻ大気汚染物質由来の非海塩由来硫酸硝酸イオンは、
降雪量ͩけではなく、中国における発生源のトレンドの影
響がえたɻ海塩のナトリウムイオンは降雪量の૿加によ
るرऍޮ果が小さいこと、非海塩由来カルシウムで大͖い
ことがೝめられたɻ

イ　Seasonal change in habitat use by Grey Herons in
　　a rural area of western Hokkaido.
　　　ஶ者名ɿ,atsumi TAMADA
ɿOrnithological Science 11�95-102�（2012）ࢽࡌܝ　　　

要ࢫɿTo evaluate the relative importance of rice pelds 
for Grey )erons Ardea cinerea, haCitat use Cy the herons 
in rural areas, including farmlands, streams, ponds, 
and lakes, Xas investigated in Ishikari district, Xestern 
)okkaido� To clarify haCitat use Cy herons, censuses 
along 81 km long routes in rural areas and point counts 
at four sites （ponds and lakes） Xere conducted� Grey 
)erons used rice fields from mid +une to mid August, 
Cut did not use this haCitat either in April or after late 
SeptemCer� Some herons used pond, lake, and river 
haCitats in early April, Cut the numCer of herons in 
these haCitats decreased from early +une onXards and 
increased again from mid August until mid SeptemCer� 
)eron numCers declined in late SeptemCer, Xith 
feX herons using ponds, lakes, and rivers until mid 
NovemCer� )erons used natural Xetland haCitats in 
spring, Cut Xhen rice pelds Xere qooded, they sXitched 
to this haCitat� When Xater Xas drained from rice pelds 
in late August, herons returned to natural Xetlands� 
OCservations revealed that herons feed mainly on 
tadpoles in rice fields and on small fish in ponds and 
lakes� 'oraging success Xas higher, and time to capture 
one prey item Xas shorter, in rice pelds compared Xith 

that in lakes and ponds� Intensive use of rice pelds Cy 
Grey )erons coincided Xith the occurrence of +apanese 
Tree 'rog Hyla japonica tadpoles in this haCitat type� 
Grey )erons therefore use rice pelds to feed on tadpoles� 
This suggests that tadpoles are important prey item for 
Grey )erons in this region�

ウ　北海道への長距離輸送大気汚染物質
　　　ஶ者名ɿ山口高志
ɿ北方林業ࢽࡌܝ　　　

要ࢫɿ北海道の積雪中に含まれる大気汚染物質には中国な
Ͳからの大気汚染物質の長距離輸送の影響が͋り、日本海
側で濃度が高い向に͋るɻまた、春の対流圏オゾンの高
濃度現について長距離輸送の影響が考えられるɻ対流圏
オゾンは標高の高い地域道ೆ部で、よりৄ細な調査がඞ
要で͋るɻこれらの影響について今後もҾ͖ଓ͖調査を行
ͬていくɻ

エ　Aerosol Deposition and Behavior on Leaves 
in Cool-temperate Deciduous Forests-Part 2: 
Characteristics of Fog Water Chemistry and Fog 
Deposition in Northern Japan

　　　ஶ者名ɿTakashi :AMAG6C)I
ɿAsian +ournal of Atmospheric Environmentࢽࡌܝ　　　

要  ɿThe fog Xater chemistry and deposition inࢫ
northern +apan Xere investigated Cy throughfall 
measurement in 2010 at Lake Mashu� Throughfall 
measurement Xas carried out from August to OctoCer� 
Ammonium ion and Sulfate ion Xere the most aCundant 
cation and anion, respectively� Mean p) of fog Xater 
Xas 5�08� The mean rate and total amount of fog Xater 
deposition Xere estimated as 0�15 mm-1 h-1 and 164mm, 
respectively� The amounts of nitrogen and sulfur 
deposition via fog Xater Xere corresponded to those 
reported values of annual Xet deposition�

オ　阿寒国立公園におけるエゾシカ生息密度の低下に伴う
　　林床植生の変化
　　　ஶ者名ɿ稲富佳洋ɼ宇野裕之ɼ高嶋ീ千ɼَؙ和
　　　　　　　幸ɼ宮木雅美ɼ梶　光一
�ɿ保全生態学研究ɼ17ɼ185-197ࢽࡌܝ　　　

要ࢫɿ北海道東部地域の阿寒国立公園においてメスジカ狩
猟と個体数調がエゾシカの生息密度に与えた影響を評価
するために、1993年～ 2009年に航空機調査を実ࢪしたɻ
また、エゾシカの生息密度の変動に伴う林床植生の変化を
明らかにするために、1995年～ 2010年にғい柵を用いた

71



環境科学研究センター所報　第３号　2013

いて被度植物高の変化を解析したɻ対র区では、ᅂ性
植物で͋るクマイザサカラマツソウ属、エンレイソウ属
の被度एしくは植物高が૿加向をࣔし、ෆᅂ性植物で
͋るハンゴンソウが消ࣦしたɻ阿寒湖周辺では、エゾシカ
の生息密度の低下によͬて、採食ѹが低下したために林床
植生が変化したことがࣔࠦされたɻҎ上のことから、エゾ
シカを捕獲し、生息密度を低下させることは、高密度化に
よͬて衰退した林床植生を回復させるための有ޮな一手ஈ
で͋ると考えたɻ

シカ排除区と対র区の林床に生育する植物の被度及び植物
高を調査したɻ航空機調査の結果、生息密度は1993年の
27�1ʶ10�7಄/km2から2009年の9�5ʶ2�5಄/km2へと減少し
たɻ1994年度のメスジカ狩猟の解ې後に生息密度が減少し
め、1998年度のメスジカ狩猟の規制緩和に伴ͬて生息密࢝
度がٸ減し、1999年９݄の個体数調開࢝Ҏ降は、生息密
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ヒグマの栄養状態に影響を与える環
境要因の解明：ヒグマによるシカ駆
除・狩猟残滓の利用に注目して
ツキノワグマ（Ursus thibetanus）の
ドーパミンレセプターＤ４遺伝子の
多様性
ヒグマの生息密度推定に適したヘ
ア・トラップ調査時期の検討
ヒグマ出没の背景を読み解く　－現
地調査と体毛の遺伝子分析から分か
ること－
札幌市街地周辺地域における体毛及
び捕獲試料の遺伝子分析によるヒグ
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年までの分析結果から
GPSテレメによる農地を利用するヒ
グマの追跡事例
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型決定時の精度管理－岩手県の大規
模ヘア・トラップ調査を題材に－
エゾシカ対策の有効性の検証－農業
被害に着目して－
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学会等研究発表

演　　題　　名 発　表　者　名 開催場所時期学　会　等　名

石狩浜のハナとマルハナバチ－セイ
ヨウオオマルハナバチの侵入がもた
らす影響－
2012年の空知地方などの豪雪とその
化学成分
2011－2012年冬期に北海道岩見沢市
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（その４）
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挙動（3）
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全国酸性雨調査（78）－乾性沈着
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北海道内積雪成分の長期変動につい
て
北日本におけるPM2.5高濃度出現状
況について（1）－水溶性成分、炭
素成分の挙動－
全国の環境研究機関の有機的連携に
よるPM2.5汚染の実態解明

多変量解析によるPM2.5高濃度イベ
ントの解釈

西川洋子

野口　泉，山口高志

白川龍生，ヌアスムグリ アリマス，
八久保晶弘，荒川逸人，野口　泉，
尾関俊浩，中村一樹
永洞真一郎，姉崎克典，中嶌大介，
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髙濃度イベントにおける炭素成分の
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冷温帯林におけるエアロゾル動態把
握および樹林の応答機構
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（パッシブ法によるアンモニア濃度
測定結果）－
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況について（2）－無機元素成分の
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とは
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生息環境評価
ヒグマの栄養状態に影響を与える環
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除・狩猟残滓の利用に注目して
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降水組成測定用バルク沈着濾過フィ
ルターを用いた元素状炭素粒子沈着
量の測定
イオン成分抽出後のテフロンフィル
ターを用いたBC濃度の測定
中央カリマンタンにおける泥炭-森林
火災による大気汚染－JST・JICAプ
ロジェクト「インドネシアの泥炭－
森林における火災と炭素管理－」
自治体が保存するバルク沈着濾過
フィルターからの元素状炭素粒子沈
着量レコードの復元
北海道におけるPM2.5の現状につい
て
北海道内の冬季中の有機フッ素化合
物の沈着量調査

地環研による海外環境調査協力－
JST・JICAプロジェクトにおけるイ
ンドネシアの泥炭-森林火災による大
気汚染調査－
エゾシカ分布拡大過程への拡散モデ
ル適用の試み
シカ過密状況下における森林性鳥類
の生息状況－北海道洞爺湖中島の事
例－
ガス状亜硝酸における三酸素同位体
異常の発見
降水組成測定用バルク沈着濾過フィ
ルターを用いた元素状炭素粒子沈着
量の測定
北海道の大気中エアロゾル成分と樹
木個葉に付着したエアロゾル粒子の
観察
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口頭発表 

サケ遡上河川における水環境等の挙動

ホッチャレ設置試験によってわかってきた河畔生態系への影響波及

ヒグマ大腿骨コラーゲンの炭素及び窒素安定同位体比からみたヒグマによるサケの利用

ヘア・トラップを用いたヒグマの生息密度推定に有効な遺伝子マーカーセットの検討

ヒグマの生息密度推定に適したヘア・トラップ調査時期の検討

モバイルカリングII～自動撮影カメラから見る誘因効果～

モバイルカリングIII～エゾシカと狙撃者の行動を検証する～

水田暗渠排水中の除草剤の流出特性

注意報はいつ？　-春季対流圏オゾンの高濃度現象

北海道における有害大気汚染物質の現状

環境中における化学物質の分析と汚染起源の推定

顔料中のPCB濃度と組成

釧路湿原湖沼の自然再生

ポスター発表

雪はきれいなのか？　－積雪中に含まれた大気汚染物質の長期変化－

ブラックカーボンとバイオマス燃焼  －大気中粒子の黒色度とカリウム濃度－

大気中微小粒子PM2.5中の金属成分

微小粒子状物質濃度（PM2.5)の地点間比較と採取法の違いによる濃度差の検討

空気と水をテーマにした貸出用環境教育プログラムの作成

日本海側小湖沼における酸性化モニタリング

サロマ湖の水質モニタリング

石狩低地帯における明治期開拓以降の景観構造の変遷

北海道内河川水におけるPFOS及びPFOAの濃度について

北海道沿岸海域で採捕されたトドの肝臓及び皮下脂肪におけるダイオキシン類濃度とその組成

エゾシカ分布拡大のモデルシミュレーション　－狩猟者情報を用いた地理的障壁の評価－

モバイルカリングI～森林管理と連携した効率的エゾシカ捕獲の試み～

花資源量の違いが海岸地域のマルハナバチ３種の訪花パターンに与える影響

洞爺湖中島におけるシカ過密状況下の森林性鳥類群集

野生鳥類に関する獣医学-生態学融合研究事例　－カラス類の農村地域における疫学調査及び飛来数推定－

上美唄湿原での堀取り実験による植生回復過程

1
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5

6
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所報調査研究報告一覧

Ⅶ　参考「北海道環境科学研究センター所報調査研究報告一覧（第18号～第36号）」
　　　  「環境科学研究センター所報調査研究報告一覧（第１号・通巻第37号～第２号・通巻第38号）」

第18号（平成３年度）
　十勝川の流出原単位に関する調査研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棗　庄輔　ほか３名
　都市内中小河川のモデル解析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか３名
　農薬および重金属に対する藻類による生物検定法の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野修次　　　　 
　航空機騒音予測について　－小規模飛行場への応用－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋英明　ほか１名

第19号（平成４年度）
　降雪中非海塩由来成分の経年変動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　　　　 
　都市内中小河川（亀田川）の水質汚濁対策に関する調査研究　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか３名
　網走湖流域における森林・畑地からの流出原単位について　　　　　　　　　　　　　　　　　　有末二郎　ほか１名
　固相抽出法を用いた環境水中の農薬の一括分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤秀治　ほか１名
　夕張岳岩峰地におけるユウバリクモマグサとエゾノクモマグサの群落形成　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか２名
　知床半島で試みたエゾシカのドライブカウントと定点カウントの比較　　　　　　　　　　　　　梶　光一　ほか３名
　フローセルの改良と硝酸還元用Ｃｄカラムの試作（比色分析の少量化）　　　　　　　　　　　　斉藤　修　　　　 
　メッシュコード法を利用した採水地点の数値化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか１名
　湖沼研究（外国派遣研修報告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂田康一　ほか１名

第20号（平成５年度）
　ゴルフ場の使用農薬の流出に関する統計的考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棗　庄輔　ほか２名
　環境試料中の有機銅（オキシン銅）分析における懸濁物（ＳＳ）の影響　　　　　　　　　　　　沼辺明博　ほか１名
　揮発性有機物の分析について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤秀治　ほか２名
　　　－パージ＆トラップ・ＧＣ／ＭＳによる一斉分析－　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　青潮発生後の網走湖の化学的、生物学的環境変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか２名
　北海道の酸性降下物の陸水酸性化影響調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂田康一　ほか２名
　　　－融雪期の小河川における酸性化－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　公共空間における音環境に対する評価構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋英明　ほか３名
　洞爺湖中島中央草原における植生図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮木雅美　ほか３名
　　　－気球を用いた空中写真による植生図の作成－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　アポイ岳におけるお花畑の縮小とそれにともなう高山植物相の変化　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか２名
　大千軒岳ブナ林の繁殖期の鳥類群集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富沢昌章　　　　 
　北海道における地下水汚染の事例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか２名
　　　－平成３、４年度追跡調査結果より－
　環境における化学物質の挙動に関する研究（外国派遣研修報告）　　　　　　　　　　　　　　　中嶋敏秋　　　　 

第21号（平成６年度）
　ＰＨ変動に伴う湖底堆積物の生成と水質への影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか１名
　Estimation of variation in the physiological activity of
　　microorganism communities and their survival during a sinking process
　（沈降過程での微生物群集の生理活性の変化とその生存の推定）　　　　　　　　　　　　　　　日野修次　　　　 
　野幌森林公園地域における高等植物出現種について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村野紀雄　　　　 
　天塩川流域の歩行性甲虫群集と地表植生との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　繁久　ほか２名
　ＳＰＭＥ法による農薬の多成分分析法の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田清康　　　　 
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　北海道に侵入したオオマリコケムシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野修次　　　　 
　道内における酸性雨・雪による土壌影響の調査及び抑制手法の確立（外国派遣研修報告）　　　　藤田隆男　　　　 

第22号（平成７年度）
　沿岸海域における水質汚濁機構の解明（Ⅰ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか２名
　富栄養化湖沼に流入する河川環境特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか３名
　自然環境サポートシステムの検討設計　－自然環境情報と知識のデザイン－　　　　　　　　　　小野　理　ほか２名
　置戸山地凍土帯の風穴植物群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか２名
　　　－平成６年度「すぐれた自然地域」保全検討調査－　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　羊ヶ丘白旗山鳥獣保護区の鳥類リストについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富沢昌章　　　　 

第23号（平成８年度）
　沿岸海域における水質汚濁機構の解明（Ⅱ）－環境基準設定水域の水質評価－　　　　　　　　　福山龍次　ほか３名
　北海道内52湖沼におけるプランクトン優占種について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐聖貴ほか４名
　ＧＩＳを活用した自然環境保全サポートシステムの構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子正美　ほか２名
　25年間におけるサロベツ湿原の変化と保全対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか２名
　日本における降水成分の空間分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　　　　 
　固定発生源からの凝縮性ダストを含むばいじん排出調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大塚英幸　ほか２名
　小樽海域環境基準未達成原因調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか２名
　ゴルフ場使用農薬の大気中における残留調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中嶋敏秋　ほか１名
　ゴルフ場に散布された殺菌剤の流出特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼辺明博　ほか２名
　網走湖におけるＦｅの挙動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか３名
　騒音予測モデルにおける等価騒音レベルについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋英明　ほか１名
　ＧＩＳ・リモートセンシングを活用した自然環境解析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野　理　ほか１名
　サロベツ湿原における２５年間の湿原面積減少の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか２名
　1991～1993（平成3～5）年に全道で捕殺されたヒグマの生物学的分析　　　　　　　　　　　　　間野　勉　　　　 

第24号（平成９年度）
　沿岸海域における水質汚濁機構の解明（Ⅲ）－環境基準設定水域の水質評価－　　　　　　　　　濱原和広　ほか５名
　サブ臨界水とＳＰＭＥ法を組み合わせた土壌中の農薬分析法の検討　　　　　　　　　　　　　　村田清康　ほか１名
　赤岳道路法面植生の回復過程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか２名
　1994～1996年度メスジカ狩猟個体の個体群解析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶　光一　　　　 
　酸性雪に関する研究（第４報）－北海道における積雪成分の分布と長期変動－　　　　　　　　　野口　泉　ほか６名
　渡島大沼の生態系構造の解明に関する共同研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか12名
　ヘッドスペース・クライオフォーカス・ＧＣ／ＭＳ法の条件検討と、水中揮発性有機化合物
　　　　54物質のＨｅｎｒｙ定数の測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤秀治　ほか２名
　農用地からの農薬流出調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永洞真一郎ほか２名
　海域の窒素及び燐に係る環境基準の類型指定調査（平成８年度・風蓮湖）　　　　　　　　　　　五十嵐聖貴ほか２名
　北海道地域のＡＶＨＲＲデータセットの作成とその利用について　　　　　　　　　　　　　　　髙橋英明　　　　 
　ＧＩＳによる自然公園の解析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子正美　ほか１名
　学術自然保護地区「上美唄湿原」の乾燥化と植生の復元　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか２名
　酸性雪に関する海外研修（外国派遣研修報告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　　　　 
　海洋に於ける水質汚濁物質の挙動及び移送について（外国派遣研修報告）　　　　　　　　　　　福山龍次　　　　 
　湖沼、ダム湖の富栄養化機構の解明と水質改善技術の導入（外国派遣研修報告）　　　　　　　　石川　靖　ほか１名
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第25号（平成10年度）
　冬期間における春採湖の水理特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか３名
　渡島大沼に関する文献リストとその研究業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　　　　 
　茨戸湖における塩分形成層形成時の水質環境の変化とその要因　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか５名
　北海道の水道水源水域中のトリハロメタン生成能とその水質　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか４名
　春採湖の光合成細菌について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか１名
　清浄地域の空気質に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤拓紀　ほか７名
　環境質の健康影響評価指標に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芥川智子　ほか４名
　　　－道内都市における大気浮遊粉じん、河川水の変異原性－　　　　　　　　　　　　　　　
　地球環境問題検討調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩田理樹　　　　 
　北海道沿岸水域における広域水質監視手法の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか５名
　環境基準未達成原因解明調査（根室海域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱原和広　ほか３名
　環境保全と魚類生産に対する水生植物の寄与に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか14名
　　　－リン制限下での微生物態の挙動－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ディスク型固相抽出法による環境水中の88農薬の分析法の検討　　　　　　　　　　　　　　　　近藤秀治　ほか１名
　環境騒音の予測に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋英明　ほか１名
　環境中における農薬の動態及び環境影響の逓減に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　沼辺明博　ほか４名
　酸性雨陸水影響調査　－過去の結果と今後－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿賀裕英　ほか３名
　地理情報システム（ＧＩＳ）を用いた環境解析手法に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　金子正美　　　　 
　　　－地球温暖化防止から地域の環境づくりまで－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　エゾシカの保全と管理に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶　光一　　　　 
　植生モニタリングから見えてくること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか２名
　北海道における海鳥繁殖地の動向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　雄一　　　　 
　道東地域におけるエゾシカ個体群の動向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇野裕之　ほか１名
　北海道における実行可能な温暖化防止戦略についての考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野文男　　　　 

第26号（平成11年度）
　キタホウネンエビの生息する融雪プールの水質《短報》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐聖貴ほか１名
　屈斜路湖の物質収支について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか４名
　豊似湖の陸水学的特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか５名
　融雪期における水源地の水質変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿賀裕英　ほか２名
　北方圏極東アジアにおける酸性沈着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　　　　 
　歌才・檜山・大釜谷鳥獣区の鳥類リストについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富沢昌章　　　　 
　ＧＩＳを活用した自然環境保全サポートシステムの構築２　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子正美　　　　 
　石狩海岸における海浜植生の復元試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮木雅美　ほか１名
　北海道における腐食物質研究の重要性《総説》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永洞真一郎　　　 
　清浄地域の空気質に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋山雅行　ほか６名
　北海道の都市地域における土壌試料の変異原性と多環芳香族炭化水素濃度　　　　　　　　　　　酒井茂克　ほか２名
　地球問題検討調査　－道内湿原からのメタン排出－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩田理樹　　　　 
　北海道の沿岸海域における水環境保全と水産資源保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか16名
　広域水質監視手法に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか３名
　北海道沿岸海域における水環境保全と汚濁物質拡散モデルの作成　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　　　　 
　環境基準未達成原因解明調査（屈斜路湖）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか３名
　環境基準未達成原因解明調査中間報告（函館海域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱原和広　ほか４名
　環境騒音の予測に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋英明　ほか１名
　環境中における農薬の動態及び環境影響の逓減に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　沼辺明博　ほか２名
　平成８年度～平成９年度　渡島大沼流域対策基礎調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか８名
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　地理情報システム（ＧＩＳ）を用いた自然生態系の解析手法に関する研究　　　　　　　　　　　堀　繁久　ほか３名
　　　　　　　－孤立林の評価手法の検討－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　インターネットを用いた動植物分布情報の公開について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子正美　ほか１名
　「エコシティ」推進検討　ケーススタディとしての江別市の緑地現状調査　　　　　　　　　　　西川洋子　　　　 
　ヒグマの個体群管理学的研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間野　勉　　　　　
　渡島半島ヒグマ個体群の解析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間野　勉　　　　　
　檜山支庁管内におけるヒグマの出没・被害状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釣賀一二三ほか１名
　エゾシカの保全と管理に関する研究　－平成10年度の成果－　　　　　　　　　　　　　　　　　梶　光一　　　　　
　エゾシカの個体群の動向とモニターの体制について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉田克巳　ほか２名
　ビオトープの創造ならびに空間配置手法導入のための調査（海外研修報告）　　　　　　　　　　西川洋子　ほか１名

第27号（平成12年度） 
　花岡・見市・濁川・湯の沢鳥獣保護区の鳥類リストについて　　　　　　　　　　　　　　　　　富沢昌章　　　　 
　枯葉からの溶存有機炭素の溶出特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　　　　 
　北海道における酸性雨陸水影響調査の現状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿賀裕英　　　　 
　環境試料中における殺菌剤の溶存態濃度と懸濁物（ＳＳ）吸着態濃度の相関　　　　　　　　　　永洞真一郎ほか３名
　風蓮湖及び風蓮川流域から採取した腐食物質のキャラクタリゼーション　　　　　　　　　　　　永洞真一郎ほか１名
　美々川周辺地域の植生とその変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮木雅美　ほか２名
　大気浮遊粉じん変異原性の地点別・季節別プロファイル（環境質の健康影響評価に関する研究）　芥川智子　　　　
　清浄地域の空気質に関する研究　－金属成分について－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大塚英幸　　　　 
　霧（雲）の酸性化要因　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　　　　　 
　北海道沿岸海域における広域水質監視手法の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　　　　 
　北海道の沿岸海域における水環境保全と水産資源保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　　　　 
　環境基準未達成原因解明調査（屈斜路湖）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　　　　 
　環境基準未達成原因解明調査（函館海域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱原和広　　　　 
　阿寒湖の基礎生産環境と魚類飼料としての微生物の生産に関する研究　　　　　　　　　　　　　石川　靖　　　　 
　河川水中の水田農薬の濃度変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤秀治　　　　 
　ＬＣ／ＭＳによる化学物質分析法の基礎的研究（７）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤秀治　　　　
　環境中における農薬の動態及び環境影響の逓減に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　沼辺明博　　　　
　塘路湖における環境保全と漁獲の安定化に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　　　　
　環境騒音の予測に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋英明　　　　
　バイオアッセイと化学分析を用いた河川水汚染の包括的評価　　　　　　　　　　　　　　　　　永洞真一郎　　　 
　北海道内のヒグマの分布と分布域の環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間野　勉　　　　
　　　－地理情報システムを用いた自然生態系の解析手法に関する研究－　　　　　　　　　　　
　エゾシカの保全と管理に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶　光一　　　　
　絶滅危機種ヒダカソウの個体群の現況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮木雅美　　　　
　北海道東部におけるエゾシカ個体群の質的検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇野裕之　　　　
　北海道内陸部におけるワシ類の生息状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉田克巳　　　
　ヒグマによる農業被害に対する電気牧柵の応用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釣賀一二三　 

第28号（平成13年度） 
　MODISプロダクトデータの幾何補正手法紹介および北海道の資源・環境評価への応用　　　　 布和敖斯尓ほか４名
　ＡＶＨＲＲ植生指数とTerra/MODIS植生指数の比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 布和敖斯尓ほか２名
　北海道の水環境における内分泌かく乱化学物質(環境ホルモン)の包括的研究　　　　　　　　　 永洞真一郎ほか５名
　鉱物油が共存する環境水中の軽油の識別法及び微量軽油識別剤（クマリン）の分析方法について　近藤秀治　　　　 
　磨滅クラスを用いた洞爺湖中島のエゾシカの年齢クラス推定　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋裕史　ほか２名
　北海道における物質収支について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田渕修二　ほか１名
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　ＪＲ江差線の等価騒音レベルに関する一考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小幡真治　ほか１名
　常呂川・網走川の河川水質汚染の特性　その１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか２名
　鉄山・北檜山・貝取澗川・椴川鳥獣保護区の鳥類リストについて　　　　　　　　　　　　　　　富沢昌章　ほか１名
　野幌森林公園内の鳥類リストについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅木賢俊　ほか２名
　清浄地域の空気質に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋山雅行　ほか６名
　環境基準未達成原因解明調査中間報告（厚岸湖）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱原和広　ほか５名
　北海道の沿岸海域における水環境保全と水資源保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか18名
　沿岸海域における水環境総合解析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山龍次　ほか４名
　阿寒湖の基礎生産環境と魚類飼料としての微生物の生産に関する研究　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか７名
　塘路湖における環境保全と漁獲の安定化に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか14名
　道内の小湖沼における酸性雨影響調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿賀裕英　ほか４名
　環境質の健康影響評価指標に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芥川智子　ほか４名
　バイオアッセイの手法を用いた内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定における前処理方法の検討　　　　　　　　　　　　永洞真一郎ほか５名
　ＬＣ/ＭＳによる化学物質分析法の基礎的検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 近藤秀治　ほか22名
　環境騒音の予測に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋英明　ほか１名
　生物多様性の保全を考慮したハビタットの質的向上に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　富沢昌章　　　　 
　北海道における中型哺乳類の分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　車田利夫　　　　 
　相対密度を用いたエゾシカと生息地の相互関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶　光一　　　　 
　道東地域におけるエゾシカの生息数推定と保護管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇野祐之　ほか２名
　北海道東部地域におけるエゾシカ個体数の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉田克巳　ほか２名
　帰化種ブタナはなぜ海岸地域に進出したか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮木雅美　ほか１名
　海洋生態系高次捕食者による水産業等への被害発生プロセスに関する研究　　　　　　　　　　　長　雄一　　　　 
　 
第29号（平成14年度）
　茨戸川表層水における内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の調査　　　　　　　　　　　　　永洞真一郎ほか６名
　道内３地域の大気中及び土壌中変異原活性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芥川智子　ほか２名
　清浄地域における大気エアロゾル中の金属成分－1997～2001年度における動向について－　　　　大塚英幸　ほか６名
　三宅島の噴火に由来する汚染物質の挙動とその北海道への影響　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　ほか２名
　常呂川・網走川流域の土地利用差に伴う一次河川水質の変動　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか４名
　湿原植生分類リモートセンシング手法の研究　－北海道釧路湿原植生分類の場合　　　　　　　　布和敖斯尓ほか３名
　モンスーンアジアを旅する鳥たちの跡　－渡り鳥の衛星追跡－　　　　　　　　　　　　　　　　布和敖斯尓ほか４名
　環境基準未達成原因解明調査報告　－厚岸湖－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱原和広　ほか４名
　常呂川・網走川の河川水質汚染の特性　その２－区域毎の流入負荷の特徴－　　　　　　　　　　石川　靖　ほか３名
　2001年度野幌森林公園内の鳥類調査結果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅木賢俊　ほか２名

第30号（平成15年度）
　乾性沈着量推計ファイルの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　ほか１名
　ダイオキシン類の迅速抽出法および前処理法の基礎検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大塚英幸　ほか４名
　食品類中のエストロゲン活性の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永洞真一郎ほか５名
　マルチセンサスデジタル画像データのスケーリングアップに関する研究　　　　　　　　　　　　布和敖斯尓ほか２名
　天塩川下流・浜里地区の海岸植生とその変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮木雅美　ほか１名
　野付風蓮道立自然公園走古丹地区におけるエゾシカによる植生変化　　　　　　　　　　　　　　宮木雅美　ほか２名
　美唄湿原における湿原植生復元実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか１名
　休廃止鉱山から排出される重金属濃度の長期変動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか２名
　道路交通騒音常時監視システムの検証調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野洋一　ほか１名
　クッチャロ湖の流入河川の水質について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか３名
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第31号（平成16年度）
　アジアの鳥類分布データベース「BirdBase」の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高田雅之　ほか３名
　土壌試料中ダイオキシン類分析の迅速抽出法の基礎的検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　大塚英幸　ほか３名
　ポリ塩化ビフェニール全コンジェナー分析への迅速抽出法の検討　　　　　　　　　　　　　　　姉崎克典　ほか３名
　北海道における有機性廃棄物の資源化システム構築に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　阿賀裕英　ほか１名
　Terra/ASTERマルチスペクトル(VNIR, SWIR & TIR)データを用いた湿原環境評価 に
　関する基礎的研究（サロベツ湿原を例として）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　布和敖斯尓ほか１名
　北海道における積雪成分の分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　ほか14名
　河川に発生したミズワタ状物質の同定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか３名
　篠津川の水質環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか３名
　畜産活動に伴う汚水流出機構の解明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか５名
　酸緩衝能の低い日本海側小湖沼での酸性化モニタリング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿賀裕英　　　　 
　達古武川上流部における湿地帯からのリンの負荷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか２名
　達古武沼における釧路川からの逆流量の観測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか２名
　北見幌別川の水質について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか１名

第32号（平成17年度）
　北海道内底質から検出された多環芳香族炭化水素についての考察　　　　　　　　　　　　　　 田原るり子ほか３名
　気温による森林地域のNDVI推定モデルの開発 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　ほか５名
　札幌市における大気中のダイオキシン類及びポリ塩化ビフェニルの年間変動　　　　　　　　　　姉崎克典　ほか４名
　LC/MS法による医薬品類の一斉分析法の開発に関する検討　　　　　　　　　　　　　　　　　 永洞真一郎
　石狩浜砂丘植物群落における開花フェノロジー、訪花昆虫、結実率の関係 　　　　　　　　　　西川洋子　ほか１名
　鉱滓から流出した六価クロム濃度の追跡調査結果 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石川　靖　　　　 
　北海道チミケップ湖周辺の哺乳類相 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　車田利夫　ほか４名
　置戸山地中山「春日風穴」付近におけるエゾナキウサギの生息数及び環境利用　　　　　　　　 車田利夫

第33号（平成18年度）
　清浄地域におけるエアロゾル中の水溶性成分－長距離輸送の影響評価－　　　　　　　　　　　　秋山雅行　ほか２名
　Ａｈレセプターとの親和性から見た大気浮遊粉じんのリスク評価－札幌市における
　30年間（1975－2004）の調査から－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芥川智子　ほか３名
　アポイ岳におけるヒダカソウの開花時期と地表面温度との関係　　　　　　　　　　　　　　　　西川洋子　ほか１名
　石狩浜の海岸植生衰退と砂の移動量との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島村崇志　ほか３名
　最終処分場浸出水中のＰＡＨｓについての考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原るり子ほか２名
　酸性化モニタリングのための湖沼調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿賀裕英　　　　 
　札幌市と小樽市の鳥獣保護区に生息する繁殖期の鳥類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉田克巳　ほか１名

第34号（平成19年度）
　酪農地帯、風蓮湖流域河川の水質特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか２名
　海鳥に付着した色素の分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原るり子ほか１名
　ＨＴ８-ＰＣＢキャピラリーカラムを用いたカネクロール中のＰＣＢ異性体組成の検討　　　　 姉崎克典　ほか２名
　北海道における鳥獣保護区の自然植生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉田克巳　　　　 

第35号（平成20年度）
　GISを用いた地下水汚染ポテンシャルの広域的評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高田雅之　ほか３名
　地下水硝酸汚染に係わる汚染源簡易判定の手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三上英敏　ほか２名
　釧路川の硫酸イオンδ34S値について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三上英敏　ほか２名
　生体試料中ポリ塩化ビフェニル全異性体分析のための前処理法の検討　　　　　　　　　　　　　山口勝透　ほか４名
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　2002年から2006年の朱鞠内湖（雨龍第一ダム）の水環境について　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか５名
　北海道における積雪成分の長期変動（1988－2008年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口高志　ほか14名
　豊平川流域森林地域における2008年ヒグマ生息状況調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間野　勉　ほか１名
　水生生物の生息環境評価のための地形・植生パラメータ構築とその活用例　　　　　　　　　　　三島啓雄　ほか４名

第36号（平成21年度）
　階層ベイズモデルを用いたＭＯＤＩＳ Ｌevel-2雪プロダクト時系列データからの積雪
　　　期間マップの作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱原和広　　　　 
　サロマ湖における貧酸素水塊の消長と底層水中の科学種について　　　　　　　　　　　　　　　田中敏明　ほか４名
　生花苗沼の巨大シジミの生態学的考察（１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中敏明　ほか４名
　美々川流域の樹林帯における水質環境と自然再生に向けて　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　靖　ほか３名
　摩周湖の霧酸性化状況及びその要因について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口高志　ほか３名
　エゾシカの狩猟及び有害駆除に関する狩猟者の意識と行動実態　　　　　　　　　　　　　　　　車田利夫　　　　 
　置戸山地中山におけるエゾナキウサギ生息地の分布と利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　車田利夫　　　　 
　天塩岳周辺におけるエゾナキウサギ生息地の分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　車田利夫　ほか２名
　サロベツ湿原泥炭採掘跡地の植生回復過程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島村崇志　ほか２名

第１号（通巻第37号）（平成22年度）
　乾燥沈着量評価のための沈着速度推計プログラムの更新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　泉　ほか４名
　底質中の多環芳香族炭化水素の抽出法の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原るり子
　北海道内河川水中の界面活性剤の濃度分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原るり子
　列車を利用したエゾシカの生息状況調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲富佳洋 

第２号（通巻第38号）（平成23年度）
　環境教育研究会の活動について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川村美穂　ほか１名
　道内の対流圏オゾンの時間空間的調査結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口高志　ほか４名
　エゾシカの狩猟努力量当たりの捕獲数及び目撃数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇野裕之　ほか１名
　水田農法別の陸生・水生・土壌動物相の比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　雄一
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